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品
質
管

理
基
準

及
び

規
格
値

 
工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

１ ． セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト ( 転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く) 

材 料 

必 須 

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
抑

制
対

策
 

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応

抑
制

対
策

に
つ

い
て

」

（
平

成
14

年
7
月

31
日

付
け

国
官

技
第

11
2
号

、

国
港

環
第

35
号

、
国

空

建
第

78
号

）
 

同
左

 
骨

材
試

験
を

行
う

場
合

は
、
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

／
6
ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

○
 

そ の 他   （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）     

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
50

11
-1

～
4 

JI
S 

A 
50

21
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た

場
合

。
 

 

 

○
 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
09

 

JI
S 

A 
11

10
 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
50

11
-1

～
4 

JI
S 

A 
50

21
 

絶
乾

密
度

：
2.

5
以

上
 

細
骨

材
の

吸
水

率
：

3.
5％

以
下

 

粗
骨

材
の

吸
水

率
：

3.
0％

以
下

 

（
砕

砂
・
砕

石
、
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

、
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
銅

ス
ラ

グ
細

骨
材

の
規

格
値

に
つ

い
て

は
摘

要
を

参
照

）
 

JI
S 

A 
50

05
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
砕

石
及

び
砕

砂
）

 

JI
S 

A 
50

11
-1

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
1

部
：

高
炉

ス
ラ

グ
骨

材
）

 

JI
S 

A 
50

11
-2

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
2

部
：

フ
ェ

ロ
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

骨
材

）
 

JI
S 

A 
50

11
-3

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
3

部
：

銅
ス

ラ
グ

骨
材

）
  

JI
S 

A 
50

11
-4

(コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

4

部
：

電
気

炉
酸

化
ス

ラ
グ

骨
材

) 
  

JI
S 

A 
50

21
(ｺ

ﾝｸ
ﾘｰ

ﾄ用
再

生
骨

材
H)

 

○
 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

 
JI

S 
A 

11
21

 

JI
S 

A 
50

05
 

砕
石

40
％

以
下

、
砂

利
35

％
以

下
 

舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
35

％
以

下
 

た
だ

し
、積

雪
寒

冷
地

の
舗

装
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
25

％
以

下
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1

回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
た

だ
し

、
砂

利
の

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1

回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

○
 

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
 

JI
S 

A 
11

03
 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
53

08
 

粗
骨

材
 

砕
石

 
3.

0％
以

下
（

た
だ

し
、

粒
形

判
定

実
績

率
が

58
％

以
上

の

場
合

は
5.

0％
以

下
）

  

ス
ラ

グ
粗

骨
材

 
5.

0％
以

下
  

そ
れ

以
外

（
砂

利
等

）
 

1.
0％

以
下

  

細
骨

材
 

砕
砂

 
9.

0％
以

下
（

た
だ

し
、

す
り

へ
り

作
用

を
受

け
る

場
合

は

5.
0％

以
下

）
  

ス
ラ

グ
細

骨
材

 
7.

0％
以

下
（

た
だ

し
、

す
り

へ
り

作
用

を
受

け

る
場

合
は

5.
0％

以
下

）
  

そ
れ

以
外

（
砂

等
）

 
5.

0％
以

下
（

た
だ

し
、

す
り

へ
り

作
用

を

受
け

る
場

合
は

3.
0％

以
下

）
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1

回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

（
山

砂
の

場
合

は
、

工
事

中
1
回

／
週

以
上

）
 

 

○
 

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
 

JI
S 

A 
11

05
 

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。濃

い
場

合
で

も
圧

縮
強

度
が

90
％

以
上

の

場
合

は
使

用
で

き
る

。
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1

回
／

年
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

濃
い

場
合

は
、

JI
S 
A 
11

42
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。
 

○
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

 
JI

S 
A 

11
42

 
圧

縮
強

度
の

90
％

以
上

 
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色

よ
り

濃
い

場
合

。
 

 

○
 

2-183



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

１ ． セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト ( 転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く) 

材 料 

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

JI
S 

A1
13

7 

 

細
骨

材
：

1．
0％

以
下

 

粗
骨

材
：

0．
25

％
以

下
 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1

回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

 

 
○
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試

験
 

JI
S 

A1
12

2 

JI
S 

A 
50

05
 

細
骨

材
：

10
％

以
下

 

粗
骨

材
：

12
％

以
下

 

 

砂
、
砂

利
：
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

／
6
ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

砕
砂

、
砕

石
：

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1

回
／

年
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。
 

○
 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
 

JI
S 

R 
52

01
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 

JI
S 

R 
52

13
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

／
月

以
上

 

 

 

○
 

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
 

JI
S 

R 
52

02
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 

JI
S 

R 
52

13
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

 

○
 

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
 

上
水

道
水

及
び

上
水

道

水
以

外
の

水
の

場
合

：
 

JI
S 

A 
53

08
附

属
書

C 

懸
濁

物
質

の
量

：
2g

／
L
以

下
 

溶
解

性
蒸

発
残

留
物

の
量

：
1g

／
L
以

下
 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

20
0p

pm
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：
始

発
は

30
分

以
内

、
終

結
は

60
分

以
内

 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
28

日
で

90
％

以
上

 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1
回

／
年

以
上

及
び

水
質

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 

 

上
水

道
を

使
用

し
て

い
る

場
合

は
試

験
に

換
え

、
上

水
道

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行

う
。

 
○
 

回
収

水
の

場
合

：
 

JI
S 

A 
53

08
附

属
書

C 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

20
0p

pm
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：
始

発
は

30
分

以
内

、
終

結
は

60
分

以
内

 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
28

日
で

90
％

以
上

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
／

年
以

上
及

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

ス
ラ

ッ
ジ

水
の

濃
度

は
１

回
／

日
 

そ
の

原
水

は
上

水
道

水
及

び
上

水
道

水
以

外
の

水
の

規

定
に

適
合

す
る

も
の

と
す

る
。

 

○
 

計
量

設
備

の
計

量
精

度
 

 

 
水

：
±

1％
以

内
 

セ
メ

ン
ト

：
±

1％
以

内
 

骨
材

 
：

±
3％

以
内

 

混
和

材
：

±
2％

以
内

 

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
の

場
合

は
±

1％
以

内
）

 

混
和

剤
：

±
3％

以
内

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

／
6
ヶ

月
以

上
 

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
場

合
、
印

字
記

録

に
よ

り
確

認
を

行
う

。
 

 

○
 

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
 

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

 

 
JI

S 
A 

11
19

 

 
JI

S 
A 

86
03

-1
 

  
JI

S 
A 

86
03

-2
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
 

公
称

容
量

の
場

合
：

 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

の
モ

ル
タ

ル
量

の
偏

差
率

：
0.

8％
以

下
  

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

の
粗

骨
材

量
の

偏
差

率
：

5％
以

下
 

 
圧

縮
強

度
の

偏
差

率
：

7.
5％

以
下

 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

空
気

量
の

偏
差

率
：

10
％

以
下

 

 
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
（

ス
ラ

ン
プ

）
の

偏
差

率
：

15
％

以
下

 

 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1
回

／
年

以
上

。
 

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
50

m3

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す

る
。（

橋
台

、
橋

脚
、
杭

類
（

場
所

打
杭

、
井

筒
基

礎
等

）、

橋
梁

上
部

工
（

桁
、

床
版

、
高

欄
等

）、
擁

壁
工

（
高

さ

1m
以

上
）、

函
渠

工
、

樋
門

、
樋

管
、

水
門

、
水

路
（

内

幅
2.

0m
以

上
）、

護
岸

、
ダ

ム
及

び
堰

、
ト

ン
ネ

ル
、
舗

装
、
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
工

種
及

び
特

記
仕

様
書

で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

 

○
 

2-184



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

１ ． セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト ( 転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く) 

製 造 （ プ ラ ン ト ） 

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
 

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
 

土
木

学
会

規
準

JS
CE

-I
 

50
2-

20
13

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0.
8％

以
下

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5％
以

下
 

圧
縮

強
度

差
：

7.
5％

以
下

 
空

気
量

差
：

1％
以

下
 

ス
ラ

ン
プ

差
：

3㎝
以

下
 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
。

 
・

小
規

模
工

種
※

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
50

m3

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。（
橋

台
、
橋

脚
、
杭

類
（

場
所

打
杭

、
井

筒
基

礎
等

）、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、

高
欄

等
）、

擁
壁

工
（

高
さ

1m
以

上
）、

函
渠

工
、

樋
門

、
樋

管
、

水
門

、
水

路
（

内
幅
2.

0m
以

上
）、

護
岸

、
ダ

ム
及

び
堰

、
ト

ン
ネ

ル
、

舗
装

、
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
工

種
及

び
特

記
仕

様
書

で
指

定
さ

れ
た

工
種

）
 

○
 

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
11

 
設

計
図

書
に

よ
る

 

 

2回
／

日
以

上
 

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適

用
す

る
。

 
○
 

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
25

 
1回

／
日

以
上

 
○
 

施 工 

必 須 

塩
化

物
総

量
規

制
 

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐

久
性

向
上

」
 

原
則

0.
3㎏

／
m3
以

下
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

設
が
午

前
と

午
後

に
ま
た

が
る

場
合
は
、

午
前
に
1

回
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前
に

行
い

、そ
の

試
験
結

果
が

塩
化
物
総

量
の
規

制
値

の
1／

2以
下

の
場
合

は
、

午
後

の
試
験
を

省
略

す
る
こ
と

が
で
き

る
。

（
1試

験
の

測
定

回
数

は
3回

と
す

る
）
試

験
の

判
定
は
3回

の
測
定

値
の

平
均

値
。
 

・
小

規
模

工
種

※
で
1工

種
当

り
の

総
使
用
量

が
50

m3
未
満
の
場

合
は
1工

種
1回

以
上

の
試
験

、
ま

た
は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証
明

書
等

の
み

と
す
る

こ
と

が
で
き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用
量
が
50

m3
以
上
の
場

合
は

、
50

m3
ご

と
に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

・
骨
材

に
海

砂
を

使
用

す
る

場
合

は
、
「
海

砂
の

塩
化
物
イ

オ
ン

含
有

率
試

験
方

法
」

（
JS
CE
-C

50
2-
20

18
,5

03
-2

01
8）

ま
た
は

設
計

図
書

の
規

定
に

よ
り
行

う
。
 

・
用

心
鉄

筋
等

を
有

さ
な
い

無
筋

構
造

物
の
場

合
は

省
略
で
き

る
。
 

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以
下

の
工

種
を
除
く

工
種

と
す

る
。
（

橋
台

、
橋
脚

、
杭
類
（
場

所
打

杭
、
井
筒

基
礎

等
）
、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床
版

、
高
欄

等
）
、
擁
壁

工
（
高

さ
1m
以
上

）
、
函

渠
工

、
樋

門
、
樋

管
、
水
門
、
水

路
（
内

幅
2.

0m
以

上
）
、
護
岸
、
ダ
ム

及
び

堰
、
ト
ン

ネ
ル
、
舗

装
、
そ
の
他
こ

れ
ら

に
類

す
る
工

種
及

び
特

記
仕

様
書

で
指

定
さ
れ

た
工

種
）
 

 

単
位

水
量

測
定

 
「

レ
デ

ィ
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
単

位
水

量

測
定

要
領

（
案

）
（

平
成

16
年
3月

8日
事

務
連

絡
）

」
 

1）
測

定
し

た
単

位
水

量
が

、
配

合
設
計

±
15

kg
／
m3 の

範
囲

に
あ
る

場
合

は
そ

の
ま

ま
施

工
し

て
よ
い

。
 

2）
測

定
し

た
単

位
水

量
が

、
配

合
設

計
±
15

 k
g／

m3 を
超

え
 
 
±
20

kg
／

m3 の
範

囲
に

あ
る

場
合

は
、

水
量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生
コ

ン
製

造
者

に
改

善
を

指
示

し
、
そ

の
運

搬
車

の
生
コ

ン
は

打
設

す
る

。
そ
の

後
、

配
合

設
計

±
15

kg
／
m3 以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
3台

毎
に
1回

、
単

位
水

量
の

測
定

を
行

う
。
 

な
お

、
「
15
kg

/m
3以

内
で

安
定

す
る

ま
で
」
と

は
、
2回

連
続

し
て
15

kg
/m

3
以

内
の

値
を

観
測

す
る
こ

と
を

い
う

。
 

3）
配

合
設

計
±
20

kg
／
m3 の

指
示

値
を

越
え

る
場

合
は

、
生

コ
ン
を

打
込

ま
ず

に
、

持
ち

帰
ら

せ
、
水

量
変

動
の

原
因
を

調
査

し
、

生
コ

ン
製
造

業
者

に
改

善
を

指
示

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。そ

の
後

の
配

合
設

計
±
15

kg
/m

3以
内

に
な

る
ま

で
全

運
搬

車
の

測
定

を
行

う
。
 

な
お

、測
定

値
が

管
理

値
ま

た
は
指

示
値

を
超

え
た
場

合
は
1回

に
限

り
再
試

験
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。再
試

験
を

実
施
し

た
場

合
は
2回

の
測

定
結

果
の

う
ち

、
配

合
設

計
と

の
差

の
絶

対
値
の

小
さ

い
方

の
値

で
評
価

し
て

よ
い

。
 

10
0m

3／
日

以
上

の
場

合
；
 

2回
／

日
（

午
前
1回

、
午
後
1回

）
以

上
、
重

要
構

造
物

の
場
合

は
重
要

度
に

応
じ

て
10

0m
3～

15
0m

3ご
と

に
1回

、
及

び
荷

卸
し

時
に
品

質
変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

と
し
、

測
定

回
数

は
多
い

方
を

採
用
す
る

。
 

示
方

配
合

の
単

位
水

量
の
上

限
値

は
、
粗
骨

材
の

最
大
寸
法

が
20

ｍ
ｍ

～
25
ｍ
ｍ

の
場

合
は
17

5ｋ
ｇ

／
ｍ

3 、
40
ｍ
ｍ
の
場

合
は

16
5ｋ

ｇ
／

ｍ
3 を

基
本

と
す

る
。
 

 

2-185



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

１ ． セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト ( 転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く) 

施 工 

必 須 

ス
ラ

ン
プ

試
験
 

JI
S 

A 
11

01
 

ス
ラ

ン
プ
5㎝

以
上
8㎝

未
満
 ：

許
容

差
±
1.

5㎝
 

ス
ラ

ン
プ
8㎝

以
上
18
㎝
以

下
：

許
容

差
±
2.

5㎝
 

 ス
ラ

ン
プ
2.

5c
m：

許
容
値

差
±
1.

0㎝
 

 

・
荷

卸
し

時
 

1回
／

日
以

上
、

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度
と

工
事

の
規

模
に
応

じ
て
20

 
m3 ～

15
0m

3 ご
と

に
1回

、
及
び
荷
卸

し
時

に
品
質
変

化
が

認
め

ら
れ
た

時
。
た

だ
し
、
道

路
橋

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト
床
版

に
レ

デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

用
い

る
場

合
は

原
則

と
し
て
全

運
搬

車
測
定
を

行
う
。
 

・
道

路
橋

床
版

の
場

合
、
全

運
搬

車
試
験

を
行

う
が

、
ス
ラ
ン
プ

試
験
の

結
果

が
安

定
し

良
好

な
場

合
は

そ
の

後
ス
ラ
ン

プ
試

験
の
頻
度

に
つ
い

て
監

督
職

員
と

協
議

し
低

減
す

る
こ

と
が
で
き

る
。
 

 

・
小

規
模

工
種

※
で
1工

種
当

り
の

総
使
用
量

が
50

m3
未

満
の
場

合
は
1工

種
1回

以
上

の
試
験

、
ま

た
は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証
明

書
等

の
み

と
す
る

こ
と

が
で
き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用
量
が
50

m3
以
上
の
場

合
は

、
50

m3
ご

と
に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

 ※
小

規
模

工
種

と
は

、
以
下

の
工

種
を
除
く

工
種

と
す

る
。
（

橋

台
、
橋
脚

、
杭
類
（
場

所
打

杭
、
井
筒

基
礎

等
）
、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床
版

、
高
欄

等
）
、
擁
壁

工
（
高

さ
1m

以
上

）
、
函

渠
工

、

樋
門

、
樋

管
、
水
門
、
水

路
（
内

幅
2.

0m
以

上
）
、
護
岸
、
ダ
ム

及
び

堰
、
ト
ン

ネ
ル
、
舗

装
、
そ
の
他
こ

れ
ら

に
類

す
る
工

種
及

び
特

記
仕

様
書

で
指

定
さ
れ

た
工

種
）
 

 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

08
 

1回
の

試
験

結
果

は
指

定
し

た
呼

び
強

度
の
85
％

以
上

で
あ
る

こ
と
。
 

3回
の

試
験

結
果

の
平

均
値

は
、

指
定

し
た

呼
び

強
度

以
上
で

あ
る
こ

と
。
 

（
1回

の
試

験
結

果
は

、
3個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

）
 

・
荷

卸
し

時
 

1回
／

日
以

上
、

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度
と

工
事

の
規

模
に
応

じ
て

20
m3
か

ら
15

0m
3ご

と
に
1回

 
な

お
、テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は
打

設
場

所
で

採
取
し

、1
回
に

つ
き
6個
（

σ
7…

3
個

、
σ

28
…

3個
）

と
す
る

。
 

・
早

強
セ

メ
ン
ト

を
使

用
す
る

場
合
に

は
、
必
要

に
応

じ
て
1回

に
つ
き

3
個

（
σ

3）
を

追
加

で
採
取

す
る
。
 

 

 

空
気

量
測

定
 

JI
S 

A 
11

16
 

JI
S 

A 
11

18
 

JI
S 

A 
11

28
 

±
1.

5％
（

許
容

差
）
 

 

・
荷

卸
し

時
 

1回
／

日
以

上
、

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度
と

工
事

の
規

模
に
応

じ
て
20

 

m3 ～
15

0m
3 ご

と
に
1回

、
及
び
荷
卸

し
時

に
品
質
変

化
が

認
め

ら
れ
た

時
。
 

 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
曲

げ
強

度
試

験
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

の
場

合
、

必
須

）
 

JI
S 

A 
11

06
 

1回
の

試
験

結
果

は
指

定
し

た
呼

び
強

度
の

85
％

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

3回
の

試
験

結
果

の
平

均
値

は
、

指
定

し
た

呼
び

強
度

以
上

で
あ

る

こ
と

。
 

打
設

日
1日

に
つ

き
2回

（
午

前
・

午
後

）
の

割
り

で
行

う
。

な

お
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

打
設

場
所

で
採

取
し

、
1回

に
つ

き
原

則
と

し
て

3個
と

す
る

。
 

 

 

 

そ の 他 

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

07
 

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
品

質
に

異
常

が
認

め
ら

れ
た

場
合

に
行

う
。

 
 

 
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
洗

い
分

析
試

験
 

JI
S 

A 
11

12
 

 

 
 

寒
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

 

寒
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

及
び

外
気

温
、
保

温

さ
れ

た
囲

い
内

部
気

温
等

を
測

定
 

 

 
 

3時
間

以
内

の
間

隔
で

定
時

測
定

す
る

。
 

様
式

（
22

－
1）

に
と

り
ま

と
め

る
。

 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

温
度
（

寒
中

コ
ン

ク
リ

ー

ト
の

場
合

）
 

 

打
設

区
画

内
の

打
設

始

め
中

間
・

完
了

時
 

 
3回

以
上

 
様

式
（

22
－

1）
に

と
り

ま
と

め
る

。
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

養
生

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト

温
度

（
寒

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

）
 

 

1箇
所

以
上

 
 

3時
間

以
内

の
間

隔
で

定
時

測
定

す
る

。
 

様
式

（
22

－
1）

に
と

り
ま

と
め

る
。

 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

囲
い

内
の

温
度
（

寒
中

コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

）
 

打
設

区
画

内
2箇

所
以

上
 

 
3時

間
以

内
の

間
隔

で
定

時
測

定
す

る
。

 
様

式
（

22
－

1）
に

と
り

ま
と

め
る

。
 

 

寒
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

の
測

定
 

 
 

生
コ

ン
工

場
出

荷
時

に
ア

ジ
デ

ー
タ

全
車

に
つ

い
て

測
定

し
、

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

納
入

書
の

備
考

欄
に

出
荷

時
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

を
記

入
す

る
。

 

現
場

受
入

れ
時

に
、

ア
ジ

デ
ー

タ
全

車
に

つ
い

て
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

を
測

定
す

る
。

 

 

仕
様

書
に

よ
る

 

 

2-186



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

１ ． セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト ( 転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く) 

施 工 後 試 験 

必 須 

ひ
び

割
れ

調
査

 

  

ス
ケ

ー
ル

に
よ

る
測

定
 

  

0.
2m

m 

  

本
数

 

総
延

長
 

最
大

ひ
び

割
れ

幅
等

 

  

高
さ

が
、

5ｍ
以

上
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

、
内

空

断
面

積
が

25
㎡

以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
カ

ル
バ

ー

ト
類

、
橋

梁
上

・
下

部
工

及
び

高
さ

が
3ｍ

以
上

の
堰

・

水
門
・
樋

門
を

対
象
（

た
だ

し
い

ず
れ

の
工

種
に

つ
い

て

も
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
製

品
及

び
プ

レ
ス

ト
レ

ス
ト

コ
ン

ク

リ
ー

ト
は

対
象

と
し

な
い

）
と

し
構

造
物

躯
体

の
地

盤
や

他
の

構
造

物
と

の
接

触
面

を
除

く
全

表
面

と
す

る
。

 

フ
ー

チ
ン

グ
・
底

版
等

で
完

成
時

に
地

中
、
水

中
に

あ
る

部
位

に
つ

い
て

は
完

成
前

に
調

査
す

る
。

 

ひ
び

割
れ

幅
が

0.
2m

m以
上

の
場

合
は

、
「

ひ
び

割
れ

発

生
状

況
の

調
査

」
を

実
施

す
る

。
 

  

 

テ
ス

ト
ハ

ン
マ

ー
に

よ
る

強
度

推
定

調
査

 
JS

CE
-G

 5
04

-2
01

3 
設

計
基

準
強

度
 

 

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

及
び

カ
ル

バ
ー

ト
類

で
行

う
。

そ
の

他
の

構
造

物
に

つ
い

て
は

強
度

が
同

じ
ブ

ロ
ッ

ク
を

1構
造

物

の
単

位
と

し
、

各
単

位
に

つ
き

3ヶ
所

の
調

査
を

実
施

。
ま

た
、

調
査

の
結

果
、
平

均
値

が
設

計
基

準
強

度
を

下
回

っ
た

場
合

と
、

1回
の

試
験

結
果

が
設

計
基

準
強

度
の

85
％

以
下

と
な

っ
た

場

合
は

、
そ

の
箇

所
の

周
辺

に
お

い
て

、
再

調
査

を
5ヶ

所
実

施
。
 

材
齢

28
日

～
91

日
の

間
に

試
験

を
行

う
。

 

 

高
さ

が
、

5ｍ
以

上
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

、
内

空

断
面

積
が

25
㎡

以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
カ

ル
バ

ー

ト
類

、
橋

梁
上

・
下

部
工

及
び

高
さ

が
3ｍ

以
上

の
堰

・

水
門
・

樋
門

を
対

象
。
（

た
だ

し
い

ず
れ

の
工

種
に

つ
い

て
も

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
品

及
び

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン

ク
リ

ー
ト

は
対

象
と

し
な

い
。
）
ま

た
、
再

調
査

の
平

均

強
度

が
、
所

定
の

強
度

が
得

ら
れ

な
い

場
合

、
も

し
く

は

1ヶ
所

の
強

度
が

設
計

強
度

の
85

％
を

下
回

っ
た

場
合

は
、

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
を

行
う

。
 

 工
期

等
に

よ
り

、
基

準
期

間
内

に
調

査
を

行
え

な
い

場
合

は
監

督
職

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

 

そ の 他 

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

07
 

設
計

基
準

強
度

 
所

定
の

強
度

を
得

ら
れ

な
い

箇
所

付
近

に
お

い
て

、
原

位
置

の

コ
ア

を
採

取
。

 

コ
ア

採
取

位
置

、
供

試
体

の
抜

き
取

り
寸

法
等

の
決

定
に

際
し

て
は

、
設

置
さ

れ
た

鉄
筋

を
損

傷
さ

せ
な

い
よ

う
十

分
な

検
討

を
行

う
。

 

圧
縮

強
度

試
験

の
平

均
強

度
が

所
定

の
強

度
が

得
ら

れ

な
い

場
合

、
も

し
く

は
1ヶ

所
の

強
度

が
設

計
強

度
の

85
％

を
下

回
っ

た
場

合
は

、
監

督
職

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

 

配
筋

状
態

及
び

か
ぶ

り
 

「
非

破
壊

試
験

に
よ

る
ｺ

ﾝｸ
ﾘｰ

ﾄ構
造

物
中

の
配

筋

状
態

及
び

か
ぶ

り
測

定

要
領

」
に

よ
る

 

  

同
左

 
同

左
 

同
左

 

 

強
度

測
定

 
「

微
破

壊
・

非
破

壊
試

験

に
よ

る
ｺﾝ

ｸﾘ
ｰﾄ

構
造

物

の
強

度
測

定
要

領
」

に
よ

る
 

    

同
左

 
同

左
 

同
左

 

 

 
 

2-187



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

１ ． セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト ( 転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く) 

材 料 

必 須 

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

対
策

 
「

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

抑
制

対
策

に
つ

い
て

」

（
平

成
14

年
7
月

31
日

付
け

国
官

技
第

11
2
号

、

国
港

環
第

35
号

、
国

空

建
第

78
号

）
 

同
左

 
骨

材
試

験
を

行
う

場
合

は
、
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

／
6
ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

○
 

そ の 他   （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）     

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
50

11
-1

～
4 

JI
S 

A 
50

21
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た

場
合

。
 

 

 

○
 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
09

 

JI
S 

A 
11

10
 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
50

11
-1

～
4 

JI
S 

A 
50

21
 

絶
乾

密
度

：
2.

5
以

上
 

細
骨

材
の

吸
水

率
：

3.
5％

以
下

 

粗
骨

材
の

吸
水

率
：

3.
0％

以
下

 

（
砕

砂
・
砕

石
、
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

、
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
銅

ス
ラ

グ
細

骨
材

の
規

格
値

に
つ

い
て

は
摘

要
を

参
照

）
 

JI
S 

A 
50

05
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
砕

石
及

び
砕

砂
）

 

JI
S 

A 
50

11
-1

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
1

部
：

高
炉

ス
ラ

グ
骨

材
）

 

JI
S 

A 
50

11
-2

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
2

部
：

フ
ェ

ロ
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

骨
材

）
 

JI
S 

A 
50

11
-3

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
3

部
：

銅
ス

ラ
グ

骨
材

）
  

JI
S 

A 
50

11
-4

(コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

4

部
：

電
気

炉
酸

化
ス

ラ
グ

骨
材

) 
  

JI
S 

A 
50

21
(ｺ

ﾝｸ
ﾘｰ

ﾄ用
再

生
骨

材
H)

 

○
 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

 
JI

S 
A 

11
21

 

JI
S 

A 
50

05
 

砕
石

40
％

以
下

、
砂

利
35

％
以

下
 

舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
35

％
以

下
 

た
だ

し
、積

雪
寒

冷
地

の
舗

装
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
25

％
以

下
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1

回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
た

だ
し

、
砂

利
の

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1

回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

○
 

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
 

JI
S 

A 
11

03
 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
53

08
 

粗
骨

材
 

砕
石

 
3.

0％
以

下
（

た
だ

し
、

粒
形

判
定

実
績

率
が

58
％

以
上

の

場
合

は
5.

0％
以

下
）

  

ス
ラ

グ
粗

骨
材

 
5.

0％
以

下
  

そ
れ

以
外

（
砂

利
等

）
 

1.
0％

以
下

  

細
骨

材
 

砕
砂

 
9.

0％
以

下
（

た
だ

し
、

す
り

へ
り

作
用

を
受

け
る

場
合

は

5.
0％

以
下

）
  

ス
ラ

グ
細

骨
材

 
7.

0％
以

下
（

た
だ

し
、

す
り

へ
り

作
用

を
受

け

る
場

合
は

5.
0％

以
下

）
  

そ
れ

以
外

（
砂

等
）

 
5.

0％
以

下
（

た
だ

し
、

す
り

へ
り

作
用

を

受
け

る
場

合
は

3.
0％

以
下

）
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1

回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

（
山

砂
の

場
合

は
、

工
事

中
1
回

／
週

以
上

）
 

 

○
 

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
 

JI
S 

A 
11

05
 

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。濃

い
場

合
で

も
圧

縮
強

度
が

90
％

以
上

の

場
合

は
使

用
で

き
る

。
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1

回
／

年
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

濃
い

場
合

は
、

JI
S 
A 
11

42
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。
 

○
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

 
JI

S 
A 

11
42

 
圧

縮
強

度
の

90
％

以
上

 
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色

よ
り

濃
い

場
合

。
 

 

○
 

2-188



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

１ ． セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト ( 転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く) 

材 料 

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

JI
S 

A1
13

7 

 

細
骨

材
：

1．
0％

以
下

 

粗
骨

材
：

0．
25

％
以

下
 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1

回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

 

 
○
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試

験
 

JI
S 

A1
12

2 

JI
S 

A 
50

05
 

細
骨

材
：

10
％

以
下

 

粗
骨

材
：

12
％

以
下

 

 

砂
、
砂

利
：
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

／
6
ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

砕
砂

、
砕

石
：

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1

回
／

年
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。
 

○
 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
 

JI
S 

R 
52

01
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 

JI
S 

R 
52

13
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

／
月

以
上

 

 

 

○
 

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
 

JI
S 

R 
52

02
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 

JI
S 

R 
52

13
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

 

○
 

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
 

上
水

道
水

及
び

上
水

道

水
以

外
の

水
の

場
合

：
 

JI
S 

A 
53

08
附

属
書

C 

懸
濁

物
質

の
量

：
2g

／
L
以

下
 

溶
解

性
蒸

発
残

留
物

の
量

：
1g

／
L
以

下
 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

20
0p

pm
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：
始

発
は

30
分

以
内

、
終

結
は

60
分

以
内

 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
28

日
で

90
％

以
上

 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1
回

／
年

以
上

及
び

水
質

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 

 

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、
上

水
道

を

使
用

し
て

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。
 

○
 

回
収

水
の

場
合

：
 

JI
S 

A 
53

08
附

属
書

C 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

20
0p

pm
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：
始

発
は

30
分

以
内

、
終

結
は

60
分

以
内

 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
28

日
で

90
％

以
上

 

そ
の

原
水

は
上

水
道

水
及

び
上

水
道

水
以

外
の

水
の

規

定
に

適
合

す
る

も
の

と
す

る
。

 

○
 

計
量

設
備

の
計

量
精

度
 

 

 
水

：
±

1％
以

内
 

セ
メ

ン
ト

：
±

1％
以

内
 

骨
材

 
：

±
3％

以
内

 

混
和

材
：

±
2％

以
内

 

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
の

場
合

は
±

1％
以

内
）

 

混
和

剤
：

±
3％

以
内

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

／
6
ヶ

月
以

上
 

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
場

合
、
印

字
記

録

に
よ

り
確

認
を

行
う

。
 

 

○
 

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
 

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

 

 
JI

S 
A 

11
19

 

 
JI

S 
A 

86
03

-1
 

  
JI

S 
A 

86
03

-2
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
 

公
称

容
量

の
場

合
：

 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

の
モ

ル
タ

ル
量

の
偏

差
率

：
0.

8％
以

下
  

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

の
粗

骨
材

量
の

偏
差

率
：

5％
以

下
 

 
圧

縮
強

度
の

偏
差

率
：

7.
5％

以
下

 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

空
気

量
の

偏
差

率
：

10
％

以
下

 

 
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
（

ス
ラ

ン
プ

）
の

偏
差

率
：

15
％

以
下

 

 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1
回

／
年

以
上

。
 

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
50

m3

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す

る
。（

橋
台

、
橋

脚
、
杭

類
（

場
所

打
杭

、
井

筒
基

礎
等

）、

橋
梁

上
部

工
（

桁
、

床
版

、
高

欄
等

）、
擁

壁
工

（
高

さ

1m
以

上
）、

函
渠

工
、

樋
門

、
樋

管
、

水
門

、
水

路
（

内

幅
2.

0m
以

上
）、

護
岸

、
ダ

ム
及

び
堰

、
ト

ン
ネ

ル
、
舗

装
、
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
工

種
及

び
特

記
仕

様
書

で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

 

○
 

2-189



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

１ ． セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト ( 転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く) 

製 造 （ プ ラ ン ト ） 

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
 

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
 

土
木

学
会

規
準

JS
CE

-I
 

50
2-

20
13

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0.
8％

以
下

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5％
以

下
 

圧
縮

強
度

差
：

7.
5％

以
下

 
空

気
量

差
：

1％
以

下
 

ス
ラ

ン
プ

差
：

3㎝
以

下
 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
。

 
・

小
規

模
工

種
※

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
50

m3

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。（
橋

台
、
橋

脚
、
杭

類
（

場
所

打
杭

、
井

筒
基

礎
等

）、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、

高
欄

等
）、

擁
壁

工
（

高
さ

1m
以

上
）、

函
渠

工
、

樋
門

、
樋

管
、

水
門

、
水

路
（

内
幅
2.

0m
以

上
）、

護
岸

、
ダ

ム
及

び
堰

、
ト

ン
ネ

ル
、

舗
装

、
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
工

種
及

び
特

記
仕

様
書

で
指

定
さ

れ
た

工
種

）
 

○
 

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
11

 
設

計
図

書
に

よ
る

 

 

2回
／

日
以

上
 

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適

用
す

る
。

 
○
 

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
25

 
1回

／
日

以
上

 
○
 

施 工 

必 須 

塩
化

物
総

量
規

制
 

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐

久
性

向
上

」
 

原
則

0.
3㎏

／
m3
以

下
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

設
が

午
前

と
午

後
に
ま
た

が
る

場
合
は
、

午
前
に
1

回
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

に
行

い
、そ

の
試
験
結

果
が

塩
化
物
総

量
の
規

制
値

の
1／

2以
下

の
場
合

は
、

午
後

の
試
験
を

省
略

す
る
こ
と

が
で
き

る
。

（
1試

験
の

測
定

回
数

は
3回

と
す

る
）
試

験
の

判
定
は
3回

の
測
定

値
の

平
均

値
。
 

・
小

規
模

工
種

※
で
1工

種
当

り
の

総
使
用
量

が
50

m3
未

満
の
場

合
は
1工

種
1回

以
上

の
試
験

、
ま

た
は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証
明

書
等

の
み

と
す
る

こ
と

が
で
き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用
量
が
50

m3
以

上
の
場

合
は

、
50

m3
ご
と

に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「
海

砂
の

塩
化
物
イ

オ
ン

含
有

率
試

験
方

法
」

（
JS
CE
-C

50
2,

50
3）

ま
た

は
設

計
図
書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。
 

・
用

心
鉄

筋
等

を
有

さ
な
い

無
筋

構
造

物
の
場

合
は

省
略
で
き

る
。
 

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以
下

の
工

種
を
除
く

工
種

と
す

る
。
（

橋
台
、
橋
脚

、
杭
類
（
場

所
打

杭
、
井
筒

基
礎

等
）
、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床
版
、
高
欄

等
）
、
擁
壁

工
（
高

さ
1m
以

上
）
、
函

渠
工

、
樋
門

、
樋

管
、
水
門
、
水

路
（
内

幅
2.

0m
以
上
）
、
護
岸
、
ダ
ム

及
び

堰
、
ト
ン

ネ
ル
、
舗

装
、
そ
の
他
こ

れ
ら

に
類

す
る
工

種
及

び
特

記
仕

様
書

で
指

定
さ
れ

た
工

種
）
 

 

単
位

水
量

測
定

 
「

レ
デ

ィ
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

確

保
に

つ
い

て
」

 

1）
測

定
し

た
単

位
水

量
が

、
配

合
設
計

±
15

kg
／
m3 の

範
囲

に
あ
る

場
合

は
そ

の
ま

ま
施

工
し

て
よ
い

。
 

2）
測

定
し

た
単

位
水

量
が

、
配

合
設

計
±
15

 k
g／

m3 を
超

え
 
 
±
20

kg
／

m3 の
範

囲
に

あ
る

場
合

は
、

水
量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生
コ

ン
製

造
者

に
改

善
を

指
示

し
、
そ

の
運

搬
車

の
生
コ

ン
は

打
設

す
る

。
そ
の

後
、

配
合

設
計

±
15

kg
／
m3 以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
3台

毎
に
1回

、
単

位
水

量
の

測
定

を
行

う
。
 

3）
配

合
設

計
±
20

kg
／
m3 の

指
示

値
を

越
え

る
場

合
は

、
生

コ
ン
を

打
込

ま
ず

に
、

持
ち

帰
ら

せ
、
水

量
変

動
の

原
因
を

調
査

し
、

生
コ

ン
製
造

業
者

に
改

善
を

指
示

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。そ

の
後

の
全

運
搬

車
の

測
定
を

行
い

、
配

合
設

計
±
20

kg
／

m3 以
内

に
な

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
更

に
、
配

合
設

計
±

15
kg
／
m3 以

内
で

安
定

す
る

ま
で
、

運
搬

車
の
3台

毎
に
1回

、
単

位
水
量

の
測

定
を

行
う

。
 

な
お

、管
理

値
ま

た
は

指
示

値
を
超

え
る

場
合

は
1回

に
限

り
試

験
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
再
試

験
を

実
施

し
た
場

合
は
2回

の
測
定

結
果
の

う
ち

、
配

合
設

計
と

の
差

の
絶
対

値
の

小
さ

い
方
の

値
で

評
価

し
て

よ
い
。
 

10
0m

3／
日

以
上

の
場

合
；
 

2回
／

日
（

午
前
1回

、
午

後
1回

）
以

上
、
重

要
構

造
物

の
場
合

は
重
要

度
に

応
じ

て
10

0m
3～

15
0m

3ご
と
に
1回

、
及

び
荷

卸
し

時
に
品

質
変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

と
し

、
測

定
回

数
は
多
い

方
を

採
用
す
る

。
 

示
方

配
合

の
単

位
水

量
の
上

限
値

は
、
粗
骨

材
の

最
大
寸
法

が
20

ｍ
ｍ

～
25
ｍ

ｍ
の

場
合
は
17

5ｋ
ｇ

／
ｍ

3 、
40
ｍ

ｍ
の
場

合
は

16
5ｋ

ｇ
／

ｍ
3 を

基
本

と
す

る
。
 

 

ス
ラ

ン
プ

試
験
 

JI
S 

A 
11

01
 

ス
ラ

ン
プ
5㎝

以
上
8㎝

未
満
 ：

許
容

差
±
1.

5㎝
 

ス
ラ

ン
プ
8㎝

以
上
18

㎝
以

下
：

許
容

差
±
2.

5㎝
 

 ス
ラ

ン
プ
2.

5c
m：

許
容
値

差
±
1.

0㎝
 

 

・
荷

卸
し

時
 

1回
／

日
以

上
、

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度
と

工
事

の
規

模
に
応

じ
て
20

 
m3 ～

15
0m

3 ご
と

に
1回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質
変

化
が

認
め

ら
れ
た

時
。
た

だ
し
、
道

路
橋

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト
床
版

に
レ

デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

用
い

る
場

合
は

原
則

と
し
て
全

運
搬

車
測
定
を

行
う
。
 

・
道

路
橋

床
版

の
場

合
、
全

運
搬
車
試
験

を
行

う
が

、
ス
ラ
ン
プ

試
験
の

結
果

が
安

定
し

良
好

な
場

合
は

そ
の

後
ス
ラ
ン

プ
試

験
の
頻
度

に
つ
い

て
監

督
職

員
と

協
議

し
低

減
す

る
こ

と
が
で
き

る
。
 

・
小

規
模

工
種

※
で
1工

種
当

り
の

総
使
用
量

が
50

m3
未

満
の
場

合
は
1工

種
1回

以
上

の
試
験

、
ま

た
は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証
明

書
等

の
み

と
す
る

こ
と

が
で
き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用
量
が
50

m3
以

上
の
場

合
は

、
50

m3
ご
と

に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

 ※
小

規
模

工
種

と
は

、
以
下

の
工

種
を
除
く

工
種

と
す

る
。
（

橋
台
、
橋
脚

、
杭
類
（
場

所
打

杭
、
井
筒

基
礎

等
）
、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床
版

、
高
欄

等
）
、
擁

壁
工
（
高

さ
1m
以

上
）
、
函

渠
工

、
樋
門

、
樋

管
、
水
門
、
水

路
（
内

幅
2.

0m
以
上
）
、
護
岸
、
ダ
ム

及
び

堰
、
ト
ン

ネ
ル
、
舗

装
、
そ
の
他
こ

れ
ら

に
類

す
る
工

種
及

び
特

記
仕

様
書

で
指

定
さ
れ

た
工

種
）
 

 

2-190



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

１ ． セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト ( 転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く) 

施 工 

必 須 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

08
 

1回
の

試
験

結
果

は
指

定
し

た
呼

び
強

度
の
85
％

以
上

で
あ
る

こ
と
。
 

3回
の

試
験

結
果

の
平

均
値

は
、

指
定

し
た

呼
び

強
度

以
上
で

あ
る
こ

と
。
 

（
1回

の
試

験
結

果
は

、
3個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

）
 

・
荷

卸
し

時
 

1回
／

日
以

上
、

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度
と

工
事

の
規

模
に
応

じ
て

20
m3
か

ら
15

0m
3ご

と
に
1回

 
な

お
、テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は
打

設
場

所
で

採
取
し

、1
回
に

つ
き
6個
（

σ
7…

3
個

、
σ

28
…

3個
）

と
す
る

。
 

・
早

強
セ

メ
ン
ト

を
使

用
す
る

場
合
に

は
、
必
要

に
応

じ
て
1回

に
つ
き

3
個

（
σ

3）
を

追
加

で
採
取

す
る
。
 

 

・
小

規
模

工
種

※
で
1工

種
当

り
の

総
使
用
量

が
50

m3
未

満
の
場

合
は
1工

種
1回

以
上

の
試
験

、
ま

た
は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス
ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質
証
明

書
等

の
み

と
す
る

こ
と

が
で
き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用
量
が
50

m3
以
上
の
場

合
は

、
50

m3
ご

と
に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

 ※
小

規
模

工
種

と
は

、
以
下

の
工

種
を
除
く

工
種

と
す

る
。
（

橋

台
、
橋
脚

、
杭
類
（
場

所
打

杭
、
井
筒

基
礎

等
）
、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床
版

、
高
欄

等
）
、
擁
壁

工
（
高

さ
1m

以
上

）
、
函

渠
工

、

樋
門

、
樋

管
、
水
門
、
水

路
（
内

幅
2.

0m
以

上
）
、
護
岸
、
ダ
ム

及
び

堰
、
ト
ン

ネ
ル
、
舗

装
、
そ
の
他
こ

れ
ら

に
類

す
る
工

種
及

び
特

記
仕

様
書

で
指

定
さ
れ

た
工

種
）
 

 

空
気

量
測

定
 

JI
S 

A 
11

16
 

JI
S 

A 
11

18
 

JI
S 

A 
11

28
 

±
1.

5％
（

許
容

差
）
 

 

・
荷

卸
し

時
 

1回
／

日
以

上
、

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度
と

工
事

の
規

模
に
応

じ
て
20

 

m3 ～
15

0m
3 ご

と
に
1回

、
及
び
荷
卸

し
時

に
品
質
変

化
が

認
め

ら
れ
た

時
。
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
曲

げ
強

度
試

験
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

の
場

合
、

必
須

）
 

JI
S 

A 
11

06
 

1回
の

試
験

結
果

は
指

定
し

た
呼

び
強

度
の

85
％

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

3回
の

試
験

結
果

の
平

均
値

は
、

指
定

し
た

呼
び

強
度

以
上

で
あ

る

こ
と

。
 

打
設

日
1日

に
つ

き
2回

（
午

前
・

午
後

）
の

割
り

で
行

う
。

な

お
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

打
設

場
所

で
採

取
し

、
1回

に
つ

き
原

則
と

し
て

3個
と

す
る

。
 

 

 

そ の 他 

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

07
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
品

質
に

異
常

が
認

め
ら

れ
た

場
合

に
行

う
。

 
 

 
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
洗

い
分

析
試

験
 

JI
S 

A 
11

12
 

 
 

寒
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

 

寒
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

及
び

外
気

温
、
保

温

さ
れ

た
囲

い
内

部
気

温
等

を
測

定
 

 

 
 

3時
間

以
内

の
間

隔
で

定
時

測
定

す
る

。
 

様
式

（
22

－
1）

に
と

り
ま

と
め

る
。

 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

温
度
（

寒
中

コ
ン

ク
リ

ー

ト
の

場
合

）
 

 

打
設

区
画

内
の

打
設

始

め
中

間
・

完
了

時
 

 
3回

以
上

 
様

式
（

22
－

1）
に

と
り

ま
と

め
る

。
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

養
生

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト

温
度

（
寒

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

）
 

 

1箇
所

以
上

 
 

3時
間

以
内

の
間

隔
で

定
時

測
定

す
る

。
 

様
式

（
22

－
1）

に
と

り
ま

と
め

る
。

 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

囲
い

内
の

温
度
（

寒
中

コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

）
 

 

打
設

区
画

内
2箇

所
以

上
 

 
3時

間
以

内
の

間
隔

で
定

時
測

定
す

る
。

 
様

式
（

22
－

1）
に

と
り

ま
と

め
る

。
 

 

寒
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

の
測

定
 

 
 

生
コ

ン
工

場
出

荷
時

に
ア

ジ
デ

ー
タ

全
車

に
つ

い
て

測
定

し
、

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

納
入

書
の

備
考

欄
に

出
荷

時
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

を
記

入
す

る
。

 

現
場

受
入

れ
時

に
、

ア
ジ

デ
ー

タ
全

車
に

つ
い

て
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

温
度

を
測

定
す

る
。

 

             

仕
様

書
に

よ
る
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

１ ． セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト ( 転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く) 

施 工 後 試 験 

必 須 

ひ
び

割
れ

調
査

 

  

ス
ケ

ー
ル

に
よ

る
測

定
 

  

0.
2m

m 

  

本
数

 

総
延

長
 

最
大

ひ
び

割
れ

幅
等

 

  

高
さ

が
、

5ｍ
以

上
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

、
内

空

断
面

積
が

25
㎡

以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
カ

ル
バ

ー

ト
類

、
橋

梁
上

・
下

部
工

及
び

高
さ

が
3ｍ

以
上

の
堰

・

水
門
・
樋

門
を

対
象
（

た
だ

し
い

ず
れ

の
工

種
に

つ
い

て

も
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
製

品
及

び
プ

レ
ス

ト
レ

ス
ト

コ
ン

ク

リ
ー

ト
は

対
象

と
し

な
い

）
と

し
構

造
物

躯
体

の
地

盤
や

他
の

構
造

物
と

の
接

触
面

を
除

く
全

表
面

と
す

る
。

 

フ
ー

チ
ン

グ
・
底

版
等

で
完

成
時

に
地

中
、
水

中
に

あ
る

部
位

に
つ

い
て

は
完

成
前

に
調

査
す

る
。

 

   

 

テ
ス

ト
ハ

ン
マ

ー
に

よ
る

強
度

推
定

調
査

 
JS

CE
-G

 5
04

-2
01

3 
設

計
基

準
強

度
 

 

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

及
び

カ
ル

バ
ー

ト
類

で
行

う
。

そ
の

他
の

構
造

物
に

つ
い

て
は

強
度

が
同

じ
ブ

ロ
ッ

ク
を

1構
造

物

の
単

位
と

し
、

各
単

位
に

つ
き

3ヶ
所

の
調

査
を

実
施

。
ま

た
、

調
査

の
結

果
、
平

均
値

が
設

計
基

準
強

度
を

下
回

っ
た

場
合

と
、

1回
の

試
験

結
果

が
設

計
基

準
強

度
の

85
％

以
下

と
な

っ
た

場

合
は

、
そ

の
箇

所
の

周
辺

に
お

い
て

、
再

調
査

を
5ヶ

所
実

施
。
 

材
齢

28
日

～
91

日
の

間
に

試
験

を
行

う
。

 

 

高
さ

が
、

5ｍ
以

上
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

、
内

空

断
面

積
が

25
㎡

以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
カ

ル
バ

ー

ト
類

、
橋

梁
上

・
下

部
工

及
び

高
さ

が
3ｍ

以
上

の
堰

・

水
門
・

樋
門

を
対

象
。
（

た
だ

し
い

ず
れ

の
工

種
に

つ
い

て
も

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
品

及
び

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン

ク
リ

ー
ト

は
対

象
と

し
な

い
。
）
ま

た
、
再

調
査

の
平

均

強
度

が
、
所

定
の

強
度

が
得

ら
れ

な
い

場
合

、
も

し
く

は

1ヶ
所

の
強

度
が

設
計

強
度

の
85

％
を

下
回

っ
た

場
合

は
、

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
を

行
う

。
 

 工
期

等
に

よ
り

、
基

準
期

間
内

に
調

査
を

行
え

な
い

場
合

は
監

督
職

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

 

そ の 他 

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

07
 

設
計

基
準

強
度

 
所

定
の

強
度

を
得

ら
れ

な
い

箇
所

付
近

に
お

い
て

、
原

位
置

の

コ
ア

を
採

取
。

 

コ
ア

採
取

位
置

、
供

試
体

の
抜

き
取

り
寸

法
等

の
決

定
に

際
し

て
は

、
設

置
さ

れ
た

鉄
筋

を
損

傷
さ

せ
な

い
よ

う
十

分
な

検
討

を
行

う
。

 

圧
縮

強
度

試
験

の
平

均
強

度
が

所
定

の
強

度
が

得
ら

れ

な
い

場
合

、
も

し
く

は
1ヶ

所
の

強
度

が
設

計
強

度
の

85
％

を
下

回
っ

た
場

合
は

、
監

督
職

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

 

配
筋

状
態

及
び

か
ぶ

り
 

「
非

破
壊

試
験

に
よ

る
ｺ

ﾝｸ
ﾘｰ

ﾄ構
造

物
中

の
配

筋

状
態

及
び

か
ぶ

り
測

定

要
領

」
に

よ
る

 

  

同
左

 
同

左
 

同
左

 

 

強
度

測
定

 
「

微
破

壊
・

非
破

壊
試

験

に
よ

る
ｺﾝ

ｸﾘ
ｰﾄ

構
造

物

の
強

度
測

定
要

領
」

に
よ

る
 

         

同
左

 
同

左
 

同
左
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

２ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品 （ Ｊ Ｉ Ｓ Ⅰ 類 ） 

材 料 

必 須 

JI
Sマ

ー
ク

確
認

 

又
は

「
そ

の
他

」
の

試
験

項
目

の
確

認
 

目
視

 

(写
真

撮
影

）
 

 
 

 
 

施 工 

必 須 

製
品

の
外

観
検

査
（

角
欠

け
・
ひ

び
割

れ
調

査
） 

目
視

 

(写
真

撮
影

）
 

有
害

な
角

欠
け

・
ひ

び
割

れ
の

無
い

こ
と

 
全

数
 

 
 

３ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品 （ Ｊ Ｉ Ｓ Ⅱ 類 ） 

材 料 

必 須 

製
品

検
査

結
果

 

（
寸

法
・

形
状

・
外

観
、

性
能

試
験

）
 

※
協

議
を

し
た

項
目

 

JI
S 

A 
53

63
 

JI
S 

A 
53

71
 

JI
S 

A 
53

72
 

JI
S 

A 
53

73
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
製

造
工

場
の

検
査

ロ
ッ

ト
毎

 
 

○
 

JI
Sマ

ー
ク

確
認

 

又
は

「
そ

の
他

」
の

試
験

項
目

の
確

認
 

目
視

 

(写
真

撮
影

）
 

 
 

 

 

施 工 

必 須 

製
品

の
外

観
検

査
（

角
欠

け
・
ひ

び
割

れ
調

査
） 

目
視

 

(写
真

撮
影

）
 

有
害

な
角

欠
け

・
ひ

び
割

れ
の

無
い

こ
と

 
全

数
 

 

 

４ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品 （ そ の 他 ）  

材 料 

必 須 

セ
メ

ン
ト

の
ア

ル
カ

リ
シ

リ
カ

反
応

抑
制

対

策
 

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

抑

制
対

策
に

つ
い

て
（

平
成

１
４

年
７

月
３

１
日

付

け
国

官
技

第
１

１
２

号
、

国
港

環
第

３
５

号
、

国
空

建
第

７
８

号
）

 

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に

つ
い

て
」
（

平
成

１
４

年
７

月

３
１

日
付

け
国

官
技

第
１

１
２

号
、
国

港
環

第
３

５
号

、
国

空
建

第

７
８

号
）

」
 

１
回

/６
ヶ

月
以

上
お

よ
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
製

造
工

場
が

発
行

す
る
「

骨
材

試
験

成
績

書
」
に

記
載

さ

れ
て

い
る

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

試
験

に
よ

る
確

認
。

 

製
造

工
場

は
製

造
期

間
中

の
品

質
管

理
デ

ー
タ

を
と

り

ま
と

め
、

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

○
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
塩

化
物

総
量

規
制

 
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
耐

久
性

向
上

」
 

        

原
則

0.
3㎏

/m
3以

下
 

1回
／

月
以

上
 

（
塩

化
物

量
の

多
い

砂
の

場
合

1回
以

上
／

週
）

 

製
造

工
場

が
発

行
す

る
配

合
計

画
書

に
記

載
さ

れ
て

い

る
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
塩

化
物

総
量

規
制

0.
30

kg
/m

3以

下
」

に
よ

る
確

認
。

 

製
造

工
場

は
製

造
期

間
中

の
品

質
管

理
デ

ー
タ

を
と

り

ま
と

め
、

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

○
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

４ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品 （ そ の 他 ）  

材 料 

そ の 他 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ス

ラ
ン

プ
試

験
/ス

ラ
ン

プ

フ
ロ

ー
試

験
 

JI
S 

A 
11

01
 

JI
S 

A 
11

50
 

製
造

工
場

の
管

理
基

準
 

１
回

／
日

以
上

 
製

造
工

場
は

製
造

期
間

中
の

品
質

管
理

デ
ー

タ
を

と
り

ま
と

め
、

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

 

必 須 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

08
 

1回
の

試
験

結
果

は
指

定
し

た
呼

び
強

度
の

85
％

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

3回
の

試
験

結
果

の
平

均
値

は
、

指
定

し
た

呼
び

強
度

以
上

で
あ

る

こ
と

。
 

（
1回

の
試

験
結

果
は

、
3個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

）
 

1回
／

日
以

上
 

製
造

工
場

は
製

造
期

間
中

の
品

質
管

理
デ

ー
タ

を
と

り

ま
と

め
、

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

JI
S 

A 
53

63
「

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
品

-性

能
試

験
通

則
」

及
び

JI
S 
A 
53

71
～

53
73

の
推

奨
仕

様
に

該
当

し
な

い
製

品
で

圧
縮

強
度

で
性

能
評

価
し

て
い

る

製
品

は
、

圧
縮

強
度

試
験

結
果

を
提

出
す

る
こ

と
。

 

○
 

そ の 他 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
空

気
量

測
定

 

（
凍

害
を

受
け

る
恐

れ
の

あ
る

コ
ン

ク
リ

ー

ト
製

品
）

 

JI
S 

A 
11

16
 

JI
S 

A 
11

18
 

JI
S 

A 
11

28
 

JI
S 

A 
53

64
 

4.
5±

1.
5%

（
許

容
差

）
 

1回
／

日
以

上
 

製
造

工
場

は
製

造
期

間
中

の
品

質
管

理
デ

ー
タ

を
と

り

ま
と

め
、

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

 

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

(粒
度

・
粗

粒
率

）
 

JI
S 

A 
11

02
 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
50

11
-1

～
4 

JI
S 

A 
50

21
 

JI
S 

A 
53

64
 

JI
S 

A 
 5

30
8 

１
回

/月
以

上
お

よ
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
製

造
工

場
が

発
行

す
る
「

骨
材

試
験

成
績

書
」
に

よ
る

確

認
。

 

製
造

工
場

は
製

造
期

間
中

の
品

質
管

理
デ

ー
タ

を
と

り

ま
と

め
、

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

○
 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
09

 

JI
S 

A 
11

10
 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
50

11
-1

～
4 

JI
S 

A 
50

21
 

JI
S 

A 
53

64
 

JI
S 

A 
 5

30
8 

１
回

/月
以

上
お

よ
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
JI

S 
A 

50
05

（
砕

砂
及

び
砕

石
）

 

JI
S 

A 
50

11
-1

（
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
 

JI
S 

A 
50

11
-2

（
ﾌｪ

ﾛﾆ
ｯｹ

ﾙｽ
ﾗｸ

ﾞ細
骨

材
）

 

JI
S 

A 
50

11
-3

（
銅

ｽﾗ
ｸﾞ

細
骨

材
）

 

JI
S 

A 
50

11
-4

（
電

気
炉

酸
化

ｽﾗ
ｸﾞ

細
骨

材
）

 

JI
S 

A 
50

21
（

ｺﾝ
ｸﾘ

ｰﾄ
用

再
生

骨
材

H）
 

 製
造

工
場

が
発

行
す

る
「

骨
材

試
験

成
績

書
」
に

よ
る

確

認
。

 

製
造

工
場

は
製

造
期

間
中

の
品

質
管

理
デ

ー
タ

を
と

り

ま
と

め
、

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

○
 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

 
JI

S 
A 

11
21

 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
53

64
 

JI
S 

A 
 5

30
8 

１
回

/年
以

上
お

よ
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
製

造
工

場
が

発
行

す
る
「

骨
材

試
験

成
績

書
」
に

よ
る

確

認
。

 

製
造

工
場

は
製

造
期

間
中

の
品

質
管

理
デ

ー
タ

を
と

り

ま
と

め
、

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

○
 

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
 

JI
S 

A 
11

03
 

JI
S 

A 
50

05
 

粗
骨

材
：

1.
0％

以
下

 

細
骨

材
：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

が
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合

3.
0％

以
下

、
そ

の
他

の
場

合
5.

0％
以

下
（

砕
砂

お
よ

び
ス

ラ
グ

細

骨
材

を
用

い
た

場
合

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

が
す

り
へ

り
作

用

を
受

け
る

場
合

5.
0％

以
下

そ
の

他
の

場
合

7.
0％

以
下

）
 

１
回

/月
以

上
お

よ
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 

（
微

粒
分

量
の

多
い

砂
１

回
／

週
以

上
）

 

製
造

工
場

が
発

行
す

る
「

骨
材

試
験

成
績

書
」
に

よ
る

確

認
。

 

製
造

工
場

は
製

造
期

間
中

の
品

質
管

理
デ

ー
タ

を
と

り

ま
と

め
、

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

○
 

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
 

JI
S 

A 
11

05
 

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
90

%以
上

の

場
合

は
使

用
で

き
る

。
 

１
回

/年
以

上
お

よ
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
濃

い
場

合
は

、
JI

S 
A 
11

42
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

ﾓﾙ
ﾀﾙ

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

 

製
造

工
場

が
発

行
す

る
「

骨
材

試
験

成
績

書
」
に

よ
る

確

認
。

 

製
造

工
場

は
製

造
期

間
中

の
品

質
管

理
デ

ー
タ

を
と

り

ま
と

め
、

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

○
 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

JI
S 

A 
11

37
 

細
骨

材
：

1.
0%

以
下

 

粗
骨

材
：

0.
25

%以
下

 

1回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

製
造

工
場

が
発

行
す

る
「

骨
材

試
験

成
績

書
」
に

よ
る

確

認
。

 

製
造

工
場

は
製

造
期

間
中

の
品

質
管

理
デ

ー
タ

を
と

り

ま
と

め
、

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

○
 

2-194



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

４ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品 （ そ の 他 ）  

材 料 

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試

験
 

JI
S 

A 
11

22
 

JI
S 

A 
50

05
 

細
骨

材
：

10
%以

下
 

粗
骨

材
：

12
%以

下
 

砂
、

砂
利

：
 

製
作

開
始

前
、
1回

／
6ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。 
砕

砂
、

砕
石

：
 

製
作

開
始

前
、

1回
／

年
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

製
造

工
場

が
発

行
す

る
「

骨
材

試
験

成
績

書
」
に

よ
る

確

認
。

 
製

造
工

場
は

製
造

期
間

中
の

品
質

管
理

デ
ー

タ
を

と
り

ま
と

め
、

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

。
 

○
 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
 

JI
S 

R 
52

01
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 

JI
S 

R 
52

13
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

1回
/月

以
上

 
試

験
成

績
書

に
添

付
さ

れ
て

い
る

メ
ー

カ
ー

の
ミ

ル
シ

ー
ト

に
よ

る
確

認
。

 

○
 

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
 

JI
S 

R 
52

02
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 

JI
S 

R 
52

13
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

○
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
混

和
材

 

・
化

学
混

和
剤

 

JI
S 

A 
62

01
 

JI
S 

A 
62

02
 

JI
S 

A 
62

04
 

JI
S 

A 
62

06
 

JI
S 

A 
62

07
 

JI
S 

A 
62

01
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
）

 

JI
S 

A 
62

02
（

膨
張

材
）

 

JI
S 

A 
62

04
（

化
学

混
和

剤
）

 

JI
S 

A 
62

06
（

高
炉

ス
ラ

グ
微

粉
末

) 

JI
S 

A 
62

07
(シ

リ
カ

フ
ュ

ー
ム

）
 

1回
/月

以
上
 

た
だ

し
、
JI

S 
A 

62
02
（

膨
張

材
）
は
1回

/3
ヶ

月
以

上
、
JI

S 
A 
62

04
（

化
学

混
和

剤
）

は
1回

/６
ヶ

月
以
上
 

製
造

工
場

が
発

行
す

る
試

験
成

績
書

に
添

付
さ

れ
て

い
る

メ
ー

カ
ー

の
ミ

ル
シ

ー
ト

に
よ

る
確

認
。

 
 

○
 

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
 

上
水

道
水

及
び

上
水

道

水
以

外
の

水
の

場
合

：
 

JI
S 

A 
53

08
附

属
書

C 

懸
濁

物
質

の
量

：
2g

/L
以

下
 

溶
解

性
蒸

発
残

留
物

の
量

：
1g

/L
以

下
 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：
20

0p
pm
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：

始
発

は
30
分

以
内

、
終

結
は
60

分
以

内
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7及

び
28
日

で
90

％
以

上
 

１
回
/年

以
上

及
び

水
質
が

変
わ

っ
た

場
合
。
 

上
水

道
を

使
用

し
て
い
る

場
合

は
試

験
に
換
え

、
上

水
道
を

使
用

し
て
い

る
こ

と
を

示
す
資
料

に
よ

る
確

認
を
行

う
。
 

製
造

工
場

は
製

造
期

間
中

の
品

質
管

理
デ

ー
タ

を
と

り
ま

と
め

、
常

時
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
し

て
お

く
こ

と
。

 
 

材 料 

必 須 

鋼
材

 
JI

S 
G 

31
01
 

JI
S 

G 
31

09
 

JI
S 

G 
31

12
 

JI
S 

G 
31

17
 

JI
S 

G 
31

37
 

JI
S 

G 
35

06
 

JI
S 

G 
35

21
 

JI
S 

G 
35

32
 

JI
S 

G 
35

36
 

JI
S 

G 
35

38
 

JI
S 

G 
35

51
 

JI
S 

G 
43

22
 

JI
S 

G 
55

02
 

JI
S 

G 
31

01
 

JI
S 

G 
31

09
 

JI
S 

G 
31

12
 

JI
S 

G 
31

17
 

JI
S 

G 
31

37
 

JI
S 

G 
35

06
 

JI
S 

G 
35

21
 

JI
S 

G 
35

32
 

JI
S 

G 
35

36
 

JI
S 

G 
35

38
 

JI
S 

G 
35

51
 

JI
S 

G 
43

22
 

JI
S 

G 
55

02
 

1回
／

月
又

は
入

荷
の

都
度
 

製
造

工
場

は
製

造
期

間
中

の
品

質
管

理
デ

ー
タ

を
と

り
ま

と
め

、
常

時
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
し

て
お

く
こ

と
。

 
製
品
の
用

途
、
構
造

等
を
勘

案
し

、
確
認

が
必

要
な

場
合
は
、
鋼

材
の

試
験

成
績

書
に
よ
る
確

認
。
 

 

施 工 

必 須 

製
品

の
外

観
検

査
（

角
欠

け
・

ひ
び

割
れ
調

査
）
 

目
視

検
査
 

(写
真

撮
影

）
 

有
害

な
角

欠
け

・
ひ

び
割

れ
の

無
い

こ
と
 

全
数
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

５ ． ガ ス 圧 接 

施 工 前 試 験 

必 須 

外
観
検
査
 

・
目

視
 

 
圧

接
面

の
研

磨
状

況
 

 
た

れ
下

が
り
 

 
焼

き
割

れ
 

 
折

れ
曲

が
り
 

 
等
 

・
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計
測
 

（
詳

細
外

観
検

査
）
 

 
軸

心
の

偏
心
 

 
ふ

く
ら

み
 

 
ふ

く
ら

み
の

長
さ
 

 
圧

接
部

の
ず

れ
 

 
折

れ
曲

が
り
 

 
等
 

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

 

①
軸

心
の

偏
心

が
鉄

筋
径

（
径

が
異

な
る

場
合

は
細

い
方

の
鉄

筋
）

の
1／

5以
下

。
 

②
ふ

く
ら

み
は

鉄
筋

径
（

径
が

異
な

る
場

合
は

細
い

方
の

鉄
筋

）
の

1.
4倍

以
上

。
た

だ
し

、
両

方
又

は
い

ず
れ

か
一

方
の

鉄
筋

が
SD

49
0

の
場

合
は

1.
5倍

以
上

。
 

③
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
鉄

筋
径
（

径
が

異
な

る
場

合
は

、
細

い
方

の

鉄
筋

）
の
1.

1以
上

。
た

だ
し

、
両

方
又

は
い

ず
れ

か
一

方
の

鉄
筋

が
SD

49
0の

場
合

は
1.

2倍
以

上
。

 

④
ふ

く
ら

み
の

頂
点

と
圧

接
部

の
ず

れ
が

鉄
筋

径
（

径
が

異
な

る
場

合
は

、
細

い
方

の
鉄

筋
）

の
1／

4以
下

 

⑤
折

れ
曲

が
り

の
角

度
が

2°
以

下
。

 

⑥
片

ふ
く

ら
み

の
差

が
鉄

筋
径
（

径
が

異
な

る
場

合
は

、
細

い
方

の

鉄
筋

）
の

1/
5以

下
。

 

⑦
垂

れ
下

が
り

、
へ

こ
み

、
焼

き
割

れ
が

著
し

く
な

い
。

 

⑧
そ

の
他

有
害

と
認

め
ら

れ
る

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

 

鉄
筋

メ
ー

カ
ー

、
圧

接
作

業
班

、
鉄

筋
径

毎
に

自
動

ガ
ス

圧
接

の
場

合
は

各
2本

、
手

動
ガ

ス
圧

接
及

び
熱

間
押

抜
ガ

ス
圧

接
の

場
合

は
各

3本
の

モ
デ

ル
供

試
体

を
作

成
し

実
施

す
る

。
 

・
モ

デ
ル

供
試

体
の

作
成

は
、

実
際

の
作

業
と

同
一

条

件
・
同

一
材

料
で

行
う

。
直

径
19

mm
未

満
の

鉄
筋

に
つ

い

て
手

動
ガ

ス
圧

接
、

熱
間

押
抜

ガ
ス

圧
接

を
行

う
場

合
、

監
督

職
員

と
協

議
の

上
、
施

工
前

試
験

を
省

略
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

(1
) 

SD
49

0以
外

の
鉄

筋
を

圧
接

す
る

場
合

 

・
手

動
ガ

ス
圧

接
及

び
熱

間
押

抜
ガ

ス
圧

接
を

行
う

場

合
、
材

料
、
施

工
条

件
な

ど
を

特
に

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
に

は
、

施
工

前
試

験
を

行
う

。
 

・
特

に
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

と
は

、
施

工
実

績
の

少
な

い
材

料
を

使
用

す
る

場
合

、
過

酷
な

気
象

条
件
・
高

所
な

ど
の

作
業

環
境

下
で

の
施

工
条

件
、
圧

接
技

量
資

格

者
の

熟
練

度
な

ど
の

確
認

が
必

要
な

場
合

な
ど

で
あ

る
。
 

・
自

動
ガ

ス
圧

接
を

行
う

場
合

に
は

、
装

置
が

正
常

で
、

か
つ

装
置

の
設

定
条

件
に

誤
り

の
な

い
こ

と
を

確
認

す

る
た

め
、

施
工

前
試

験
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(2
) 

SD
49

0の
鉄

筋
を

圧
接

す
る

場
合

 

手
動

ガ
ス

圧
接

、
自

動
ガ

ス
圧

接
、
熱

間
押

抜
法

の
い

ず

れ
に

お
い

て
も

、
施

工
前

試
験

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 

熱
間

押
抜

法
の

場
合

 

①
ふ

く
ら

み
を

押
抜

い
た

後
の

圧
接

面
に

対
応

す
る

位
置

の
割

れ
、

へ
こ

み
が

な
い

 

②
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
鉄

筋
径

の
1.

1倍
以

上
。
た

だ
し

、
SD

49
0の

場
合

は
1.

2倍
以

上
。

 

③
鉄

筋
表

面
に

オ
ー

バ
ー

ヒ
ー

ト
に

よ
る

表
面

不
整

が
あ

っ
て

は

な
ら

な
い

。
 

④
そ

の
他

有
害

と
認

め
ら

れ
る

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

 

 

施 工 後 試 験 

必 須 

外
観

検
査

 
・

目
視
 

 
圧

接
面

の
研

磨
状

況
 

 
た

れ
下

が
り
 

 
焼

き
割

れ
 

 
折

れ
曲

が
り
 

 
等
 

・
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計
測
 

（
詳

細
外

観
検

査
）
 

 
軸

心
の

偏
心
 

 
ふ

く
ら

み
 

 
ふ

く
ら

み
の

長
さ
 

 
圧

接
部

の
ず

れ
 

折
れ

曲
が

り
 

 
等
 

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

 

①
軸

心
の

偏
心

が
鉄

筋
径

（
径

が
異

な
る

場
合

は
細

い
方

の
鉄

筋
）

の
1／

5以
下

。
 

②
ふ

く
ら

み
は

鉄
筋

径
（

径
が

異
な

る
場

合
は

細
い

方
の

鉄
筋

）
の

1.
4倍

以
上

。
た

だ
し

、
両

方
又

は
い

ず
れ

か
一

方
の

鉄
筋

が
SD

49
0

の
場

合
は

1.
5倍

以
上

。
 

③
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
鉄

筋
径
（

径
が

異
な

る
場

合
は

、
細

い
方

の

鉄
筋

）
の
1.

1倍
以

上
。

た
だ

し
、

両
方

又
は

い
ず

れ
か

一
方

の
鉄

筋
が

SD
49

0の
場

合
は

1.
2倍

以
上

。
 

④
ふ

く
ら

み
の

頂
点

と
圧

接
部

の
ず

れ
が

鉄
筋

径
（

径
が

異
な

る
場

合
は

、
細

い
方

の
鉄

筋
）

の
1／

4以
下

。
 

⑤
折

れ
曲

が
り

の
角

度
が

2°
以

下
。

 

⑥
片

ふ
く

ら
み

の
差

が
鉄

筋
径
（

径
が

異
な

る
場

合
は

、
細

い
方

の

鉄
筋

）
の

1/
5以

下
。

 

⑦
垂

れ
下

が
り

、
へ

こ
み

、
焼

き
割

れ
が

著
し

く
な

い
。

 

⑧
そ

の
他

有
害

と
認

め
ら

れ
る

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

・
目

視
は

全
数

実
施

す
る

。
 

・
特

に
必

要
と

認
め

ら
れ

た
も

の
に

対
し

て
の

み
詳

細
外

観
検

査
を

行
う

。
 

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

 

・
規

格
値

を
外

れ
た

場
合

は
以

下
に

よ
る

。
い

ず
れ

の
場

合
も

監
督

職
員

の
承

諾
を

得
る

も
の

と
し

、
処

置
後

は
外

観
検

査
及

び
超

音
波

探
傷

検
査

を
行

う
。

 

・
①

は
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧
接

す
る

。
 

・
②

③
は

、
再

加
熱

し
、
圧

力
を

加
え

て
所

定
の

ふ
く

ら

み
に

修
正

す
る

。
 

・
④

は
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧
接

す
る

。
 

・
⑤

は
、

再
加

熱
し

て
修

正
す

る
。

 

・
⑥

⑦
は

、
圧

接
部

を
切

り
取

っ
て

再
圧

接
す

る
。

 

 

熱
間

押
抜

法
の

場
合

 

①
ふ

く
ら

み
を

押
抜

い
た

後
の

圧
接

面
に

対
応

す
る

位
置

の
割

れ
、

へ
こ

み
が

な
い

 

②
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
鉄

筋
径

の
1.

1倍
以

上
。
た

だ
し

、
SD

49
0の

場
合

は
1.

2倍
以

上
。

 

③
鉄

筋
表

面
に

オ
ー

バ
ー

ヒ
ー

ト
に

よ
る

表
面

不
整

が
あ

っ
て

は

な
ら

な
い

。
 

④
そ

の
他

有
害

と
認

め
ら

れ
る

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

熱
間

押
抜

法
の

場
合

 

・
規

格
値

を
外

れ
た

場
合

は
以

下
に

よ
る

。
い

ず
れ

の
場

合
も

監
督

職
員

の
承

諾
を

得
る

。
 

・
①

②
③

は
、
再

加
熱

、
再

加
圧

、
押

抜
き

を
行

っ
て

修

正
し

、
修

正
後

外
観

検
査

を
行

う
。

 

・
④

は
、
再

加
熱

し
て

修
正

し
、
修

正
後

外
観

検
査

を
行

う
。

 

 

2-196



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

５ ． ガ ス 圧 接 

施 工 後 試 験 

必 須 

超
音

波
探

傷
検

査
 

JI
S 

Z 
30

62
 

・
各

検
査

ロ
ッ

ト
ご

と
に

30
ヶ

所
の

ラ
ン

ダ
ム

サ
ン

プ
リ

ン
グ

を
行

い
、

超
音

波
探

傷
検

査
を

行
っ

た
結

果
、

不
合

格
箇

所
数

が
1箇

所

以
下

の
時

は
ロ

ッ
ト

を
合

格
と

し
、

2ヶ
所

以
上

の
と

き
は

ロ
ッ

ト

を
不

合
格

と
す

る
。

 

た
だ

し
、
合

否
判

定
レ

ベ
ル

は
基

準
レ

ベ
ル

よ
り

－
24

db
感

度
を

高

め
た

レ
ベ

ル
と

す
る

。
 

  

超
音

波
探

傷
検

査
は

抜
取

検
査

を
原

則
と

す
る

。
 

抜
取

検
査

の
場

合
は

、
各

ロ
ッ

ト
の

30
ヶ

所
と

し
、
1ロ

ッ
ト

の

大
き

さ
は

20
0ヶ

所
程

度
を

標
準

と
す

る
。

 た
だ

し
、
1作

業
班

が
1日

に
施

工
し

た
箇

所
を

1ロ
ッ

ト
と

し
、

自
動

と
手

動
は

別

ロ
ッ

ト
と

す
る

。
 

 

規
格

値
を

外
れ

た
場

合
は

、
以

下
に

よ
る

。
 

・
不

合
格

ロ
ッ

ト
の

全
数

に
つ

い
て

超
音

波
探

傷
検

査
を

実
施

し
、
そ

の
結

果
不

合
格

と
な

っ
た

箇
所

は
、
監

督
職

員
の

承
認

を
得

て
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧
接

し
、

外
観

検
査

及
び

超
音

波
探

傷
検

査
を

行
う

。
 

 

６ ． 既 製 杭 工 

材 料 

必 須 

外
観

検
査

（
鋼

管
杭

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

・
H

鋼
杭

）
 

目
視

 
目

視
に

よ
り

使
用

上
有

害
な

欠
陥
（

鋼
管

杭
は

変
形

な
ど

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

は
ひ

び
割

れ
や

損
傷

な
ど

）
が

な
い

こ
と

。
 

   

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

○
 

施 工 

必 須 

外
観

検
査

（
鋼

管
杭

）
 

JI
S 

A 
55

25
 

【
円

周
溶

接
部

の
目

違
い

】
 

外
径

70
0㎜

未
満

：
許

容
値

2㎜
以

下
 

外
径

70
0㎜

以
上

1,
01

6㎜
以

下
：

許
容

値
3㎜

以
下

 

外
径

1,
01

6㎜
を

超
え

2,
00

0㎜
以

下
：

許
容

値
4㎜

以
下

 

   

 
 

・
外

径
70

0m
m未

満
：

上
ぐ

い
と

下
ぐ

い
の

外
周

の
差

で

表
し

、
そ

の
差

を
2m

m×
π

以
下

と
す

る
。

 

・
外

径
70

0㎜
以

上
1,

01
6㎜

以
下
：
上

ぐ
い

と
下

ぐ
い

の

外
周

長
の

差
で

表
し

、
そ

の
差

を
3m

m×
π

以
下

と
す

る
。 

・
外

径
1,

01
6㎜

を
超

え
2,

00
0㎜

以
下
：
上

ぐ
い

と
下

ぐ

い
の

外
周

差
で

表
し

、
そ

の
差

を
4m

m×
π

以
下

と
す

る
。 

 

鋼
管

杭
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭
・

H鋼
杭

の
現

場

溶
接

 

浸
透

探
傷

試
験
（

溶
剤

除
去

性
染

色
浸

透
探

傷

試
験

）
 

JI
S 

Z 

23
43

-1
,2

,3
,4

,5
,6

 

割
れ

及
び

有
害

な
欠

陥
が

な
い

こ
と

。
 

原
則

と
し

て
全

溶
接

箇
所

で
行

う
。

 

た
だ

し
、

施
工

方
法

や
施

工
順

序
等

か
ら

全
数

量
の

実
施

が
困

難
な

場
合

は
監

督
員

と
の

協
議

に
よ

り
、

現
場

状
況

に
応

じ
た

数
量

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 な
お

、
全

溶
接

箇
所

の
10

％
以

上
は

、
Ｊ

Ｉ
Ｓ

 Ｚ
 2

34
3-

1,
2,

3,
4,

5,
6に

よ
り

定
め

ら
れ

た

認
定

技
術

者
が

行
う

も
の

と
す

る
。

 

試
験

箇
所

は
杭

の
全

周
と

す
る

。
 

    

 
 

 

鋼
管

杭
・

H鋼
杭

の
現

場
溶

接
 

放
射

線
透

過
試

験
 

JI
S 

Z 
31

04
 

JI
S 

Z 
31

04
の
1類

か
ら

3類
で

あ
る

こ
と

 
原

則
と

し
て

溶
接

20
ヶ

所
毎

に
1ヶ

所
と

す
る

が
、
施

工
方

法
や

施
工

順
序

等
か

ら
実

施
が

困
難

な
場

合
は

現
場

状
況

に
応

じ
た

数
量

と
す

る
。

な
お

、
対

象
箇

所
で

は
鋼

管
杭

を
4方

向
か

ら
透

過
し

、
そ

の
撮

影
長

は
30

cm
／

1方
向

と
す

る
。

 

（
20

ヶ
所

毎
に

1ヶ
所

と
は

、
溶

接
を

20
ヶ

所
施

工
し

た
毎

に
そ

の
20

ヶ
所

か
ら

任
意

の
1ヶ

所
を

試
験

す
る

こ
と

で
あ

る
。

）
 

    

 
 

 

そ の 他 

鋼
管

杭
の

現
場

溶
接

 

超
音

波
探

傷
試

験
 

JI
S 

Z 
30

60
 

JI
S 

Z 
30

60
の
1類

か
ら

3類
で

あ
る

こ
と

 
原

則
と

し
て

溶
接

20
ヶ

所
毎

に
1ヶ

所
と

す
る

が
、
施

工
方

法
や

施
工

順
序

等
か

ら
実

施
が

困
難

な
場

合
は

現
場

状
況

に
応

じ
た

数
量

と
す

る
。

な
お

、
対

象
箇

所
で

は
鋼

管
杭

を
4方

向
か

ら
探

傷
し

、
そ

の
探

傷
長

は
30

cm
／

1方
向

と
す

る
。

 

（
20

ヶ
所

毎
に

1ヶ
所

と
は

、
溶

接
を

20
ヶ

所
施

工
し

た
毎

に
そ

の
20

ヶ
所

か
ら

任
意

の
1ヶ

所
を

試
験

す
る

こ
と

で
あ

る
。

）
 

   

中
掘

り
杭

工
法

等
で

、
放

射
線

透
過

試
験

が
不

可
能

な
場

合
は

、
放

射
線

透
過

試
験

に
替

え
て

超
音

波
探

傷
試

験
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

６ ． 既 製 杭 工 

施 工 

そ の 他 

鋼
管

杭
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭
 

（
根

固
め

）
 

水
セ

メ
ン

ト
比

試
験

 

比
重

の
測

定
に

よ
る

水
セ

メ
ン

ト
比

の
推

定
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
ま

た
、
設

計
図

書
に

記
載

さ
れ

て
い

な
い

場
合

は
60

％
～

70
％
（

中
掘

り
杭

工
法

）
、
60

％
（

プ
レ

ボ
ー

リ
ン

グ
杭

工
法

及
び

鋼
管

ソ
イ

ル
セ

メ
ン

ト
杭

工
法

）
と

す
る

。
 

   

試
料

の
採

取
回

数
は

一
般

に
単

杭
で

は
30

本
に

1回
、

継
杭

で
は

20
本

に
1回

と
し

、
採

取
本

数
は

1回
に

つ
き

3本
と

す
る

。
 

 
 

 

鋼
管

杭
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭
 

（
根

固
め

）
 

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
の

圧
縮

強
度

試
験

 

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
工

法
に

用
い

る
根

固
め

液
及

び
く

い
周

固
定

液
の

圧
縮

強
度

試
験

 
JI

S 
A 

11
08

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
供

試
体

の
採

取
回

数
は

一
般

に
単

杭
で

は
30

本
に

1回
、

継
杭

で
は

20
本

に
1回

と
し

、
採

取
本

数
は

1回
に

つ
き

3本
と

す
る

こ
と

が
多

い
。

 
な

お
、
供

試
体

は
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

の
供

試
体

の
作

成
方

法
に

従
っ

て
作

成
し

た
φ

5×
10

cm
の

円
柱

供
試

体
に

よ
っ

て
求

め
る

も
の

と
す

る
。

 
   

参
考

値
：

20
N／

mm
2 

 

７ ． 下 層 路 盤 

材 料 

必 須 

修
正
CB

R試
験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
 

[4
]-
5 

粒
状

路
盤

：
修

正
CB

R2
0％

以
上

（
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ラ
ン

鉄
鋼
ス

ラ
グ
は

修
正

CB
R3

0％
以

上
）
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

再
生

骨
材
を

含
む

再
生

ク
ラ

ッ
シ
ャ

ラ
ン

を
用

い
る

場
合

で
、

上
層
路

盤
、

基
層

、
表
層

の
合

計
厚

が
以

下
に
示

す
数

値
よ

り
小

さ
い

場
合

は
30
％

以
上

と
す

る
。
 

 
北

海
道

地
方

・
・

・
・

・
・
20

cm
 

 
東

北
地

方
・

・
・

・
・

・
・
30

cm
 

 
そ

の
他

の
地

方
・

・
・

・
・
40

cm
 

      

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料
変
更

時
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前
 

 

・
中

規
模

以
上
の
工

事
と

は
、
管

理
図

を
描
い
た

上
で

の
管
理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施
工

面
積

が
10

,0
00
㎡

あ
る

い
は
使
用

す
る
 

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t
以

上
の
場
合

が
該

当
す

る
。
 

・
小

規
模
工
事

は
管

理
結
果
を

施
工

管
理

に
反
映

で
き

る
規
模
の

工
事

を
い

い
、
同
一
工
種

の
施

工
が

数
日
連

続
す

る
場

合
で
、
以
下

の
い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を
い

う
。
 

①
施

工
面

積
で
1,

00
0㎡

以
上
10

,0
00
㎡
未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表
層

用
混

合
物

の
総
使

用
量

が
50

0t
以
上

3,
00

0ｔ
未

満
(コ

ン
ク
リ
ー

ト
で

は
40

0m
3 以

上
1,

00
0m

3 未
満
) 

た
だ

し
、
以

下
に

該
当

す
る
も

の
に

つ
い

て
も
小

規
模

工
事
と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装
：
同

一
配

合
の

合
材
が
10

0t
以
上
の
も

の
 

 

○
 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験
 

JI
S 

A 
11

02
 

設
計

図
書

に
よ

る
。
 

            

○
 

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
 

JI
S 

A 
12

05
 

塑
性

指
数
PI

：
6以

下
 

                    

・
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
は

適
用
し

な
い
 。

 
・
中

規
模

以
上
の
工

事
と

は
、
管

理
図

を
描
い
た

上
で

の
管
理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施
工

面
積

が
10

,0
00
㎡

あ
る

い
は
使
用

す
る
 

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t
以

上
の
場
合

が
該

当
す

る
。
 

・
小

規
模
工
事

は
管

理
結
果
を

施
工

管
理

に
反
映

で
き

る
規
模
の

工
事

を
い

い
、
同
一
工
種

の
施

工
が

数
日
連

続
す

る
場

合
で
、
以
下

の
い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を
い

う
。
 

①
施

工
面

積
で
1,

00
0㎡

以
上
10

,0
00
㎡
未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表
層

用
混

合
物

の
総
使

用
量

が
50

0t
以
上

3,
00

0ｔ
未

満
(コ

ン
ク
リ
ー

ト
で

は
40

0m
3 以

上
1,

00
0m

3 未
満

）
 

た
だ

し
、
以

下
に

該
当

す
る
も

の
に

つ
い

て
も
小

規
模

工
事
と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装
：
同

一
配

合
の

合
材
が
10

0t
以
上
の
も

の
 

○
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

７ ． 下 層 路 盤 

材 料 

必 須 

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
 

[4
]-
16

 
1.

5％
以

下
 

                

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料
変
更

時
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前
 

・
CS
：

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ラ
ン
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
適
用

す
る

。
 

・
中

規
模

以
上
の
工

事
と

は
、
管

理
図

を
描
い
た

上
で

の
管
理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施
工

面
積

が
10

,0
00
㎡

あ
る

い
は
使
用

す
る
 

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t
以

上
の
場
合

が
該

当
す

る
。
 

・
小

規
模
工
事

は
管

理
結
果
を

施
工

管
理

に
反
映

で
き

る
規
模
の

工
事

を
い

い
、
同
一
工
種

の
施

工
が

数
日
連

続
す

る
場

合
で
、
以
下

の
い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を
い

う
。
 

①
施

工
面

積
で
1,

00
0㎡

以
上
10

,0
00
㎡
未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表
層

用
混

合
物

の
総
使

用
量

が
50

0t
以
上

3,
00

0ｔ
未

満
(コ

ン
ク
リ
ー

ト
で

は
40

0m
3 以

上
1,

00
0m

3 未
満

）
 

た
だ

し
、
以

下
に

該
当

す
る
も

の
に

つ
い

て
も
小

規
模

工
事
と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装
：
同

一
配

合
の

合
材
が
10

0t
以
上
の
も

の
 

   

○
 

道
路

用
ス

ラ
グ

の
呈

色
判

定
試

験
 

JI
S 

A 
50

15
 

呈
色

な
し
 

              

・
中

規
模

以
上
の
工

事
と

は
、
管

理
図

を
描
い
た

上
で

の
管
理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施
工

面
積

が
10

,0
00
㎡

あ
る

い
は
使
用

す
る
 

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t
以

上
の
場
合

が
該

当
す

る
。
 

・
小

規
模
工
事

は
管

理
結
果
を

施
工

管
理

に
反
映

で
き

る
規
模
の

工
事

を
い

い
、
同
一
工
種

の
施

工
が

数
日
連

続
す

る
場

合
で
、
以
下

の
い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を
い

う
。
 

①
施

工
面

積
で
1,

00
0㎡

以
上
10

,0
00
㎡
未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表
層

用
混

合
物

の
総
使

用
量

が
50

0t
以
上

3,
00

0ｔ
未

満
(コ

ン
ク
リ
ー

ト
で

は
40

0m
3 以

上
1,
00
0m

3 未
満
) 

た
だ

し
、
以

下
に

該
当

す
る
も

の
に

つ
い

て
も
小

規
模

工
事
と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装
：
同

一
配

合
の

合
材
が
10

0t
以
上
の
も

の
 

   

○
 

そ の 他 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験
 

JI
S 

A 
11

21
 

設
計

図
書

に
よ

る
。
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料
変
更

時
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前
 

・
再

生
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ラ
ン
に

適
用

す
る

。
 

・
中

規
模

以
上
の
工

事
と

は
、
管

理
図

を
描
い
た

上
で

の
管
理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施
工

面
積

が
10

,0
00
㎡

あ
る

い
は
使
用

す
る
 

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t
以

上
の
場
合

が
該

当
す

る
。
 

・
小

規
模
工
事

は
管

理
結
果
を

施
工

管
理

に
反
映

で
き

る
規
模
の

工
事

を
い

い
、
同
一
工
種

の
施

工
が

数
日
連

続
す

る
場

合
で
、
以
下

の
い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を
い

う
。
 

①
施

工
面

積
で
1,

00
0㎡

以
上
10

,0
00
㎡
未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表
層

用
混

合
物

の
総
使

用
量

が
50

0t
以
上

3,
00

0ｔ
未

満
(コ

ン
ク
リ
ー

ト
で

は
40

0m
3 以

上
1,

00
0m

3 未
満

）
 

た
だ

し
、
以

下
に

該
当

す
る
も

の
に

つ
い

て
も
小

規
模

工
事
と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装
：
同

一
配

合
の

合
材
が
10

0t
以
上
の
も

の
 

  
 

○
 

骨
材

の
洗

い
試

験
 

付
5-
3に

よ
る
 

設
計

図
書

に
よ

る
。
 

 
様

式
(5

)に
ま

と
め

る
。
 

   

 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
度
試

験
 

JI
S 

A 
11

22
 

設
計

図
書

に
よ

る
。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

７ ． 下 層 路 盤 

施 工 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
 

[4
]-
18

5 

 砂
置

換
法

（
JI

S 
A 

12
14
）
 

 砂
置

換
法

は
、

最
大

粒
径

が

53
mm
以

下
の

場
合

の
み
適

用

で
き

る
 

最
大

乾
燥

密
度

の
93

％
以

上
 

X 1
0 
95

％
以

上
 

X 6
 9

6％
以

上
 

X 3
 9

7％
以

上
 

歩
道

箇
所

：
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

・
締

固
め

度
は

、
個

々
の

測
定

値
が
最
大

乾
燥

密
度

の
93
％

以
上

を

満
足

す
る

も
の

と
し
、か

つ
平

均
値
に
つ

い
て

以
下

を
満
足

す
る

も

の
と

す
る

。
 

・
締

固
め

度
は

、
10
個
の

測
定

値
の

平
均
値
X1

0が
規

格
値
を
満

足

す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
10
個

の
測

定
値
が

得
が

た
い
場
合

は
3

個
の

測
定

値
の

平
均

値
X3
が

規
格

値
を

満
足
す

る
も

の
と
す
る

が
、

X3
が

規
格

値
を

は
ず

れ
た

場
合

は
、

さ
ら
に
3個

の
デ

ー
タ
を
加

え

た
平

均
値
X6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ
ば
よ

い
。
 

・
1工

事
あ

た
り
3,

00
0㎡

を
超

え
る

場
合
は
、
10

,0
00
㎡
以

下
を
1

ロ
ッ

ト
と

し
、
1ロ

ッ
ト
あ

た
り
10
個
（
10
孔

）
で

測
定

す
る
。
 

（
例

）
 

 
3,

00
1～

10
,0

00
㎡

：
10
個
 

 
10

,0
01
㎡

以
上

の
場
合

、
10

,0
00
㎡

毎
に
10
個

追
加

し
、
測
定

箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と
。
 

 
例

え
ば
12

,0
00
㎡

の
場

合
：
6,

00
0㎡

／
1ロ

ッ
ト

毎
に
10
個

、
合

計
20
個
 

 
な

お
、1
工

事
あ

た
り
3,

00
0㎡

以
下

の
場

合（
維

持
工
事

を
除

く
）

は
、
1工

事
あ

た
り
3個

（
3孔

）
以

上
で
測
定

す
る

。
 

 

 

 

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧
 

[4
]-
21

0 

 

 
・

全
幅

、
全

区
間

で
実
施

す
る

。
 

・
荷

重
車

に
つ
い
て

は
、
施

工
時

に
用

い
た
転
圧

機
械

と
同
等
以

上
の

締
固

効
果

を
持

つ
ロ

ー
ラ
や

ト
ラ

ッ
ク

等
を
用

い
る

も
の
と
す

る
。
 

  

 

そ の 他 

平
板

載
荷

試
験

 
JI

S 
A 

12
15

 
 

 
1,

00
0㎡

に
つ

き
2回

の
割

合
で

行
う

。
 

・
セ

メ
ン

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

路
盤

に
適

用
す

る
。

 
  

 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
 

 
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
 

JI
S 

A 
12

05
 

塑
性

指
数

PI
：
6以

下
 

 

含
水

比
試

験
 

JI
S 

A 
12

03
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

10
,0

00
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

 基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3,
00

0t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
 

 

８ ． 上 層 路 盤 

材 料 

必 須 

修
正

CB
R試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
5 

修
正

CB
R 

80
％
以

上
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

再
生

骨
材

含
む

場
合

90
％

以
上

 
40

℃
で

行
っ

た
場

合
80

％
以

上
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前
 

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

10
,0

00
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

 基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3,
00

0t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
 ・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

 ①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

,0
00

㎡
未

満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
50

0t
以

上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3

未
満

) 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：
同

一
配

合
の

合
材

が
10

0t
以

上
の

も
の

 
         

○
 

2-200



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

８ ． 上 層 路 盤 

材 料 

必 須 

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

修
正

CB
R試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
5 

修
正

CB
R 

80
％
以

上
 

             

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前
 

 

・
MS

:粒
度

調
整

鉄
鋼

ス
ラ

グ
及

び
HM

S：
水

硬
性

粒
度

調
整

鉄
鋼

ス
ラ

グ
に

適
用

す
る

。
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

10
,0

00
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

 基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3,
00

0t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

,0
00

㎡
未

満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
50

0t
以

上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3以
上

1,
00

0m
3未

満
) 

た
だ

し
、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：
同

一
配

合
の

合
材

が
10

0t
以

上
の

も
の

 

○
 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 
JI

S 
A 

50
01

 
表
2参

照
 

          

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

10
,0

00
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

 基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3,
00

0t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

,0
00

㎡
未

満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
50

0t
以

上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3

未
満

) 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：
同

一
配

合
の

合
材

が
10

0t
以

上
の

も
の

 

○
 

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
 

JI
S 

A 
12

05
 

塑
性

指
数

PI
：
4以

下
 

             

・
た

だ
し

、
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
は

適
用

し
な

い
。

 
・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

10
,0

00
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

 基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3,
00

0t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

,0
00

㎡
未

満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
50

0t
以

上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3以
上

1,
00

0m
3未

満
) 

た
だ

し
、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：
同

一
配

合
の

合
材

が
10

0t
以

上
の

も
の

 
 

○
 

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

呈
色

判
定

試
験

 
JI

S 
A 

50
15

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

10
 

呈
色

な
し

 
 

・
MS

:粒
度

調
整

鉄
鋼

ス
ラ

グ
及

び
HM

S：
水

硬
性

粒
度

調
整

鉄
鋼

ス
ラ

グ
に

適
用

す
る

。
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

10
,0

00
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

 基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3,
00

0t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

,0
00

㎡
未

満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
50

0t
以

上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3以
上

1,
00

0m
3未

満
) 

た
だ

し
、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：
同

一
配

合
の

合
材

が
10

0t
以

上
の

も
の

 
 

○
 

     

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
16

 
1.

5％
以

下
 

 

○
 

2-201



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

８ ． 上 層 路 盤 

材 料 

必 須 

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

一
軸

圧
縮

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

12
 

1.
2M

pa
以

上
(1

4日
) 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前
 

 

・
HM

S：
水

硬
性

粒
度

調
整

鉄
鋼

ス
ラ

グ
に

適
用

す
る

。
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

,0
00

㎡
未

満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
50

0t
以

上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

満
) 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 
1)

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

：
同

一
配

合
の

合
材

が
10

0t
以

上
の

も
の

 

○
 

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

単
位

容
積

質
量

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

10
6 

1.
50

kg
／

以
上

 
             

・
MS

:粒
度

調
整

鉄
鋼

ス
ラ

グ
及

び
HM

S：
水

硬
性

粒
度

調
整

鉄
鋼

ス
ラ

グ
に

適
用

す
る

。
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

 ①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3以
上

1,
00

0m
3未

満
) 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 
1)

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

：
同

一
配

合
の

合
材

が
10

0t
以

上
の

も
の

 
 

○
 

そ の 他 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

 
JI

S 
A 

11
21

 
50

％
以

下
 

 

・
粒

度
調

整
及

び
セ

メ
ン

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
再

生
骨

材
を

使
用

し
た

再
生

粒
度

調
整

に
適

用
す

る
。

 
・

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

10
,0

00
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

 基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3,
00

0t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
・

小
規

模
工

事
は

管
理

結
果

を
施

工
管

理
に

反
映

で
き

る
規

模
の

工
事

を
い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 
 ①

施
工

面
積

で
1,

00
0㎡

以
上

10
00

0㎡
未

満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
50

0t
以

上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

満
) 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 
1)

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

：
同

一
配

合
の

合
材

が
10

0t
以

上
の

も
の

 
 

 

○
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

 
JI

S 
A 

11
22

 
20

％
以

下
 

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

 ①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

 
     

○
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

８ ． 上 層 路 盤 

施 工 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
18

5 
 砂

置
換

法
（

JI
S 
A 
12

14
） 

 砂
置

換
法

は
、

最
大

粒
径

が
53

mm
以

下
の

場
合

の
み

適
用

で
き

る
 

最
大

乾
燥

密
度

の
93

％
以

上
 

X 1
0 
95

％
以

上
 

X 6
 9

5.
5％

以
上

 
X 3
 9

6.
5％

以
上

 

・
締

固
め

度
は

、
個

々
の

測
定

値
が

最
大

乾
燥

密
度

の
93

％
以

上
を

満
足

す
る

も
の

と
し

、
か

つ
平

均
値

に
つ

い
て

以
下

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
 

・
締

固
め

度
は

、
10

個
の

測
定

値
の

平
均

値
X1

0が
規

格
値

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、
10

個
の

測
定

値
が

得
が

た
い

場
合

は
3個

の
測

定
値

の
平

均
値

X3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X3

が
規

格
値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3個
の

デ
ー

タ
を

加
え

た
平

均
値

X6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

 
・
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
を

超
え

る
場

合
は

、
10

,0
00

㎡
以

下
を

1ロ
ッ

ト
と

し
、

1ロ
ッ

ト
あ

た
り

10
個

（
10

孔
）

で
測

定
す

る
。

 
 （

例
）

 
 
3,

00
1～

10
,0

00
㎡

：
10

個
 

 
10

,0
01

㎡
以

上
の

場
合

、
10

,0
00

㎡
毎

に
10

個
追

加
し

、
測

定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
 

 
例

え
ば

12
,0

00
㎡

の
場

合
：
6,

00
0㎡

／
1ロ

ッ
ト

毎
に

10
個

、
合

計
20

個
 

 
な

お
、
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
以

下
の

場
合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1工
事

あ
た

り
3個

（
3孔

）
以

上
で

測
定

す
る

。
 

 

 

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

14
 

2.
36

mm
ふ

る
い

：
±

15
％

以
内

 
・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

定
期

的
ま

た
は

随
時
（

1回
～

2
回

／
日

）
 

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 

 

粒
度

（
75

μ
mフ

ル
イ

）
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[2

]-
14

 
 

75
μ
mふ

る
い

：
±

6％
以

内
 

 

そ の 他 

平
板

載
荷

試
験

 
JI

S 
A 

12
15

 
 

 
1,

00
0㎡

に
つ

き
2回

の
割

合
で

行
う

。
 

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
路

盤
に

適
用

す
る

。
 

 

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
 

JI
S 

A 
12

05
 

塑
性

指
数

PI
：
4以

下
 

観
察

に
よ

り
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。

 
 

 
 

含
水

比
試

験
 

JI
S 

A 
12

03
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

 
 

９ ． ア ス フ ァ ル ト 安 定 処 理 路 盤 

 

 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

に
準

じ
る
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

⒑ セ メ ン ト 安 定 処 理 路 盤 

材 料 

必 須 

一
軸

圧
縮

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

38
 

下
層

路
盤

：
一

軸
圧

縮
強

さ
［

7日
間

］
 

0.
98

Mp
a 

上
層

路
盤

：
一

軸
圧

縮
強

さ
［

7日
間

］
 

2.
9M

pa
（

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

）
、

2.
0M

pa
（

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

）
。

 
       

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前
 

 

・
安

定
処

理
材

に
適

用
す

る
。

 
・

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

10
,0

00
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

 基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3,
00

0t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
・

小
規

模
工

事
は

管
理

結
果

を
施

工
管

理
に

反
映

で
き

る
規

模
の

工
事

を
い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 
①

施
工

面
積

で
1,

00
0㎡

以
上

10
,0

00
㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

満
）

。
 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 
1)

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

：
同

一
配

合
の

合
材

が
10

0t
以

上
の

も
の

 

 

骨
材

の
修

正
CB

R試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

5 
下

層
路

盤
：

10
％

以
上

 
上

層
路

盤
：

20
％

以
上

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

 ①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上
1,

00
0m

3 未
満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

  

○
 

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
 

JI
S 

A 
12

05
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
10

3 

下
層

路
盤

 
塑

性
指

数
PI

：
9以

下
 

上
層

路
盤

 
塑

性
指

数
PI

：
9以

下
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

 ①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

   

 

施 工 

必 須 

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 
JI

S 
A 

11
02

 
2.

36
mm

ふ
る

い
：

±
15

％
以

内
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

定
期

的
ま

た
は

随
時
（

1回
～

2
回

／
日

）
 

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 
 

粒
度

（
75

μ
mフ

ル
イ

）
 

JI
S 

A 
11

02
 

75
μ
mふ

る
い

：
±

6％
以

内
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

⒑ セ メ ン ト 安 定 処 理 路 盤 

施 工 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

  

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
18

5 
 砂

置
換

法
（

JI
S 
A 
12

14
） 

 砂
置

換
法

は
、

最
大

粒
径

が
53

mm
以

下
の

場
合

の
み

適
用

で
き

る
 

最
大

乾
燥

密
度

の
93

％
以

上
。

 
X 1

0 
95

％
以

上
 

X 6
 

95
.5

％
以

上
 

X 3
 

 9
6.

5％
以

上
 

 
た

だ
し

、
歩

道
の

基
準

密
度

に
つ

い
て

は
設

計
図

書
に

よ
る

 
歩

道
箇

所
：

設
計

図
書

に
よ

る
 

 

・
締

固
め

度
は

、
個

々
の

測
定

値
が

最
大

乾
燥

密
度

の
93

％
以

上
を

満
足

す
る

も
の

と
し

、
か

つ
平

均
値

に
つ

い
て

以
下

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
 

・
締

固
め

度
は

、
10

個
の

測
定

値
の

平
均

値
X1

0が
規

格
値

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、
10

個
の

測
定

値
が

得
が

た
い

場
合

は
3個

の
測

定
値

の
平

均
値

X3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X3

が
規

格
値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3個
の

デ
ー

タ
を

加
え

た
平

均
値

X6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

 
・
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
を

超
え

る
場

合
は

、
10

,0
00

㎡
以

下
を

1ロ
ッ

ト
と

し
、

1ロ
ッ

ト
あ

た
り

10
個

（
10

孔
）

で
測

定
す

る
。

 
（

例
）

 
 
3,

00
1～

10
,0

00
㎡

：
10

個
 

 
10

,0
01

㎡
以

上
の

場
合

、
10

,0
00

㎡
毎

に
10

個
追

加
し

、
測

定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
 

 
例

え
ば

12
,0

00
㎡

の
場

合
：
6,

00
0㎡

／
1ロ

ッ
ト

毎
に

10
個

、
合

計
20

個
 

 
な

お
、
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
以

下
の

場
合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1工
事

あ
た

り
3個

（
3孔

）
以

上
で

測
定

す
る

。
 

 

 
 

 

そ の 他 

含
水

比
試

験
 

JI
S 

A 
12

03
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
観

察
に

よ
り

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
 

 
 

セ
メ

ン
ト

量
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
21

3,
[4

]-
21

8 
±
1.

2％
以

内
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

（
1

～
2回

／
日

）
 

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

10
,0

00
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

 基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3,
00

0t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
 

 

⒒ ア ス フ ァ ル ト 舗 装 

材 料 

必 須 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

   

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前
 

   

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

○
 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
09

 
JI

S 
A 

11
10

 
表

層
・

基
層

 
 

表
乾

密
度

：
2.

45
g／

cm
3 以

上
 

 
吸

水
率

 
：
3.

0％
以

下
 

○
 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

JI
S 

A 
11

37
 

粘
土

、
粘

土
塊

量
：

0.
25

％
以

下
 

○
 

粗
骨

材
の

形
状

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

45
 

細
長

、
あ

る
い

は
偏

平
な

石
片

：
10

％
以

下
 

 
○
 

フ
ィ

ラ
ー

の
粒

度
試

験
 

JI
S 

A 
50

08
 

便
覧

 
表
3.

3.
17

に
よ

る
。

 
○
 

フ
ィ

ラ
ー

の
水

分
試

験
 

JI
S 

A 
50

08
 

1％
以

下
 

○
 

そ の 他 

フ
ィ

ラ
ー

の
塑

性
指

数
試

験
 

JI
S 

A 
12

05
 

4以
下

 
・

中
規

模
以

上
の

工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時

 
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

 

・
火

成
岩

類
を

粉
砕

し
た

石
粉

を
用

い
る

場
合

に
適

用
す

る
。

 
・

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

10
,0

00
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

 基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3,
00

0t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
・

小
規

模
工

事
は

管
理

結
果

を
施

工
管

理
に

反
映

で
き

る
規

模
の

工
事

を
い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 
①

施
工

面
積

で
1,

00
0㎡

以
上

10
00

0㎡
未

満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
50

0t
以

上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

 

○
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

⒒ ア ス フ ァ ル ト 舗 装 

材 料 

そ の 他 

フ
ィ

ラ
ー

の
フ

ロ
ー

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

65
 

50
％

以
下

 
    

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前
 

・
火

成
岩

類
を

粉
砕

し
た

石
粉

を
用

い
る

場
合

に
適

用
す

る
。

 
・

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

10
,0

00
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

 基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3,
00

0t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
・

小
規

模
工

事
は

管
理

結
果

を
施

工
管

理
に

反
映

で
き

る
規

模
の

工
事

を
い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

 

○
 

フ
ィ

ラ
ー

の
水

浸
膨

張
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[2

]-
59

 
3％

以
下

 
    

○
 

フ
ィ

ラ
ー

の
剥

離
抵

抗
性

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

61
 

1／
4以

下
 

    

○
 

製
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[2

]-
77

 
水

浸
膨

張
比

：
2.

0％
以

下
 

    

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

 

○
 

製
鋼

ス
ラ

グ
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
 

JI
S 

A 
11

10
 

SS
 

 
表

乾
密

度
：

2.
45

g／
cm

3 以
上

 
 

吸
水

率
 

：
3.

0％
以

下
 

 

○
 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

 
JI

S 
A 

11
21

 
す

り
減

り
量

 
 

砕
石

：
30

％
以

下
 

 
CS

S 
：
50

％
以

下
 

 
SS

 ：
30

％
以

下
 

 

○
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

 
JI

S 
A 

11
22

 
損

失
量

：
12

％
以

下
 

   

○
 

針
入

度
試

験
 

JI
S 

K 
22

07
 

舗
装

施
工

便
覧

参
照

 
・

舗
装

用
石

油
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
1 

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
3 

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
4 

 

○
 

軟
化

点
試

験
 

JI
S 

K 
22

07
 

舗
装

施
工

便
覧

参
照

 
・

舗
装

用
石

油
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
1 

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
3 

 

○
 

伸
度

試
験

 
JI

S 
K 

22
07

 
舗

装
施

工
便

覧
参

照
 

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3.
3.

1 
・

ポ
リ

マ
ー

改
質

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3.
3.

3 
 

○
 

ト
ル

エ
ン

可
溶

分
試

験
 

JI
S 

K 
22

07
 

舗
装

施
工

便
覧

参
照

 
・

舗
装

用
石

油
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
1 

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
4 

 

○
 

引
火

点
試

験
 

JI
S 

K 
22

65
-1

 
JI

S 
K 

22
65

-2
 

JI
S 

K 
22

65
-3

 
JI

S 
K 

22
65

-4
 

舗
装

施
工

便
覧

参
照

 
・

舗
装

用
石

油
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
1 

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
3 

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
4 

 

○
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工 種 

種 別 

試 験 

区 分 

試
 
験
 
項
 
目

 
試
験
方
法

 
規
 
格
 
値

 
試
 
験
 
基
 
準

 
摘
 
 
要

 
試
験
成
績
表
等

に
よ
る
確
認
 

⒒ ア ス フ ァ ル ト 舗 装 

材 料 

そ の 他 

薄
膜

加
熱

試
験
 

JI
S 

K 
22

07
 

舗
装

施
工

便
覧

参
照

 
・

舗
装

用
石

油
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
1 

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
3 

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
4 

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前
 

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

 

○
 

蒸
発

後
の

針
入

度
比

試
験

 
JI

S 
K 

22
07

 
舗

装
施

工
便

覧
参

照
 

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3.
3.

1 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

  

○
 

密
度

試
験

 
JI

S 
K 

22
07

 
舗

装
施

工
便

覧
参

照
 

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3.
3.

1 
・

ポ
リ

マ
ー

改
質

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3.
3.

3 
・

セ
ミ

ブ
ロ

ー
ン

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3.
3.

4 

○
 

高
温

動
粘

度
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[2

]-
18

0 
舗

装
施

工
便

覧
参

照
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
4 

○
 

60
℃

粘
度

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

19
2 

 
舗

装
施

工
便

覧
参

照
 

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3.

3.
4 

○
 

タ
フ

ネ
ス

・
テ

ナ
シ

テ
ィ

試
験

 
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[2

]-
24

4 
 

舗
装

施
工

便
覧

参
照

 
・

ポ
リ

マ
ー

改
質

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3.
3.

3 
 

○
 

プ ラ ン ト 

必 須 

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

14
 

2.
36

mm
ふ

る
い

：
±

12
％

以
内

基
準

粒
度

 
・

中
規

模
以

上
の

工
事

：
定

期
的

ま
た

は
随

時
。

 
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。

 
印

字
記

録
の

場
合
：
全

数
ま

た
は

抽
出
・
ふ

る
い

分
け

試
験
 1

～
2回

／
日

 
随

時
 

 

○
 

粒
度

（
75

μ
mフ

ル
イ

）
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[2

]-
14

 
75

μ
mふ

る
い

：
±

5％
以

内
基

準
粒

度
 

○
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分

析
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
23

8 
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
量

：
±

0.
9％

以
内

 
○
 

温
度

測
定
（

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
・
骨

材
・
混

合
物

） 
 

温
度

計
に

よ
る

。
 

配
合

設
計

で
決

定
し

た
混

合
温

度
。

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

○
 

そ の 他 

水
浸

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[3
]-

57
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
      

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
流

動
性

の
確

認
 

○
 

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[3
]-

39
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
摩

耗
性

の
確

認
 

○
 

ラ
ベ

リ
ン

グ
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[3

]-
17

 
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

の
耐

流
動

性
の

確
認

 
○
 

必 須 

計
量

自
記

記
録

装
置

に
よ

る
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
量

、
石

粉
量

、
骨

材
粒

度
 

 

自
己

記
録

の
デ

ー
タ

に
よ

る
。

 
 

次
表

に
よ

る
。

 
 

品
質

は
、

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

安
定

処
理

の
粒

度
、

石
粉

量
、

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
、
歩

道
舗

装
の

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
、
表

層
、
基

層
の

粒
度

、
石

粉
量

、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
量

に
つ

い
て

は
、
次

の
合

格
判

定
値

に
合

格
す

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(イ
)第

1次
合

格
判

定
 

 
個

々
の

計
量

値
が

表
1に

示
す

合
格

判
定

値
Iを

は
ず

れ
る

も
の

が
、

表
層

、
基

層
に

あ
っ

て
は

、
10

0個
の

う
ち
5個

、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
安

定
処

理
、

歩
道

舗
装

に
あ

っ
 

て
は

、
10

0個
の

う
ち

7個
以

内
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

(ロ
)第

2次
合

格
判

定
 

 
1次

合
格

判
定

に
お

い
て

、
合

格
判

定
値

Iを
は

ず
れ

る
も

の
が

、
表

層
、
基

層
に

あ
っ

て
は

、
10

0個
の

う
ち

5個
、

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

安
定

処
理

、
歩

道
舗

装
に

あ
っ

て
は

、
10

0
個

の
う

ち
7個

を
超

え
た

場
合

は
は

ず
れ

た
バ

ッ
チ

に
つ

い
て

そ
の

材
料

の
重

量
百

分
比

を
算

出
し

、
そ

の
値

が
表

2に
示

す
合

格
判

定
値

Ⅱ
を

は
ず

れ
る

も
の

が
、

表
層

、
基

層
に

あ
っ

て
は

、
10

0個
の

う
ち

5個
。
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
安

定
処

理
、
歩

道
舗

装
に

あ
っ

て
は

、
10

0個
の

う
ち

7個
以

内
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

⒒ ア ス フ ァ ル ト 舗 装 

プ ラ ン ト 

必 須 

                                                          

 

  
 

39
0

2
Ｗ

(備
考
)

１
．

粒
度

は
、

全
骨
材

に
対

す
る

質
量
百

分
比

と
し

、
骨
材

が
粗

骨
材

か
ら
計

算
さ
れ

る

　
場

合
の

質
量

百
分
比

は
、

2

２
．

粒
度

の
基

準
値
は

、

　
骨

材
が

細
骨

材
か
ら

計
量

さ
れ

る
場
合

：
Ｓ

（
％

）

　
骨

材
が

粗
骨

材
か
ら

計
量

さ
れ

る
場
合

：
10

0－
Ｇ
（

％
）
と

す
る

。

(備
考

)

１
．

粒
度

１
と
は

骨
材
が

細
骨

材
か

ら
計
量

さ
れ

る
場

合
に
適

用
す

る
。

２
．

粒
度

２
と
は

、
骨
材

が
粗

骨
材

か
ら
計

量
さ

れ
る

場
合
に

適
用

す
る

。

３
．

Ｗ
 
：

１
バ

ッ
チ

の
基
準

全
計

量
値

（
kg
）

４
．

Ｗ
a
：

１
バ

ッ
チ

の
基
準

骨
材

計
量

値
（
k
g）

５
．

Ａ
 
：

現
場

配
合

に
お
け

る
ア

ス
フ

ァ
ル
ト

配
合

比
（

％
）

６
．

Ｆ
 
：

現
場

配
合

に
お
け

る
石

粉
配

合
比
（

％
）

2
.3
6
㎜
直

近
ホ

ッ
ト

ビ
ン
ま

で
の

累
積

粗
骨
材

計
量

値

骨
材
累

積
最
終

ビ
ン

計
量

値
10
0
－

×
10

0（
％

）

表
層
基

層
(中

間
層

)

±
11

＋
Ｆ
×

（
0.

49
-
0.
0
17
Ｆ

）
－

Ｆ
×

（
0.

34
-
0.
0
12
Ｆ

） ±
0.
8

粒
度

2.
36
㎜

直
近

石
　
　

粉
　

　
量

ア
ス
フ

ァ
ル

ト
量

歩
道
舗

装
石

　
　

粉
　

　
量

ア
ス
フ

ァ
ル

ト
量

－
Ｆ
×

（
0.

41
-
0.
0
12
Ｆ

） －
1.
0

石
　
　

粉
　

　
量

ア
ス
フ

ァ
ル

ト
量

±
13

－
（

又
は

＋
0.

06
Ｆ

）
の
い

ず
れ

か
大

き
い
値

－
Ｆ
×

（
0.

41
-
0.
0
12
Ｆ

） －
1.
0

１
バ

ッ
チ

あ
た
り

2.
36

㎜
直

近
ホ
ッ

ト
ビ

ン
ま

で
の
基

準
粗

骨
材

計
量
値

×
1
00
（

％
）

Ｗ
a

表
－

２
　

合
格

判
定
値

　
Ⅱ

工
　

種
合
格

判
定
値

 Ⅱ
（

％
）

項
　

　
　

目

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

安
定

処
　

　
理

粒
度

2.
36
㎜

直
近

特
定

項
目

１
バ

ッ
チ

あ
た
り

2.
36

㎜
直

近
ホ
ッ

ト
ビ

ン
ま

で
の
基

準
細

骨
材

計
量
値

Ｗ
a

×
1
00
（

％
）

石
粉
量

石
粉

計
量

値
〃

－
0.

01
×
Ｗ

×
Ｆ
×

(0
.3

7－
0.
0
13
Ｆ

)
又

は
－

4.
0
の
い

ず
れ
か

大
き

い
値

〃

粒
度

1

表
－

１
　

合
格
判

定
値

　
Ｉ

〃

合
格
判

定
値
 
Ｉ
（

㎏
）

骨
材

累
積

最
終

ビ
ン

計
量
値

が
そ

の
基

準
値
の

±
6%

で
あ

る
と
と

も
に

±
0
.0
1
×
Ｗ

a
×
(
12
.
2－

0.
0
6Ｓ

)

2
.3

6
㎜

直
近

ホ
ッ

ト
ビ

ン
ま

で
の

骨
材

累
積

計
量

値

工
　

種
品

質
項

目

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
ア

ス
フ

ァ
ル

 ト
 
量

〃

粒
度

1
2
.3

6
㎜

直
近

ホ
ッ

ト
ビ

ン
ま

で
の

骨
材

累
積

計
量

値

〃
〃

－
0.

01
×
Ｗ

×
(1
.
06
－

0
.0
6
Ａ
)

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

安
定

処
　

　
理

ア
ス

フ
ァ

ル
 ト

 
量

石
粉
量

歩
道

舗
装

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

計
　

 量
 
　

値

〃 〃
－

0.
01

×
Ｗ

×
(1
.
06
－

0
.0
6
Ａ
)

石
粉

計
量

値

石
粉
量

石
粉

計
量

値
〃 〃

ア
ス

フ
ァ

ル
 ト

 
量

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
〃

±
0.

01
×
Ｗ

×
(0
.
85
－

0
.0
6
Ａ
)

７
．

Ｓ
 
：

８
．

Ｇ
 
：

表
層

基
層

(中
間

層
)

±
0.

01
×
Ｗ

a×
(1

2.
2
－

0.
0
6Ｇ

)

－
0.

01
×
Ｗ

×
Ｆ
×

(0
.3

7－
0.
0
13
Ｆ

)

±
0.

01
×
Ｗ

a×
(1

0.
3
－

0.
0
6Ｇ

)

＋
0.

01
×
Ｗ

×
Ｆ
×

(0
.4

0－
0.
0
16
Ｆ

)

－
0.

01
×
Ｗ

×
Ｆ
×

(0
.3

0－
0.
0
13
Ｆ

)

〃
±

0.
01

×
Ｗ

a×
(1

0.
3
－

0.
0
6Ｓ

)
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験

 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

⒒ ア ス フ ァ ル ト 舗 装 

舗 設 現 場 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[3

]-
91

  
基

準
密

度
の

94
％

以
上

。
 

X 1
0 

96
％

以
上

 
X 6
  

96
％

以
上

 
X 3
  

96
.5

％
以

上
 

た
だ

し
、

歩
道

の
基

準
密

度
に

つ
い

て
は

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

・
締

固
め

度
は

、
個

々
の

測
定

値
が

基
準

密
度

の
94

％
以

上
を

満
足

す
る

も
の

と
し

、
か

つ
平

均
値

に
つ

い
て

以
下

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
 

・
締

固
め

度
は

、
10

個
の

測
定

値
の

平
均

値
X1

0が
規

格
値

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、
10

個
の

測
定

値
が

得
が

た
い

場
合

は
3個

の
測

定
値

の
平

均
値

X3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X3

が
規

格
値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3個
の

デ
ー

タ
を

加
え

た
平

均
値

X6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

 
・
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
を

超
え

る
場

合
は

、
10

,0
00

㎡
以

下
を

1ロ
ッ

ト
と

し
、

1ロ
ッ

ト
あ

た
り

10
個

（
10

孔
）

で
測

定
す

る
。

 
 （

例
）

 
 
3,

00
1～

10
,0

00
㎡

：
10

個
 

 
10

,0
01

㎡
以

上
の

場
合

、
10

,0
00

㎡
毎

に
10

個
追

加
し

、
測

定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
 

 
例

え
ば

12
,0

00
㎡

の
場

合
：
6,

00
0㎡

／
1ロ

ッ
ト

毎
に

10
個

、
合

計
20

個
 

 
な

お
、
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
以

下
の

場
合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1工
事

あ
た

り
3個

（
3孔

）
以

上
で

測
定

す
る

。
 

・
橋

面
舗

装
は

コ
ア

採
取

し
な

い
で

As
合

材
量
（

プ
ラ

ン
ト

出
荷

数
量

）
と

舗
設

面
積

及
び

厚
さ

で
の

密
度

管
理

、
ま

た
は

転
圧

回
数

に
よ

る
管

理
を

行
う

。
 

 

 

温
度

測
定

（
初

転
圧

前
）

 
温

度
計

に
よ

る
。

 
11

0℃
以

上
 

 
随

時
 

測
定

値
の

記
録

は
、

1日
4回

（
午

前
・

午
後

各
2回

）
。

 
 

外
観

検
査

（
混

合
物

）
 

目
視

 
 

 
 

 

そ の 他
 

す
べ

り
抵

抗
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[1

]-
84

 
  

設
計

図
書

に
よ

る
 

舗
設

車
線

毎
20

0m
毎

に
1回

 
 

 

 

⒓ 転 圧 コ ン ク リ ー ト 

材 料 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

必 須 

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

VC
試

験
 

     

舗
装

施
工

便
覧

8-
3-

3に
よ

る
。

 
目

標
値

 
 

修
正

VC
値

：
50

秒
 

  

当
初

 
 

 

マ
ー

シ
ャ

ル
突

き
固

め
試

験
 

転
圧

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

技
術

指
針

（
案

）
 

※
い

ず
れ

か
1方

法
 

 

舗
装

施
工

便
覧

8-
3-

3に
よ

る
。

 
目

標
値

 
 

締
固

め
率

：
96

％
 

  

 
 

 

ラ
ン

マ
ー

突
き

固
め

試
験

 
 

舗
装

施
工

便
覧

8-
3-

3に
よ

る
。

 
目

標
値

 
 

締
固

め
率

：
97

％
 

  

 
 

 

含
水

比
試

験
 

JI
S 

A 
12

03
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
     

含
水

比
は

、
品

質
管

理
試

験
と

し
て

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

試
験

が
や

む
え

ず
お

こ
な

え
な

い
場

合
に

適
用

す
る

。
な

お
測

定
方

法
は

試
験

の
迅

速
性

か
ら

直
火

法
に

よ
る

の
が

臨
ま

し
い

。
 

  

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
曲

げ
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

06
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
2回

／
日

（
午

前
・

午
後

）
で

、
3本

1組
／

回
。

 
  

 
 

 

そ の 他 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 
舗

装
施

工
便

覧
 

細
骨

材
表

-3
.3

.2
0 

粗
骨

材
表

-3
.3

.2
2 

    

細
骨

材
30

0m
3 、

粗
骨

材
50

0m
3 ご

と
に

1回
、

あ
る

い
は

1
回

／
日

。
 

 
 

○
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験

 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

⒓ 転 圧 コ ン ク リ ー ト 

材 料 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

そ の 他 

骨
材

の
単

位
容

積
質

量
試

験
 

JI
S 

A 
11

04
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
細

骨
材

30
0m

3 、
粗

骨
材

50
0m

3 ご
と

に
1回

、
あ

る
い

は
1

回
／

日
。

 
 

 
○
 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
09

 
JI

S 
A 

11
10

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

工
事

開
始

前
、

材
料

の
変

更
時

 
 

 
○
 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

 
JI

S 
A 

11
21

 
35

％
以

下
 

積
雪

寒
冷

地
25

％
以

下
 

 

ホ
ワ

イ
ト

ベ
ー

ス
に

使
用

す
る

場
合

：
40

％
以

下
 

○
 

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
 

JI
S 

A 
11

03
 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
53

08
 

粗
骨

材
、
砕

石
 

3.
0％

以
下
（

た
だ

し
、
粒

形
判

定
実

績
率

が
58

％
以

上
の

場
合

は
5.

0％
以

下
）

 
ス

ラ
グ

粗
骨

材
 

5.
0％

以
下

 
そ

れ
以

外
（

砂
利

等
）

 
1.

0％
以

下
  

細
骨

材
、

砕
砂

、
ス

ラ
グ

細
骨

材
 
5.

0％
以

下
 

そ
れ

以
外
（

砂
等

）
 

3.
0％

以
下
（

た
だ

し
、
砕

砂
で

粘
土

、
シ

ル
ト

等
を

含
ま

な
い

場
合

は
5.

0％
以

下
）

 
 

工
事

開
始

前
、

材
料

の
変

更
時

 
 

○
 

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
 

JI
S 

A 
11

05
 

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
90

％
以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。
 

工
事

開
始

前
、

材
料

の
変

更
時

 
濃

い
場

合
は

、
JI

S 
A 
11

42
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

 
 

○
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

 
JI

S 
A 

11
42

 
圧

縮
強

度
の

90
％

以
上

 
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色
よ

り
濃

い
場

合
。

 
 

 
 

○
 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

JI
S 

A 
11

37
 

細
骨

材
：

1.
0％

以
下

 
粗

骨
材

：
0.

25
％

以
下

 
 

工
事

開
始

前
、

材
料

の
変

更
時

 
 

観
察

で
問

題
な

け
れ

ば
省

略
で

き
る

。
 

○
 

骨
材

中
に

含
ま

れ
る

密
度

1.
95

g／
cm

3の
液

体
に

浮
く

粒
子

の
試

験
 

 

JI
S 

A 
11

41
 

 
0.

5％
以

下
 

 
 

○
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

 
  

JI
S 

A 
11

22
 

JI
S 

A 
50

05
 

 

細
骨

材
：

10
％
以

下
 

粗
骨

材
：

12
％
以

下
 

 

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。
 

○
 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
 

JI
S 

R 
52

01
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 
JI

S 
R 

52
13

（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

  

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

 
 

 

○
 

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
 

      

JI
S 

R 
52

02
 

    

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 
JI

S 
R 

52
13

（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

 

 

○
 

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
 

 
 

 

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
場

合
：

 
JI

S 
A 

53
08

附
属

書
C 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

20
0p

pm
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：

始
発

は
30

分
以

内
、

終
結

は
60

分
以

内
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7及

び
28

日
で

90
％

以
上

 
懸

濁
物

質
の

量
：

2g
／

L以
下

 
溶

解
性

蒸
発

残
留

物
の

量
：

1g
／
L以

下
 

  

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
年

以
上

及
び

水
質

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
上

水
道

を
使

用
し

て
い

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、
上

水
道

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。
 

  

○
 

回
収

水
の

場
合

：
 

JI
S 

A 
53

08
附

属
書

C 
  

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

20
0p

pm
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：

始
発

は
30

分
以

内
、

終
結

は
60

分
以

内
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7及

び
28

日
で

90
％

以
上

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
年

以
上

及
び

水
質

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
ス

ラ
ッ

ジ
水

の
濃

度
は

１
回

／
日

 

・
そ

の
原

水
は

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
規

定
に

適
 

  

○
 

 

合
す

る
も

の
と

す
る

。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

⒓ 転 圧 コ ン ク リ ー ト 

製 造 （ プ ラ ン ト ） （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

そ の 他 

計
量

設
備

の
計

量
精

度
 

 
水

：
±

1％
以

内
 

セ
メ

ン
ト

：
±

1％
以

内
 

骨
材

 
：

±
3％

以
内

 
混

和
材

：
±

2％
以

内
 

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
の

場
合

は
±

1％
以

内
）

 
混

和
剤

：
±

3％
以

内
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
6ヶ

月
以

上
 

・
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

、
印

字
記

録
に

よ
り

確
認

を
行

う
。

 

○
 

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
 

 
 

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：
 

JI
S 

A 
11

19
 

JI
S 

A 
86

03
-1

 
JI

S 
A 

86
03

-2
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
 

公
称

容
量

の
場

合
：

 
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

量
の

偏
差

率
：

0.
8％

以
下

 
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

粗
骨

材
量

の
偏

差
率

：
5％

以
下

 
 

圧
縮

強
度

の
偏

差
率

：
7.

5％
以

下
 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
空

気
量

の
偏

差
率

：
10

％
以

下
 

 
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
（

ス
ラ

ン
プ

）
の

偏
差

率
：

15
％

以
下

 
  

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
。

 
・

総
使

用
量

が
50

m3
未

満
の

場
合

は
1回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

○
 

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
 

土
木

学
会

規
準

JS
CE

-I
 

50
2-

20
13

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0.
8％

以
下

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5％
以

下
 

圧
縮

強
度

差
：

7.
5％

以
下

 
空

気
量

差
：

1％
以

下
 

ス
ラ

ン
プ

差
：

3㎝
以

下
 

 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
。

 

○
 

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
11

 
設

計
図

書
に

よ
る

 
  

2回
／

日
以

上
 

 
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

○
 

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
25

 
設

計
図

書
に

よ
る

 
  

1回
／

日
以

上
 

 
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

○
 

施 工 

必 須 

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

VC
試

験
 

   

修
正

VC
値

の
±

10
秒

 
   

1日
2回

（
午

前
・
午

後
）
以

上
、
そ

の
他

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

の
変

動
が

認
め

ら
れ

る
場

合
な

ど
に

随
時

実
施

す
る

。
 

た
だ

し
運

搬
車

ご
と

に
目

視
観

察
を

行
う

。
 

  

 

 

マ
ー

シ
ャ

ル
突

き
固

め
試

験
 

舗
装

調
査
・
試

験
法

便
覧

 
[3

]-
29

0 
※

い
ず

れ
か

1方
法

 
 

目
標

値
の

±
1.

5％
 

 

 

ラ
ン

マ
ー

突
き

固
め

試
験

 
目

標
値

の
±

1.
5％

 
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
曲

げ
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

06
 

・
 試

験
回

数
が

7回
以

上
（

1回
は

3個
以

上
の

供
試

体
の

平
均

値
）

の
場

合
は

、
 

全
部

の
試

験
値

の
平

均
値

が
所

定
の

合
格

判
断

強
度

を
上

ま
わ

る
も

の
と

す
る

。
 

・
試

験
回

数
が

7回
未

満
と

な
る

場
合

は
、

 
①
1回

の
試

験
結

果
は

配
合

基
準

強
度

の
85

％
以

上
 

②
3回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

配
合

基
準

強
度

以
上

 
  

2回
／

日
（

午
前

・
午

後
）

で
、

3本
1組

／
回

（
材

令
28

日
）

。
 

 

 

温
度

測
定

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

 
温

度
計

に
よ

る
 

 
 

  

2回
／

日
（

午
前

・
午

後
）

以
上

 
 

 

 

現
場

密
度

の
測

定
 

RI
水

分
密

度
計

 
基

準
密

度
の

95
.5

％
以

上
。

 
  

40
mに

1回
（

横
断

方
向

に
3ヶ

所
）

 
 

 

 

コ
ア

に
よ

る
密

度
測

定
 

舗
装

調
査
・
試

験
法

便
覧

 
[3

]-
30

0 
 

 
  

1,
00

0㎡
に

1個
の

割
合

で
コ

ア
を

採
取

し
て

測
定

 
 

 

 
 

2-211



 

工 種
 

種
別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

⒔ グ ー ス ア ス フ ァ ル ト 舗 装 

材 料 

必 須 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 
JI

S 
A 

50
01

 
表

2参
照

 
・

中
規

模
以

上
の

工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時

 
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

 
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3以
上

1,
00

0m
3未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

  

○
 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
09

 
JI

S 
A 

11
10

 
表

層
・

基
層

 
 

表
乾

密
度

：
2.

45
g／

cm
3 以

上
 

 
吸

水
率

 
：
3.

0％
以

下
 

○
 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

JI
S 

A 
11

37
 

粘
土

、
粘

土
塊

量
：

0.
25

％
以

下
 

  
○
 

粗
骨

材
の

形
状

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

45
 

細
長

、
あ

る
い

は
偏

平
な

石
片

：
10

％
以

下
 

  
○
 

フ
ィ

ラ
ー

の
粒

度
試

験
 

JI
S 

A 
50

08
 

便
覧

 
表
3.

3.
17

に
よ

る
。

 
  

○
 

フ
ィ

ラ
ー

の
水

分
試

験
 

JI
S 

A 
50

08
 

1％
以

下
 

  
○
 

そ の 他 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

 
JI

S 
A 

11
21

 
30

％
以

下
 

○
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

 
JI

S 
A 

11
22

 
損

失
量

：
12

％
以

下
 

  
○
 

針
入

度
試

験
 

JI
S 

K 
22

07
 

15
～
30

(1
／
10

mm
) 

・
規

格
値

は
、

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

（
針

入
度

20
～

40
）

に
ト

リ
ニ

ダ
ッ

ト
レ

イ
ク

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

を
混

合
し

た
も

の
の

性
状

値
で

あ
る

。
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

 
満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

            

○
 

軟
化

点
試

験
 

JI
S 

K 
22

07
 

58
～
68

℃
 

  
○
 

伸
度

試
験

 
JI

S 
K 

22
07

 
10

㎝
以

上
（

25
℃

）
 

  
○
 

ト
ル

エ
ン

可
溶

分
試

験
 

JI
S 

K 
22

07
 

86
～
91

％
 

 
○
 

引
火

点
試

験
 

JI
S 

K 
22

65
-1

 
JI

S 
K 

22
65

-2
 

JI
S 

K 
22

65
-3

 
JI

S 
K 

22
65

-4
 

24
0℃

以
上

 
 

○
 

蒸
発

質
量

変
化

率
試

験
 

JI
S 

K 
22

07
 

0.
5％

以
下

 
   

○
 

密
度

試
験

 
      

JI
S 

K 
22

07
 

    

1.
07

～
1.

13
g／

cm
3 

 

○
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工 種
 

種
別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

⒔ グ ー ス ア ス フ ァ ル ト 舗 装 

プ ラ ン ト 

必 須 

貫
入

試
験

40
℃

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[3
]-

31
5 

貫
入

量
（

40
℃

）
目

標
値

 
 
 表

層
：

1～
4m

m 
 
 基

層
：

1～
6m

m 
 

配
合

毎
に

各
1回

。
た

だ
し

、
同

一
配

合
の

合
材

10
0t

未
満

の
場

合
も

実
施

す
る

。
 

 

 

○
 

リ
ュ

エ
ル

流
動

性
試

験
24

0℃
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[3

]-
32

0 
3～

20
秒

（
目

標
値

）
 

   

 

○
 

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[3
]-

39
 

15
0以

上
 

   

 

○
 

曲
げ

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[3
]-

69
 

破
断

ひ
ず

み
（

－
10

℃
、

50
mm

／
mi

n）
8.

0×
10

－
3 以

上
 

   

 
 

 

○
 

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

14
 

2.
36

mm
ふ

る
い

：
±

12
％

以
内

基
準

粒
度

 
   

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

定
期

的
ま

た
は

随
時

。
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
 

印
字

記
録

の
場

合
：
全

数
ま

た
は

抽
出
・
ふ

る
い

分
け

試
験
 1

～
2回

／
日

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
3,

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

1,
00

0m
3 未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

○
 

粒
度

（
75

μ
mフ

ル
イ

）
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[2

]-
14

 
75

μ
mふ

る
い

：
±

5％
以

内
基

準
粒

度
 

   

○
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分

析
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
23

8 
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
：

±
0.

9％
以

内
 

    

○
 

温
度

測
定
（

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
・
骨

材
・
混

合
物

） 
温

度
計

に
よ

る
。

 
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

22
0℃

以
下

 
石

 
粉

：
常

温
～

15
0℃

 
 

随
時

 
 

○
 

舗 設 現 場 

必 須 

温
度

測
定

（
初

転
圧

前
）

 
温

度
計

に
よ

る
。

 
     

 
 

随
時

 
測

定
値

の
記

録
は

、
1日

4回
（

午
前

・
午

後
各

2回
）

 

 

1
4
 

路 床 安 定 処 理 工
 

材 料 

必 須 

土
の

締
固

め
試

験
 

JI
S 

A 
12

10
 

  

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
当

初
及

び
土

質
の

変
化

し
た

と
き

。
 

 

 

CB
R試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
15

5,
[4

]-
15

8 
 

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
当

初
及

び
土

質
の

変
化

し
た

と
き

。
 

 

 

施 工 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

※
右

記
試

験
方

法
（

3種
類

）
の

い
ず

れ
か

を
実

施
す

る
。

 
 

 
 

最
大

粒
径

≦
53

㎜
：

 
砂

置
換

法
（

JI
S 
A 
12

14
） 

 最
大

粒
径

＞
53

㎜
：

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

18
5 

突
砂

法
 

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
50

0m
3に

つ
き

1回
の

割
合

で
行

う
。

た
だ

し
、

1,
50

0m
3

未
満

の
工

事
は

1工
事

当
た

り
3回

以
上

。
 

1回
の

試
験

に
つ

き
3孔

で
測

定
し

、
3孔

の
最

低
値

で
判

定
を

行
う

。
 

 

 

ま
た

は
、

RI
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
（

案
）

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
盛

土
を

管
理

す
る

単
位
（

以
下
「

管
理

単
位

」
）
に

分
割

し
て

管
理

単
位

ご
と

に
管

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。

1日
の
1層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理
単

位
の

面
積

は
1,

50
0m

2を
標

準
と

し
、

1日
の

施
工

面
積

が
2,

00
0m

2以
上

の
場

合
、
そ

の
施

工
面

積
を

2管
理

単
位

以
上

に
分

割
す

る
も

の
と

す
る

。
1管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を
以

下
に

示
す

。
 

・
50

0m
2未

満
：

5点
 

・
50

0m
2以

上
10

00
m2

未
満

：
10

点
 

・
10

00
m2

以
上

20
00

m2
未

満
：

15
点

 

・
最

大
粒

径
＜

10
0㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く
下

回
っ

て
い

る
点

が
存

在
し

た
場

合
は

、
監

督
職

員
と

の
協

議
の

上
で

、
（

再
）

転
圧

を
行

う
も

の
と

す
る

。
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工 種
 

種
別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

1
4

路 床 安 定 処 理 工
 

施 工 

そ の 他 

  
ま

た
は

、
 

「
TS

・
GN

SS
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
」

に
よ

る
 

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

除
く

。
 

1．
盛

土
を

管
理

す
る

単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
毎

に
管

理
を

行
う

。
 

2．
管

理
単

位
は

築
堤

、
路

体
路

床
と

も
1日

の
1層

当
た

り
の

施
工

面
積

は
1,

50
0㎡

を
標

準
と

す
る

。
ま

た
、
1日

の
施

工
面

積
が

2,
00

0㎡
以

上
の

場
合

、
そ

の
施

工
面

積
を
2管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

 
3．

1日
の

施
工

が
複

数
層

に
及

ぶ
場

合
で

も
1管

理
単

位
を

複
数

層
に

ま
た

が
ら

せ
る

こ
と

は
し

な
い

も
の

と
す

る
。

 
4．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状
況

が
変

わ
る

場
合

に
は

、
新

規
の

管
理

単
位

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

     

 

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
21

0 
 

路
床

仕
上

げ
後

、
全

幅
,全

区
間

で
実

施
す

る
。

 
荷

重
車

に
つ

い
て

は
、

施
工

時
に

用
い

た
転

圧
機

械
と

同
等

以
上

の
締

固
効

果
を

持
つ

ロ
ー

ラ
や

ト
ラ

ッ
ク

等
を

用
い

る
も

の
と

す
る

。
 

 

平
板

載
荷

試
験

 
 

JI
S 

A 
12

15
 

 
延

長
40

mに
つ

き
1ヶ

所
の

割
で

行
う

。
 

   

・
セ

メ
ン

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

路
盤

に
適

用
す

る
。

 
  

 

現
場

CB
R試

験
 

JI
S 

A 
12

22
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
各

車
線

ご
と

に
延

長
40

mに
つ

き
1回

の
割

で
行

う
。

 
   

 

含
水

比
試

験
 

JI
S 

A 
12

03
 

50
0m

3に
つ

き
1回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
1,

50
0m

3
未

満
の

工
事

は
1工

事
当

た
り

3回
以

上
。

 
   

 

た
わ

み
量

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[1
]-

22
7 

（
ﾍﾞ

ﾝｹ
ﾞﾙ

ﾏﾝ
ﾋﾞ

ｰﾑ
）

 
 

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
で

の
不

良
箇

所
に

つ
い

て
実

施
 

  
 

 

1
5
 

表 層 安 定 処 理 工
 

材 料 

そ の 他 

土
の

一
軸

圧
縮

試
験

 
JI

S 
A 

12
16

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。

 
配

合
を

定
め

る
た

め
の

試
験

で
あ

る
。

 
   

 

施 工 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

※
右

記
試

験
方

法
（

3種
類

）
の

い
ず

れ
か

を
実

施
す

る
。

 
 

 
 

最
大

粒
径

≦
53

㎜
：

 
砂

置
換

法
（

JI
S 
A 
12

14
） 

 最
大

粒
径

＞
53

㎜
：

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

18
5 

突
砂

法
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
50

0m
3に

つ
き

1回
の

割
合

で
行

う
。

た
だ

し
、

1,
50

0m
3

未
満

の
工

事
は

1工
事

当
た

り
3回

以
上

。
 

1回
の

試
験

に
つ

き
3孔

で
測

定
し

、
3孔

の
最

低
値

で
判

定
を

行
う

。
 

  

 

（ 表 層 混 合 処 理 ） 

ま
た

は
、

 
RI

計
器

を
用

い
た

盛
土

の
締

固
め

管
理

要
領

（
案

）
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下
「

管
理

単
位

」
）
に

分
割

し
て

管
理

単
位

ご
と

に
管

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。

1日
の
1層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理
単

位
の

面
積

は
1,

50
0m

2を
標

準
と

し
、

1日
の

施
工

面
積

が
2,

00
0m

2以
上

の
場

合
、
そ

の
施

工
面

積
を

2管
理

単
位

以
上

に
分

割
す

る
も

の
と

す
る

。
1管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を
以

下
に

示
す

。
 

・
50

0m
2未

満
：

5点
 

・
50

0m
2以

上
10

00
m2

未
満

：
10

点
 

・
10

00
m2

以
上

20
00

m2
未

満
：

15
点

 
 

・
最

大
粒

径
＜

10
0㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く
下

回
っ

て
い

る
点

が
存

在
し

た
場

合
は

、
監

督
職

員
と

の
協

議
の

上
で

、
（

再
）

転
圧

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 

 

ま
た

は
、

 
「
TS

・
GN

SS
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
」

に
よ

る
 

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

除
く

。
 

1．
盛

土
を

管
理

す
る

単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
毎

に
管

理
を

行
う

。
 

2．
管

理
単

位
は

築
堤

、
路

体
路

床
と

も
1日

の
1層

当
た

り
の

施
工

面
積

は
1,

50
0ｍ

2を
標

準
と

す
る

。
ま

た
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2,
00

0ｍ
2以

上
の

場
合

、
そ

の
施

工
面

積
を

2管
理

単
位

以
上

に
分

割
す

る
も

の
と

す
る

。
 

3．
1日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

1管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
 

4．
土

取
り

場
の

状
況

や
土

質
状

況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
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工 種
 

種
別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

⒖  表 層 安 定 処 理 工 （ 表 層 混 合 処 理 ） 

施 工 

必 須 

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
21

0 
 

路
床

仕
上

げ
後

、
全

幅
,全

区
間

で
実

施
す

る
。

 
荷

重
車

に
つ

い
て

は
、

施
工

時
に

用
い

た
転

圧
機

械
と

同
等

以
上

の
締

固
め

効
果

を
持

つ
ロ

ー
ラ

や
ト

ラ
ッ

ク
等

を
用

い
る

も
の

と
す

る
。

 
 

そ の 他 

平
板

載
荷

試
験

 
JI

S 
A 

12
15

 
 

 
各

車
線

ご
と

に
延

長
40

mに
つ

き
1回

の
割

で
行

う
。

 
  

 

現
場

CB
R試

験
 

JI
S 

A1
22

2 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

 
各

車
線

ご
と

に
延

長
40

mに
つ

き
1回

の
割

で
行

う
。

 
 

  
 

含
水

比
試

験
 

JI
S 

A 
12

03
 

50
0m

3に
つ

き
1回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
1,

50
0m

3
未

満
の

工
事

は
1工

事
当

た
り

3回
以

上
 

  
 

た
わ

み
量

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[1
]-

22
7 

（
ﾍﾞ

ﾝｹ
ﾞﾙ

ﾏﾝ
ﾋﾞ

ｰﾑ
）

 

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
で

の
不

良
箇

所
に

つ
い

て
実

施
。
 

 

 

 

1
6
 

 

固 結 工
 

材 料 

必 須 

土
の

一
軸

圧
縮

試
験

 
    

JI
S 

A 
12

16
  

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
な

お
、

1回
の

試
験

と
は

3個
の

供
試

体
の

試
験

値
の

平
均

値
で

表
し

た
も

の
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。

 
 

配
合

を
定

め
る

た
め

の
試

験
で

あ
る

。
 

ボ
ー

リ
ン

グ
等

に
よ

り
供

試
体

を
採

取
す

る
。

 

 

ゲ
ル

タ
イ

ム
試

験
 

   

 
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。

 
配

合
を

定
め

る
た

め
の

試
験

で
あ

る
。

 

 

施 工  

必 須 

改
良

体
全

長
の

連
続

性
確

認
 

 

ボ
ー

リ
ン

グ
コ

ア
の

目
視

確
認

 
 

改
良

体
の

上
端

か
ら

下
端

ま
で

の
全

長
を

ボ
ー

リ
ン

グ
に

よ
り

採
取

し
、
全

長
に

お
い

て
連

続
し

て
改

良
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
目

視
確

認
す

る
。

 
改

良
体

50
0本

未
満

は
3本

、
50

0本
以

上
は

25
0本

増
え

る
ご

と
に

1本
追

加
す

る
。

 
現

場
の

条
件

、
規

模
等

に
よ

り
上

記
に

よ
り

が
た

い
場

合
は

監
督

職
員

の
指

示
に

よ
る

。
 

・
ボ

ー
リ

ン
グ

等
に

よ
り

供
試

体
を

採
取

す
る

。
 

・
改

良
体

の
強

度
確

認
に

は
、

改
良

体
全

長
の

連
続

性
を

確
認

し
た

ボ
ー

リ
ン

グ
コ

ア
を

利
用

し
て

も
よ

い
。

 

 

土
の

一
軸

圧
縮

試
験

 
（

改
良

体
の

強
度

）
 

JI
S 

A 
12

16
 

①
各

供
試

体
の

試
験

結
果

は
改

良
地

盤
設

計
強

度
の

85
％

以
上

。
 

②
1回

の
試

験
結

果
は

改
良

地
盤

設
計

強
度

以
上

。
 

な
お

、
1回

の
試

験
と

は
3個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

で
表

し
た

も
の

 

改
良

体
50

0本
未

満
は

3本
、
50

0本
以

上
は

25
0本

増
え

る
ご

と
に

1本
追

加
す

る
。

試
験

は
1本

の
改

良
体

に
つ

い
て

、
上

、
中

、
下

そ
れ

ぞ
れ

1回
、
計

3回
と

す
る

。
た

だ
し

、
1本

の
改

良
体

で
設

計
強

度
を

変
え

て
い

る
場

合
は

、
各

設
計

強
度

毎
に

3回
と

す
る

。
 

現
場

の
条

件
、
規

模
等

に
よ

り
上

記
に

よ
り

が
た

い
場

合
は

監
督

職
員

の
指

示
に

よ
る

。
 

改
良

体
の

強
度

確
認

に
は

、
改

良
体

全
長

の
連

続
性

を
確

認
し

た
ボ

ー
リ

ン
グ

コ
ア

を
利

用
し

て
も

よ
い

。
 

  泥
炭

地
盤

に
お

い
て

、
左

記
に

よ
り

が
た

い
場

合
は

「
泥

炭
性

軟
弱

地
盤

対
策

工
マ

ニ
ュ

ア
ル
（

独
）
寒

地
土

木
研

究
所

」
に

よ
る

。 

 

 

1
7
 

 

ア ン カ ｜ 工
 

施 工 

必 須 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
試

験
 

 
JI

S 
A 

11
08

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

2回
（

午
前

・
午

後
）

／
日

 
 

 
 

モ
ル

タ
ル

の
フ

ロ
ー

値
試

験
 

JI
S 

R 
52

01
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
練

り
ま

ぜ
開

始
前

に
試

験
は

2回
行

い
、

そ
の

平
均

値
を

フ
ロ

ー
値

と
す

る
。

 
 

 

 

適
性

試
験

（
多

サ
イ

ク
ル

確
認

試
験

）
 

グ
ラ

ウ
ン

ド
ア

ン
カ

ー
設

計
・

施
工

基
準

、
同

解
説

 
（
JG

S4
10

1-
20

12
）

 

設
計

ア
ン

カ
ー

力
に

対
し

て
十

分
に

安
全

で
あ

る
こ

と
。

 
・

施
工

数
量

の
5％

か
つ

3本
以

上
。

 
・

初
期

荷
重

は
計

画
最

大
荷

重
の

約
0.

1倍
と

し
、

引
き

抜
き

試
験

に
準

じ
た

方
法

で
載

荷
と

除
荷

を
繰

り
返

す
。
 

 

た
だ

し
、

モ
ル

タ
ル

の
必

要
強

度
の

確
認

後
に

実
施

す
る

こ
と

。
 

 

確
認

試
験

（
1サ

イ
ク

ル
確

認
試

験
）

 
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

設
計

・
施

工
基

準
、

同
解

説
 

（
JG

S4
10

1-
20

12
）

 

・
多

サ
イ

ク
ル

確
認

試
験

に
用

い
た

ア
ン

カ
ー

を
除

く
す

べ
て

。
 

・
初

期
荷

重
は

計
画

最
大

荷
重

の
約

0.
1倍

と
し

、
計

画
最

大
荷

重
ま

で
載

荷
し

た
後

、
初

期
荷

重
ま

で
除

荷
す

る
1サ

イ
ク

ル
方

式
と

す
る

。
 

 

 

そ の 他 

そ
の

他
の

確
認

試
験

 
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

設
計

・
施

工
基

準
、

同
解

説
 

（
JG

S4
10

1-
20

12
）

 

所
定

の
緊

張
力

が
導

入
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 
・

定
着

時
緊

張
力

確
認

試
験

 
・

残
存

引
張

力
確

認
試

験
 

・
リ

フ
ト

オ
フ

試
験

 
 

等
が

あ
り

、
多

サ
イ

ク
ル

確
認

試
験

、
1サ

イ
ク

ル
確

認
試

験
の

試
験

結
果

を
も

と
に

、
監

督
員

と
協

議
し

行
う

必
要

性
の

有
無

を
判

断
す

る
。
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工 種
 

種
別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

1
8
 

 

補 強 土 壁 工
 

材 料 

必 須 

土
の

締
固

め
試

験
 

JI
S 

A 
12

10
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
   

当
初

及
び

土
質

の
変

化
時

。
 

 
 

 

外
観

検
査
（

ス
ト

リ
ッ

プ
、
鋼

製
壁

面
材

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

壁
面

材
等

）
 

 

補
強

土
壁

工
法

各
設

計
・

施
工

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

よ
る

。
 

  

同
左

 
同

左
 

 
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
壁

面
材

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
試

験
 

 

補
強

土
壁

工
法

各
設

計
・

施
工

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

よ
る

。
 

  

 
 

○
 

そ の 他 

土
の

粒
度

試
験

 
補

強
土

壁
工

法
各

設
計

・
施

工
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
よ

る
。

 
  

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

 

 

施 工 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

※
右

記
試

験
方

法
（

3種
類

）
の

い
ず

れ
か

を
実

施
す

る
。

 
 

 
 

最
大

粒
径

≦
53

㎜
：

 
砂

置
換

法
（

JI
S 
A 
12

14
） 

 最
大

粒
径

＞
53

㎜
：

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

18
5 

突
砂

法
 

次
の

密
度

へ
の

締
固

め
が

可
能

な
範

囲
の

含
水

比
に

お
い

て
、

最
大

乾
燥

密
度

の
95

％
以

上
（

締
固

め
試

験
（

JI
S 

A 
12

10
）
A・

B
法

）
も

し
く

は
90

％
以

上
（

締
固

め
試

験
（

JI
S 
A 
12

10
）

C・
D・

E法
）

 
た

だ
し

、
JI

S 
A 

12
10

 C
・

D・
E法

で
の

管
理

は
、

標
準

の
施

工
仕

様
よ

り
も

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
な

転
圧

方
法
（

例
え

ば
、

標
準

よ
り

も
転

圧
力

の
大

き
な

機
械

を
使

用
す

る
場

合
や

1層
あ

た
り

の
仕

上
り

厚
を

薄
く

す
る

場
合

）
に

適
用

す
る

。
 

 ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

50
0m

3に
つ

き
1回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
1,

50
0m

3
未

満
の

工
事

は
1工

事
当

た
り

3回
以

上
。

 
1回

の
試

験
に

つ
き

3孔
で

測
定

し
、

3孔
の

最
低

値
で

判
定

を
行

う
 

・
橋

台
背

面
ア

プ
ロ

ー
チ

部
に

お
け

る
規

格
値

は
、

下
記

の
通

り
と

す
る

。
 

（
締

固
め

試
験

（
JI

S 
A 

12
10

）
C・

D・
E法

）
 

【
一

般
の

橋
台

背
面

】
 

平
均

92
％

以
上

、
か

つ
最

小
90

％
以

上
 

【
イ

ン
テ

グ
ラ

ル
ア

バ
ッ

ト
構

造
の

橋
台

背
面

】
 

平
均

97
％

以
上

、
か

つ
最

小
95

％
以

上
 

 

ま
た

は
、

 
「
RI

計
器

を
用

い
た

盛
土

の
締

固
め

管
理

要
領

（
案

）
」

 

次
の

密
度

へ
の

締
固

め
が

可
能

な
範

囲
の

含
水

比
に

お
い

て
、
1管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
97

％
以

上
（

締
固

め
試

験
（

JI
S 

A 
12

10
）
A・

B法
）

も
し

く
は

92
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
JI

S 
A 

12
10

）
C・

D・
E法

）
。

 
た

だ
し

、
JI

S 
A 

12
10

 C
・

D・
E法

で
の

管
理

は
、

標
準

の
施

工
仕

様
よ

り
も

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
な

転
圧

方
法
（

例
え

ば
、

標
準

よ
り

も
転

圧
力

の
大

き
な

機
械

を
使

用
す

る
場

合
や

1層
あ

た
り

の
仕

上
り

厚
を

薄
く

す
る

場
合

）
に

適
用

す
る

。
 

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
  

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下
「

管
理

単
位

」
）
に

分
割

し
て

管
理

単
位

ご
と

に
管

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。

路
体
・
路

床
と

も
、
1日

の
1層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理
単

位
の

面
積

は
1,

50
0m

2を
標

準
と

し
、
1

日
の

施
工

面
積

が
2,

00
0m

2以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。
1管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を
以

下
に

示
す

。
 

・
50

0m
2未

満
：

5点
 

・
50

0m
2以

上
10

00
m2

未
満

：
10

点
 

・
10

00
m2

以
上

20
00

m2
未

満
：

15
点

 

・
最

大
粒

径
＜

10
0㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く
下

回
っ

て
い

る
点

が
存

在
し

た
場

合
は

、
監

督
職

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 
・

橋
台

背
面

ア
プ

ロ
ー

チ
部

に
お

け
る

規
格

値
は

、
下

記
の

通
り

と
す

る
。

 
（

締
固

め
試

験
（

JI
S 

A 
12

10
）
C・

D・
E法

）
 

【
一

般
の

橋
台

背
面

】
 

平
均

92
％

以
上

、
か

つ
最

小
90

％
以

上
 

【
イ

ン
テ

グ
ラ

ル
ア

バ
ッ

ト
構

造
の

橋
台

背
面

】
 

平
均

97
％

以
上

、
か

つ
最

小
95

％
以

上
 

 

 

ま
た

は
、

 
「
TS

・
GN

SS
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
」

に
よ

る
 

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

除
く

。
 

1．
盛

土
を

管
理

す
る

単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
毎

に
管

理
を

行
う

。
 

2．
管

理
単

位
は

築
堤

、
路

体
路

床
と

も
1日

の
1層

当
た

り
の

施
工

面
積

は
1,

50
0ｍ

2を
標

準
と

す
る

。
ま

た
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2,
00

0ｍ
2以

上
の

場
合

、
そ

の
施

工
面

積
を

2管
理

単
位

以
上

に
分

割
す

る
も

の
と

す
る

。
 

3．
1日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

1管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
 

4．
土

取
り

場
の

状
況

や
土

質
状

況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。
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工 種
 

種
別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

1
9
 

 

吹 付 工
 

材 料 

必 須 

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
抑

制
対

策
 

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に

つ
い

て
」

（
平

成
14

年
7月

31
日

付
け

国
官

技
第

11
2号

、
国

港
環

第
35

号
、

国
空

建
第

78
号

）
」

 
   

同
左

 
骨

材
試

験
を

行
う

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
6ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

○
 

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 
JI

S 
A 

50
05

 
JI

S 
A 

50
11

-1
～

4 
JI

S 
A 

50
21

 
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

 
 

○
 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
09

 
JI

S 
A 

11
10

 
JI

S 
A 

50
05

 
JI

S 
A 

50
11

-1
～

4 
JI

S 
A 

50
21

 

絶
乾

密
度

：
2.

5以
上

 
細

骨
材

の
吸

水
率

：
3.

5％
以

下
 

粗
骨

材
の

吸
水

率
：

3.
0％

以
下

 
（

砕
砂

・
砕

石
、

高
炉

ス
ラ

グ
骨

材
、

フ
ェ

ロ
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

細
骨

材
、
銅

ス
ラ

グ
細

骨
材

の
規

格
値

に
つ

い
て

は
摘

要
を

参
照

） 
   

JI
S 

A 
50

05
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
砕

石
及

び
砕

砂
）

 
JI

S 
A 

50
11

-1
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

1部
：

高
炉

ス
ラ

グ
骨

材
）

 
JI

S 
A 

50
11

-2
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

2部
：

フ
ェ

ロ
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

骨
材

）
 

JI
S 

A 
50

11
-3

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
3部

：
銅

ス
ラ

グ
骨

材
）

  
JI

S 
A 

50
11

-4
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

4部
：

電
気

炉
酸

化
ス

ラ
グ

骨
材

）
  

JI
S 

A 
50

21
(ｺ

ﾝｸ
ﾘｰ

ﾄ用
再

生
骨

材
H)

 

○
 

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
 

JI
S 

A 
11

03
 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
53

08
 

粗
骨

材
 

砕
石

 
3.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
粒

形
判

定
実

績
率

が
58

％
以

上
の

場
合

は
5.

0％
以

下
）

  
ス

ラ
グ

粗
骨

材
 

5.
0％

以
下

  
そ

れ
以

外
（

砂
利

等
）

 
1.

0％
以

下
  

細
骨

材
 

砕
砂

 
9.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5.
0％

以
下

）
  

ス
ラ

グ
細

骨
材

 
7.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5.
0％

以
下

）
  

そ
れ

以
外
（

砂
等

）
 

5.
0％

以
下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

3.
0％

以
下

）
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
（

山
砂

の
場

合
は

、
工

事
中

1回
／

週
以

上
）

 

 
 

○
 

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
 

JI
S 

A 
11

05
 

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
90

％
以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。
 

  

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
・

濃
い

場
合

は
、

JI
S 

A 
11

42
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

 
○
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

 
JI

S 
A 

11
42

 
圧

縮
強

度
の

90
％

以
上

 
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色
よ

り
濃

い
場

合
。

 
  

 
 

○
 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

JI
S 

A 
11

37
 

細
骨

材
：

1.
0％

以
下

 
粗

骨
材

：
0.

25
％

以
下

 
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

  

 
 

○
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

 
JI

S 
A 

11
22

 
JI

S 
A 

50
05

 
細

骨
材

：
10

％
以

下
 

粗
骨

材
：

12
％
以

下
 

  

砂
、

砂
利

：
 

工
事

開
始

前
、
工

事
中

1回
／
6ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

砕
砂

、
砕

石
：

 
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1回
／

年
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。
 

○
 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
 

JI
S 

R 
52

01
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 
JI

S 
R 

52
13

（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

  

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

 
 

 

○
 

2-217



 

 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

1
9
 

 

吹 付 工
 

材 料 

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
 

JI
S 

R 
52

02
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 
JI

S 
R 

52
13

（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

   

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

 
 

 

○
 

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
 

 
 

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
場

合
：

 
JI

S 
A 

53
08

附
属

書
C 

懸
濁

物
質

の
量

：
2g

／
L以

下
 

溶
解

性
蒸

発
残

留
物

の
量

：
1g

／
L以

下
 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

20
0p

pm
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：

始
発

は
30

分
以

内
、

終
結

は
60

分
以

内
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7及

び
28

日
で

90
％

以
上

 
   

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
及

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、
上

水
道

を
使

用
し

て
る

こ
と

を
示

す
資

料
に

よ
る

確
認

を
行

う
。

 

○
 

回
収

水
の

場
合

：
 

JI
S 

A 
53

08
附

属
書

C 
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
20

0p
pm

以
下

 
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

30
分

以
内

、
終

結
は

60
分

以
内

 
モ

ル
タ

ル
の

圧
縮

強
度

比
：

材
齢

7及
び

28
日

で
90

％
以

上
 

   

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
年

以
上

及
び

水
質

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
ス

ラ
ッ

ジ
水

の
濃

度
は

１
回

／
日

 

そ
の

原
水

は
、
上

水
道

水
及

び
上

水
道

水
以

外
の

水
の

規
定

に
適

合
す

る
も

の
と

す
る

。
 

○
 

製 造 （ プ ラ ン ト ） （JIS マ ー ク 表 示 さ れ たﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

必 須 

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
11

 
設

計
図

書
に

よ
る

 
    

2回
／

日
以

上
 

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

 
 

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
25

 
1回

／
日

以
上

 
 

そ の 他 

計
量

設
備

の
計

量
精

度
 

 
水

：
±

1％
以

内
 

セ
メ

ン
ト

：
±

1％
以

内
 

骨
材

 
：

±
3％

以
内

 
混

和
材

：
±

2％
以

内
 

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
の

場
合

は
±

1％
以

内
）

 
混

和
剤

：
±

3％
以

内
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
6ヶ

月
以

上
 

・
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

、
印

字
記

録
に

よ
り

確
認

を
行

う
。

 
・

急
結

剤
は

適
用

外
 

○
 

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
 

 
 

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

 
 
JI

S 
A 

11
19

 
JI

S 
A 

86
03

-1
 

  
JI

S 
A 

86
03

-2
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
 

公
称

容
量

の
場

合
：

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
モ

ル
タ

ル
量

の
偏

差
率

：
0.

8％
以

下
  

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

粗
骨

材
量

の
偏

差
率

：
5％

以
下

 
圧

縮
強

度
の

偏
差

率
：

7.
5％

以
下

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
空

気
量

の
偏

差
率

：
10

％
以

下
 

 
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
（

ス
ラ

ン
プ

）
の

偏
差

率
：

15
％

以
下

 
 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
。

 
・

小
規

模
工

種
※

で
1工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
50

m3
未

満
の

場
合

は
1工

種
1回

以
上

の
試

験
、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 ※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
（

橋
台

、
橋

脚
、

杭
類

（
場

所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）

、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、
高

欄
等

）
、
擁

壁
工
（

高
さ

1m
以

上
）
、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2.

0m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

工
種

及
び

特
記

仕
様

書
で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

 

○
 

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
 

土
木

学
会

規
準

JS
CE

-I
 

50
2-

20
13

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0.
8％

以
下

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5％
以

下
 

圧
縮

強
度

差
：

7.
5％

以
下

 
空

気
量

差
：

1％
以

下
 

ス
ラ

ン
プ

差
：

3㎝
以

下
 

  
○
 

2-218



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

1
9
 

 

吹 付 工
 

施 工 

そ の 他 

塩
化

物
総

量
規

制
 

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」

 
原

則
0.

3㎏
／

m3
以

下
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

設
が

午
前

と
午

後
に

ま
た

が
る

場
合

は
、

午
前

に
1回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

1／
2以

下
の

場
合

は
、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
（

1
試

験
の

測
定

回
数

は
3回

と
す

る
）
試

験
の

判
定

は
3回

の
測

定
値

の
平

均
値

。
 

   

・
小

規
模

工
種

※
で

1工
種

当
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

未
満

の
場

合
は

1工
種

1回
以

上
の

試
験

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

以
上

の
場

合
は

、
50

m3
ご

と
に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「

海
砂

の
塩

化
物

イ
オ

ン
含

有
率

試
験

方
法

」
（

JS
CE

-C
50

2-
20

18
,5

03
-2

01
8）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

 
・

用
心

鉄
筋

等
を

有
さ

な
い

無
筋

構
造

物
の

場
合

は
省

略
で

き
る

。
 

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
（

橋
台

、
橋

脚
、

杭
類

（
場

所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）

、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、
高

欄
等

）
、
擁

壁
工
（

高
さ

1m
以

上
）
、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2.

0m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

工
種

及
び

特
記

仕
様

書
で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

 
 

 

ス
ラ

ン
プ

試
験

 
（

モ
ル

タ
ル

除
く

）
 

JI
S 

A 
11

01
 

ス
ラ

ン
プ

5㎝
以

上
8㎝

未
満

 ：
許

容
差

±
1.

5㎝
 

ス
ラ

ン
プ

8㎝
以

上
18

㎝
以

下
：

許
容

差
±

2.
5㎝

 
・

荷
卸

し
時

 
1回

／
日

以
上

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

20
～
15

0m
3ご

と
に

1回
、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
。

 
 

・
小

規
模

工
種

※
で

1工
種

当
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

未
満

の
場

合
は

1工
種

1回
以

上
の

試
験

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

以
上

の
場

合
は

、
50

m3
ご

と
に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

 ※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、
塩

化
物

総
量

規
制

の
項

目
を

参
照

 

 

必 須 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

07
 

JI
S 

A 
11

08
 

土
木

学
会

規
準

JS
CE

 
F5

61
-2

01
3 

3本
の

強
度

の
平

均
値

が
材

令
28

日
で

設
計

強
度

以
上

と
す

る
。

 
吹

付
1日

に
つ

き
1回

行
う

。
 

な
お

、
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

現
場

に
配

置
さ

れ
た

型
枠

に
工

事
で

使
用

す
る

の
と

同
じ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
モ

ル
タ

ル
）

を
吹

付
け

、
現

場
で

28
日

養
生

し
、
直

径
50

㎜
の

コ
ア

を
切

取
り

キ
ャ

ッ
ピ

ン
グ

を
行

う
。
原

則
と

し
て

1回
に

3本
と

す
る

。
 

・
小

規
模

工
種

※
で

1工
種

当
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

未
満

の
場

合
は

1工
種

1回
以

上
の

試
験

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

以
上

の
場

合
は

、
50

m3
ご

と
に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

 ※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、
塩

化
物

総
量

規
制

の
項

目
を

参
照

 

 

そ の 他 

空
気

量
測

定
 

JI
S 

A 
11

16
 

JI
S 

A 
11

18
 

JI
S 

A 
11

28
 

±
1.

5％
（

許
容

差
）

 
・

荷
卸

し
時

 
1回

／
日

以
上

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

20
m3

～
15

0m
3ご

と
に

1回
、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
。

 
 

・
小

規
模

工
種

※
で

1工
種

当
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

未
満

の
場

合
は

1工
種

1回
以

上
の

試
験

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

以
上

の
場

合
は

、
50

m3
ご

と
に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

 ※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、
塩

化
物

総
量

規
制

の
項

目
を

参
照

 

 

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

07
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
品

質
に

異
常

が
認

め
ら

れ
た

場
合

に
行

う
。

 
 

 
 

 

2
0
 

 

現 場 吹 付 法 枠 工
 

材 料 

必 須 

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
抑

制
対

策
 

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に

つ
い

て
」

（
平

成
14

年
7月

31
日

付
け

国
官

技
第

11
2号

、国
港

環
第

35
号

、
国

空
建

第
78

号
）
」 

同
左

 
骨

材
試

験
を

行
う

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
6ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

○
 

そ の 他 

（ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト 

   コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 
JI

S 
A 

50
05

 
JI

S 
A 

50
11

-1
～

4 
JI

S 
A 

50
21

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

 
 

○
 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
09

 
JI

S 
A 

11
10

 
JI

S 
A 

50
05

 
JI

S 
A 

50
11

-1
～

4 
JI

S 
A 

50
21
 

絶
乾

密
度

：
2.

5以
上

 
細

骨
材

の
吸

水
率

：
3.

5％
以

下
 

粗
骨

材
の

吸
水

率
：

3.
0％

以
下

 
（

砕
砂

・
砕

石
、

高
炉

ス
ラ

グ
骨

材
、

フ
ェ

ロ
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

細
骨

材
、
銅

ス
ラ

グ
細

骨
材

の
規

格
値

に
つ

い
て

は
摘

要
を

参
照

） 
  

JI
S 

A 
50

05
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
砕

砂
及

び
砕

石
）

 
JI

S 
A 

50
11

-1
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

1部
：

高
炉

ス
ラ

グ
骨

材
）

 
JI

S 
A 

50
11

-2
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

2部
：

フ
ェ

ロ
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

骨
材

）
 

JI
S 
A 
50

11
-3

(コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

3部
：

銅
ス

ラ
グ

骨
材

) 
 

JI
S 
A 
50

11
-4

(コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

4部
：

電
気

炉
酸

化
ス

ラ
グ

骨
材

) 
 

JI
S 

A 
50

21
(ｺ

ﾝｸ
ﾘｰ

ﾄ用
再

生
骨

材
H)

 

○
 

2-219



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
0
 

 

現 場 吹 付 法 枠 工
 

 

 

材 料 

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
 

JI
S 

A 
11

03
 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
53

08
 

粗
骨

材
 

砕
石

 
3.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
粒

形
判

定
実

績
率

が
58

％
以

上
の

場
合

は
5.

0％
以

下
）

  
ス

ラ
グ

粗
骨

材
 

5.
0％

以
下

  
そ

れ
以

外
（

砂
利

等
）

 
1.

0％
以

下
  

細
骨

材
 

砕
砂

 
9.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5.
0％

以
下

）
  

ス
ラ

グ
細

骨
材

 
7.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5.
0％

以
下

）
  

そ
れ

以
外
（

砂
等

）
 
5.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

3.
0％

以
下

）
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
（

山
砂

の
場

合
は

、
工

事
中

1回
／

週
以

上
）

 

 
 

○
 

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
 

JI
S 

A 
11

05
 

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
90

％
以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。
 

  

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
・

濃
い

場
合

は
、

JI
S 

A 
11

42
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

 
○
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

 
JI

S 
A 

11
42

 
圧

縮
強

度
の

90
％

以
上

 
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色
よ

り
濃

い
場

合
。

 
  

 
 

○
 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

JI
S 

A 
11

37
 

細
骨

材
：

1.
0％

以
下

 
粗

骨
材

：
0.

25
％

以
下

 
  

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
 

 
 

○
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

 
JI

S 
A 

11
22

 
JI

S 
A 

50
05

 
細

骨
材

：
10

％
以

下
 

粗
骨

材
：

12
％
以

下
 

 

砂
、

砂
利

：
 

工
事

開
始

前
、
工

事
中

1回
／

6ヶ
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
砕

砂
、

砕
石

：
 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
 

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。
 

○
 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
 

JI
S 

R 
52

01
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 
JI

S 
R 

52
13

（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

 
 

 
 

○
 

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
 

JI
S 

R 
52

02
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 
JI

S 
R 

52
13

（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

 

 
 

○
 

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
 

 
 

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
場

合
：

 
JI

S 
A 

53
08

附
属

書
C 

懸
濁

物
質

の
量

：
2g

／
L以

下
 

溶
解

性
蒸

発
残

留
物

の
量

：
1g

／
L以

下
 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

20
0p

pm
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：

始
発

は
30

分
以

内
、

終
結

は
60

分
以

内
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7及

び
28

日
で

90
％

以
上

 
   

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
及

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

上
水

道
を

使
用

し
て

い
る

場
合

は
試

験
に

換
え

、
上

水
道

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。
 

○
 

回
収

水
の

場
合

：
 

JI
S 

A 
53

08
附

属
書

C 
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
20

0p
pm

以
下

 
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

30
分

以
内

、
終

結
は

60
分

以
内

 
モ

ル
タ

ル
の

圧
縮

強
度

比
：

材
齢

7及
び

28
日

で
90

％
以

上
 

      

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
年

以
上

及
び

水
質

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
ス

ラ
ッ

ジ
水

の
濃

度
は

１
回

／
日

 

そ
の

原
水

は
、
上

水
道

水
及

び
上

水
道

水
以

外
の

水
の

規
定

に
適

合
す

る
も

の
と

す
る

。
 

○
 

2-220



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

2
0
 

 

現 場 吹 付 法 枠 工
 

 

製 造 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

必 須 

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
11

 
 

設
計

図
書

に
よ

る
 

 
2回

／
日

以
上

 
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す

る
。

 

 
○
 

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
25

 
 

1回
／

日
以

上
 

○
 

そ の 他 

計
量

設
備

の
計

量
精

度
 

 
水

：
±

1％
以

内
 

セ
メ

ン
ト

：
±

1％
以

内
 

骨
材

 
：

±
3％

以
内

 
混

和
材

：
±

2％
以

内
 

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
の

場
合

は
±

1％
以

内
）

 
混

和
剤

：
±

3％
以

内
 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
6ヶ

月
以

上
 

・
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

、
印

字
記

録
に

よ
り

確
認

を
行

う
。

 

○
 

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
 

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

 
 
JI

S 
A 

11
19

 
 
JI

S 
A 

86
03

-1
 

 
JI

S 
A 

86
03

-2
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
 

公
称

容
量

の
場

合
：

 
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

量
の

偏
差

率
：

0.
8％

以
下

  
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

粗
骨

材
量

の
偏

差
率

：
5％

以
下

 
 

圧
縮

強
度

の
偏

差
率

：
7.

5％
以

下
 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
空

気
量

の
偏

差
率

：
10

％
以

下
 

 
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
（

ス
ラ

ン
プ

）
の

偏
差

率
：

15
％

以
下

 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
。

 
・

小
規

模
工

種
※

で
1工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
50

m3
未

満
の

場
合

は
1工

種
1

回
以

上
の

試
験

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
（

橋
台

、
橋

脚
、

杭
類
（

場
所

打
杭

、
井

筒
基

礎
等

）
、
橋

梁
上

部
工
（

桁
、
床

版
、
高

欄
等

）
、

擁
壁

工
（

高
さ

1m
以

上
）
、
函

渠
工

、
樋

門
、
樋

管
、
水

門
、
水

路
（

内
幅

2.
0m

以
上

）
、

護
岸

、
ダ

ム
及

び
堰

、
ト

ン
ネ

ル
、

舗
装

、
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
工

種
及

び
特

記
仕

様
書

で
指

定
さ

れ
た

工
種

）
 

○
 

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
 

土
木

学
会

規
準

JS
CE

-I
 

50
2-

20
13

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0.
8％

以
下

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5％
以

下
 

圧
縮

強
度

差
：

7.
5％

以
下

 
空

気
量

差
：

1％
以

下
 

ス
ラ

ン
プ

差
：

3㎝
以

下
 

 
 

○
 

施 工 

そ の 他 

ス
ラ

ン
プ

試
験

 
（

モ
ル

タ
ル

除
く

）
 

JI
S 

A 
11

01
 

ス
ラ

ン
プ

5㎝
以

上
8㎝

未
満

 ：
許

容
差

±
1.

5㎝
 

ス
ラ

ン
プ

8㎝
以

上
18

㎝
以

下
：

許
容

差
±

2.
5㎝

 
・

荷
卸

し
時

 
1回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

20
～
15

0m
3 ご

と
に

1回
、

及
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。
 

  

・
小

規
模

工
種

※
で

1工
種

当
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

未
満

の
場

合
は

1工
種

1

回
以

上
の

試
験

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

以

上
の

場
合

は
、

50
m3

ご
と

に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
（

橋
台

、
橋

脚
、

杭
類
（

場
所

打
杭

、
井

筒
基

礎
等

）
、
橋

梁
上

部
工
（

桁
、
床

版
、
高

欄
等

）
、

擁
壁

工
（

高
さ

1m
以

上
）
、
函

渠
工

、
樋

門
、
樋

管
、
水

門
、
水

路
（

内
幅

2.
0m

以
上

）
、

護
岸

、
ダ

ム
及

び
堰

、
ト

ン
ネ

ル
、

舗
装

、
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
工

種
及

び
特

記
仕

様
書

で
指

定
さ

れ
た

工
種

）
 

 

必 須 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

07
 

JI
S 

A 
11

08
 

 土
木

学
会

規
準

JS
CE

 
F5

61
-2

01
3 

設
計

図
書

に
よ

る
 

1回
6本

 
吹

付
1日

に
つ

き
1回

行
う

。
 

な
お

、
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

現
場

に
配

置
さ

れ
た

型
枠

に
工

事
で

使
用

す
る

の
と

同
じ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
モ

ル
タ

ル
）

を
吹

付
け

、
現

場
で

7日
間

及
び

28
日

間
放

置
後

、
φ

5㎝
の

コ
ア

を
切

り
取

り
キ

ャ
ッ

ピ
ン

グ
を

行
う

。
1回

に
6本

（
σ
7…

3本
、

σ
28

…
3本

、
）

と
す

る
。

 
 

・
参

考
値

：
18

N／
mm

2以
上

（
材

令
28

日
）

 

・
小

規
模

工
種

※
で

1工
種

当
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

未
満

の
場

合
は

1工
種

1

回
以

上
の

試
験

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

以

上
の

場
合

は
、

50
m3

ご
と

に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

ス
ラ

ン
プ

試
験

の
項

目
を

参
照

 

 

そ の 他 

塩
化

物
総

量
規

制
 

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」

 
原

則
0.

3㎏
／

m3
以

下
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

設
が

午
前

と
午

後
に

ま
た

が
る

場
合

は
、

午
前

に
1回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

1／
2以

下
の

場
合

は
、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
（

1
試

験
の

測
定

回
数

は
3回

）
試

験
の

判
定

は
3回

の
測

定
値

の
平

均
値

。
 

・
小

規
模

工
種

※
で

1工
種

当
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

未
満

の
場

合
は

1工
種

1

回
以

上
の

試
験

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

以

上
の

場
合

は
、

50
m3

ご
と

に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「

海
砂

の
塩

化
物

イ
オ

ン
含

有
率

試
験

方
法

」
（

JS
CE

-C
50

2-
20

18
,5

03
-2

01
8）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り

行
う

。
 

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

ス
ラ

ン
プ

試
験

の
項

目
を

参
照

 

 

空
気

量
測

定
 

JI
S 

A 
11

16
 

JI
S 

A 
11

18
 

JI
S 

A 
11

28
 

±
1.

5％
（

許
容

差
）

 
・

荷
卸

し
時

 
1回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

20
m3

～
15

0m
3ご

と
に

1回
、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
。

 
 

・
小

規
模

工
種

※
で

1工
種

当
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

未
満

の
場

合
は

1工
種

1

回
以

上
の

試
験

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

以

上
の

場
合

は
、

50
m3

ご
と

に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

ス
ラ

ン
プ

試
験

の
項

目
を

参
照

 

 

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

の
引

抜
き

試
験

 
参

考
資

料
「

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

の
引

抜
試

験
」

に
よ

る
 

引
抜

き
耐

力
の

80
％

程
度

以
上

。
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

 

 

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

07
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
品

質
に

異
常

が
認

め
ら

れ
た

場
合

に
行

う
。

 
 

 

 

2-221



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
1
 

 

河 川 土 工
 

材 料 

必 須 

土
の
締
固
め
試
験
 

   

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た
時
。
 

   
 

そ の 他 

土
の
粒
度
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
0
4
 

 
 

 

土
粒
子
の
密
度
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
0
2
 

 
 

 

土
の
含
水
比
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3
 

 
 

 

土
の
液
性
限
界
・
塑
性
限
界
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5
 

 
 

 

土
の
一
軸
圧
縮
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6
 

必
要

に
応

じ
て

。
 

 
 
 

 

土
の
三
軸
圧
縮
試
験
 

地
盤

材
料
試
験
の
方
法

と
解

説
 

 
 

 

土
の
圧
密
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
7
 

  

 
 

 

土
の

せ
ん

断
試

験
 

地
盤

材
料

試
験

の
方

法
と

解
説

 
 

 
 

土
の

透
水

試
験

 
JI

S 
A 

12
18

 
 

 

施 工 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

※
右

記
試

験
方

法
（

3種
類

）
の

い
ず

れ
か

を
実

施
す

る
。

 
 

 
 

最
大

粒
径

≦
53

㎜
：

 
砂

置
換

法
（

JI
S 
A 
12

14
） 

 最
大

粒
径

＞
53

㎜
：

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

18
5 

突
砂

法
 

最
大

乾
燥

密
度

の
90

％
以

上
。

 
た

だ
し

、
上

記
に

よ
り

難
い

場
合

は
、

飽
和

度
ま

た
は

空
気

間
隙

率
の

規
定

に
よ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 【

砂
質

土
（

25
％

≦
75

μ
mふ

る
い

通
過

分
＜

50
％

）
】

 
空

気
間

隙
率

Va
が

Va
≦

15
％

 
【

粘
性

土
（

50
％

≦
75

μ
mふ

る
い

通
過

分
）

】
 

飽
和

度
Sr

が
85

％
≦

Sr
≦

95
％

ま
た

は
空

気
間

隙
率

Va
が

2％
≦

Va
≦

10
％

 
 ま

た
は

、
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

築
堤

は
、
1,

00
0m

3 に
1回

の
割

合
、
ま

た
は

堤
体

延
長

20
m

に
3回

の
割

合
の

内
、
測

定
頻

度
の

高
い

方
で

実
施

す
る

。 
1回

の
試

験
に

つ
き

3孔
で

測
定

し
、

3孔
の

平
均

値
で

判
定

を
行

う
。

 
 た

だ
し

、
小

断
面

で
長

延
長

等
の

場
合

、
1,

00
0m

3 に
1回

と
す

る
。

 
    

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く
下

回
っ

て
い

る
点

が
存

在
し

た
場

合
は

、
監

督
職

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 

ま
た

は
、

 
「
RI

計
器

を
用

い
た

盛
土

の
締

固
め

管
理

要
領

（
案

）
」

に
よ

る
。

 

1管
理

単
位

の
現

場
乾

燥
密

度
の

平
均

値
が

最
大

乾
燥

度
密

度
の

92
％

以
上

。
  

た
だ

し
、

上
記

に
よ

り
難

い
場

合
は

、
飽

和
度

ま
た

は
空

気
間

隙
率

の
規

定
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 【
砂

質
土

（
25

％
≦

75
μ

mふ
る

い
通

過
分

＜
50

％
）

】
 

空
気

間
隙

率
Va

が
Va

≦
15

％
 

【
粘

性
土

（
50

％
≦

75
μ

mふ
る

い
通

過
分

）
】

 
飽

和
度

Sr
が
85

％
≦

Sr
≦

95
％

ま
た

は
空

気
間

隙
率

Va
が

2％
≦

Va
≦

10
％

 
 ま

た
は

、
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下
「

管
理

単
位

」
）
に

分
割

し
て

管
理

単
位

ご
と

に
管

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。
築

堤
は

、
1日

の
1層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理
単

位
の

面
積

は
1,

50
0m

2を
標

準
と

し
、
1日

の
施

工
面

積
が

2,
00

0m
2以

上
の

場
合

、
そ

の
施

工
面

積
を

2管
理

単
位

以
上

に
分

割
す

る
も

の
と

す
る

。
1管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を
以

下
に

示
す

。
 

・
50

0m
2未

満
：

5点
 

・
50

0m
2以

上
10

00
m2

未
満

：
10

点
 

・
10

00
m2

以
上

20
00

m2
未

満
：

15
点

 

・
最

大
粒

径
＜

10
0㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く
下

回
っ

て
い

る
点

が
存

在
し

た
場

合
は

、
監

督
職

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 

ま
た

は
、

 
「
TS

・
GN

SS
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
」

に
よ

る
 

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

1．
盛

土
を

管
理

す
る

単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
毎

に
管

理
を

行
う

。
 

2．
1日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

1管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
 

3．
土

取
り

場
の

状
況

や
土

質
状

況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
1
 

 

河 川 土 工
 

施 工 

そ の 他 

土
の

含
水

比
試

験
 

JI
S 

A 
12

03
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
       

含
水

比
の

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
 

 

 

コ
ー

ン
指

数
の

測
定

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[1
]-

21
6 

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
が

悪
い

と
き

。
 

 

 

球
体

落
下

試
験

 
付

表
 

D＝
6.

3c
m以

下
 

   

築
堤

は
、
1,

00
0m

3に
つ

き
1箇

所
の

割
合

、
ま

た
は

堤
体

延
長

20
mに

3回
の

割
合

の
内

、
測

定
頻

度
の

高
い

方
で

実
施

す
る

。
 

但
し

、
小

断
面

で
長

延
長

の
場

合
、
1,

00
0m

3に
1回

と
す

る
。

 
 

・
未

風
化

火
山

灰
な

ど
の

突
固

め
曲

線
で

最
大

乾
燥

密
度

が
得

ら
れ

な
い

土
に

適
用

す
る

。
 

 

衝
撃

加
速

度
試

験
 

付
表

 
密

度
管

理
と

し
て

用
い

る
場

合
は

目
標

と
な

る
締

固
め

度
に

対
応

す
る

衝
撃

加
速

度
。

 
上

記
以

外
で

、
締

固
め

曲
線

で
最

大
乾

燥
密

度
が

得
ら

れ
な

い
土

の
場

合
は

基
準

と
な

る
衝

撃
加

速
度

以
上

と
す

る
。

 
 

・
現

場
密

度
の

測
定

及
び

球
体

落
下

試
験

の
代

わ
り

に
用

い
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

  
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
・

改
良

材
等

に
よ

り
改

良
し

た
材

料
。

 

 

 

2
2
 

 

海 岸 土 工
 

材 料 

必 須 

土
の
締
固
め
試
験
 

   

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 

設
計
図
書
に
よ
る
。
 

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た
時
。
 

   
 

そ の 他 

土
の
粒
度
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
0
4
 

設
計
図
書
に
よ
る
。
 

   

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た
時
。
 

 
 

 

土
粒
子
の
密
度
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
0
2
 

設
計
図
書
に
よ
る
。
 

   

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た
時
。
 

 
 

 

土
の
含
水
比
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3
 

設
計
図
書
に
よ
る
。
 

   

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た
時
。
 

 
 

 

土
の
液
性
限
界
・
塑
性
限
界
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5
 

設
計
図
書
に
よ
る
。
 

   

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た
時
。
 

 
 

 

土
の
一
軸
圧
縮
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6
 

設
計
図
書
に
よ
る
。
 

   

必
要
に
応
じ
て
。
 

 
 

 

土
の
三
軸
圧
縮
試
験
 

地
盤
材
料
試
験
の
方

法
と
解
説
 

設
計
図
書
に
よ
る
。
 

   

必
要
に
応
じ
て
。
 

 
 

 

土
の
圧
密
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
7
 

設
計
図
書
に
よ
る
。
 

   

必
要
に
応
じ
て
。
 

 
 

 

土
の
せ
ん
断
試
験
 

地
盤
材
料
試
験
の
方

法
と
解
説
 

設
計
図
書
に
よ
る
。
 

  

必
要
に
応
じ
て
。
 

 
 

 

土
の
透
水
試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
8
 

設
計
図
書
に
よ
る
。
 

  

必
要
に
応
じ
て
。
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工 種
 

種 別
 

試
 

区
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験

 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
2
 

 

海 岸 土 工
 

  

施 工 

必 須 

現
場
密
度
の
測
定
 

※
右
記
試
験
方
法
（
3
種
類
）
の
い
ず
れ

か
を
実
施
す
る
。
。
 

 
 

 

最
大

粒
径

≦
53

㎜
：

 
砂

置
換

法
（

JI
S 
A 
12

14
） 

 最
大

粒
径

＞
53

㎜
：

 
舗

装
調

査
・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
18

5 
突

砂
法

 
 

最
大
乾
燥
密
度

8
5
％
以
上
。
ま
た
は
設
計
図
書
に
示
さ

れ
た
値
。
 

  

 

築
堤
は
、
1
,
0
0
0
m
3
に
1
回
の
割
合
、
ま
た
は
堤
体

延
長
2
0
m
に
3
回
の
割
合
の
内
、
測
定
頻
度
の
高
い

方
で
実
施
す
る
。
 

1
回
の
試
験
に
つ
き
3
孔
で
測
定
し
、
3
孔
の
平
均
値

で
判
定
を
行
う
。
 

但
し

、
小

断
面

で
長

延
長

等
の

場
合

、
1,

00
0m

3 に
1回

と
す

る
。

 
 

・
左
記
の
規
格
値
を
満
た
し
て
い
て
も
、
規
格
値
を
著
し

く
下
回
っ
て
い
る
点
が
存
在
し
た
場
合
は
、
監
督
職
員
と

協
議
の
上
で
、
（
再
）
転
圧
を
行
う
も
の
と
す
る
 

    

 

ま
た

は
、

 
「

RI
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
（

案
）

」
に

よ
る

。
 

       

1
管
理
単
位
の
現
場
乾
燥
密
度
の
平
均
値
が
最
大
乾
燥

度
密
度
の

9
0
％
以
上
。
 
ま
た
は
、
設
計
図
書
に
よ
る
。
 

    

 

盛
土
を
管
理
す
る
単
位
（
以
下
「
管
理
単
位
」
）

に
分
割
し
て
管
理
単
位
ご
と
に
管
理
を
行
う
も
の

と
す
る
。
築
堤
は
、
1
日
の
1
層
あ
た
り
の
施
工
面

積
を
基
準
と
す
る
。
管
理
単
位
の
面
積
は
1
,
5
0
0
m
2

を
標
準
と
し
、
1
日
の
施
工
面
積
が
2
,
0
0
0
m
2
以
上

の
場
合
、
そ
の
施
工
面
積
を

2
管
理
単
位
以
上
に
分

割
す
る
も
の
と
す
る
。
1
管
理
単
位
あ
た
り
の
測
定

点
数
の
目
安
を
以
下
に
示
す
。
 

・
5
0
0
m
2
未
満
：
5
点
 

・
5
0
0
m
2
以
上
1
0
0
0
m
2
未
満
：
1
0
点
 

・
1
0
0
0
m
2
以
上
2
0
0
0
m
2
未
満
：
1
5
点
 

 

・
最
大
粒
径
＜
1
0
0
㎜
の
場
合
に
適
用
す
る
。
 

・
左
記
の
規
格
値
を
満
た
し
て
い
て
も
、
規
格
値
を
著
し

く
下
回
っ
て
い
る
点
が
存
在
し
た
場
合
は
、
監
督
職
員
と

協
議
の
上
で
、
（
再
）
転
圧
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

 

ま
た

は
、

 
「
TS
・
GN

SS
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
」

に
よ

る
 

施
工
範
囲
を
小
分
割
し
た
管
理
ブ
ロ
ッ
ク
の
全
て
が
規
定

回
数
だ
け
締
め
固
め
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
 

1
．
盛
土
を
管
理
す
る
単

位
（
以
下
「
管
理
単
位
」
）

に
分
割
し
て
管
理
単
位
毎
に
管
理
を
行
う
。
 

2
．
1
日
の
施
工
が
複
数

層
に
及
ぶ
場
合
で
も
1
管
理

単
位
を
複
数
層
に
ま
た
が
ら
せ
る
こ
と
は
し
な
い

も
の
と
す
る
。
 

3
．
土
取
り
場
の
状
況
や
土
質
状
況
が
変
わ
る
場
合

に
は
、
新
規
の
管
理
単
位
と
し
て
取
り
扱
う
も
の

と
す
る
。
 

 

 
 

そ の 他 

土
の

含
水

比
試

験
 

JI
S 

A 
12

03
 

     

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
      

含
水

比
の

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
 

     

      

      
コ

ー
ン

指
数

の
測

定
 

  

舗
装

調
査
・
試

験
法

便
覧

 
[1

]-
21

6 
  

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
が

悪
い

と
き

。
 

     

   

     

球
体

落
下

試
験

 
    

付
表

 
D＝

6.
3c

m以
下

 
築

堤
は

、
1,

00
0m

3に
つ

き
1箇

所
の

割
合

、
ま

た
は

堤
体

延
長

20
mに

3回
の

割
合

の
内

、
測

定
頻

度
の

高
い

方
で

実
施

す
る

。
 

但
し

、
小

断
面

で
長

延
長

の
場

合
、
1,

00
0m

3に
1回

と
す

る
。

 
  

・
未

風
化

火
山

灰
な

ど
の

突
固

め
曲

線
で

最
大

乾
燥

密
度

が
得

ら
れ

な
い

土
に

適
用

す
る

。
 

 

衝
撃

加
速

度
試

験
 

 
付

表
 

 
密

度
管

理
と

し
て

用
い

る
場

合
は

目
標

と
な

る
締

固
め

度
に

対
応

す
る

衝
撃

加
速

度
。

 
上

記
以

外
で

、
締

固
め

曲
線

で
最

大
乾

燥
密

度
が

得
ら

れ
な

い
土

の
場

合
は

基
準

と
な

る
衝

撃
加

速
度

以
上

と
す

る
。

 
  

・
現

場
密

度
の

測
定

及
び

球
体

落
下

試
験

の
代

わ
り

に
用

い
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

  

  

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
  

・
改

良
材

等
に

よ
り

改
良

し
た

材
料

。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
3
 

 

砂 防 土 工
 

材 料 

必 須 

土
の

締
固

め
試

験
 

突
砂

法
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
   

当
初

及
び

土
質

の
変

化
時

。
 

 

 

施 工 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

※
右

記
試

験
方

法
（

3種
類

）
の

い
ず

れ
か

を
実

施
す

る
。

 
 

 
 

最
大

粒
径

≦
53

㎜
：

 
砂

置
換

法
（

JI
S 
A 
12

14
） 

 最
大

粒
径

＞
53

㎜
：

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

18
5 

突
砂

法
 

 

最
大

乾
燥

密
度

の
85

％
以

上
。
ま

た
は

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
値

。 
1,

00
0m

3 に
1回

の
割

合
、

ま
た

は
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

た
だ

し
、

小
断

面
で

長
延

長
等

の
場

合
、

1,
00

0m
3 に

1回
と

す
る

。
 

 1回
の

試
験

に
つ

き
3孔

で
測

定
し

、
3孔

の
平

均
値

で
判

定
を

行
う

。
 

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

職
員

と
協

議
の

上
で

、
（

再
）

転
圧

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 

ま
た

は
、

 
「
RI

計
器

を
用

い
た

盛
土

の
締

固
め

管
理

要
領

（
案

）
」

に
よ

る
。

 

1管
理

単
位

の
現

場
乾

燥
密

度
の

平
均

値
が

最
大

乾
燥

度
密

度
の

90
％

以
上

。
 又

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
盛

土
を

管
理

す
る

単
位
（

以
下
「

管
理

単
位

」
）
に

分
割

し
て

管
理

単
位

ご
と

に
管

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。
築

堤
は

、
1日

の
1層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理
単

位
の

面
積

は
1,

50
0m

2を
標

準
と

し
、
1日

の
施

工
面

積
が

2,
00

0m
2以

上
の

場
合

、
そ

の
施

工
面

積
を

2管
理

単
位

以
上

に
分

割
す

る
も

の
と

す
る

。
1管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を
以

下
に

示
す

。
 

・
50

0m
2未

満
：

5点
 

・
50

0m
2以

上
10

00
m2

未
満

：
10

点
 

・
10

00
m2

以
上

20
00

m2
未

満
：

15
点

 
 

・
最

大
粒

径
＜

10
0㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く
下

回
っ

て
い

る
点

が
存

在
し

た
場

合
は

、
監

督
職

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 

ま
た

は
、

 
「
TS

・
GN

SS
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
」

に
よ

る
 

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

1．
盛

土
を

管
理

す
る

単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
毎

に
管

理
を

行
う

。
 

2．
1日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

1管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
 

3．
土

取
り

場
の

状
況

や
土

質
状

況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 
 

 

 

そ の 他 

球
体

落
下

試
験

 
付

表
 

D＝
6.

3c
m以

下
 

築
堤

は
、
1,

00
0m

3に
つ

き
1箇

所
の

割
合

、
ま

た
は

堤
体

延
長

20
mに

3回
の

割
合

の
内

、
測

定
頻

度
の

高
い

方
で

実
施

す
る

。
 

但
し

、
小

断
面

で
長

延
長

の
場

合
、
1,

00
0m

3に
1回

と
す

る
。

 
  

・
未

風
化

火
山

灰
な

ど
の

突
固

め
曲

線
で

最
大

乾
燥

密
度

が
得

ら
れ

な
い

土
に

適
用

す
る

。
 

 

衝
撃

加
速

度
試

験
 

付
表

 
密

度
管

理
と

し
て

用
い

る
場

合
は

目
標

と
な

る
締

固
め

度
に

対
応

す
る

衝
撃

加
速

度
。

上
記

以
外

で
、

締
固

め
曲

線
で

最
大

乾
燥

密
度

が
得

ら
れ

な
い

土
の

場
合

は
基

準
と

な
る

衝
撃

加
速

度
以

上
と

す
る

。
 

 

・
現

場
密

度
の

測
定

及
び

球
体

落
下

試
験

の
代

わ
り

に
用

い
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

・
改

良
材

等
に

よ
り

改
良

し
た

材
料

。
 

 

 

2
4
 

 

道 路 土 工
 

材 料 

必 須 

土
の

締
固

め
試

験
 

JI
S 

A 
12

10
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時
（

材
料

が
岩

砕
の

場
合

は
除

く
）

。
 

た
だ

し
、

法
面

、
路

肩
部

の
土

量
は

除
く

。
 

 

 

 

CB
R試

験
 

（
路

床
）

 
JI

S 
A 

12
11

 
当

初
及

び
土

質
の

変
化

し
た

時
。

 
（

材
料

が
岩

砕
の

場
合

は
除

く
）

 
 

 
 

そ の 他 

土
の

粒
度

試
験

 
JI

S 
A 

12
04

 
当

初
及

び
土

質
の

変
化

し
た

時
。

 
 

 
 

 

土
粒

子
の

密
度

試
験

 
JI

S 
A 

12
02

 
 

 
 

土
の

含
水

比
試

験
 

JI
S 

A 
12

03
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
 

 
 

 

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
 

JI
S 

A 
12

05
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
4
 

 

道 路 土 工
 

材 料 

そ の 他 

土
の

一
軸

圧
縮

試
験

 
JI

S 
A 

12
16

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

 
当

初
及

び
土

質
の

変
化

し
た

時
。

 
 

 
 

 

土
の

三
軸

圧
縮

試
験

 
地

盤
材

料
試

験
の

方
法

と
解

説
 

 
 

 

土
の

圧
密

試
験

 
JI

S 
A 

12
17

 
 

 
 

土
の

せ
ん

断
試

験
 

地
盤

材
料

試
験

の
方

法
と

解
説

 
 

 
 

土
の

透
水

試
験

 
JI

S 
A 

12
18

 
 

 
 

施 工 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

※
右

記
試

験
方

法
（

3種
類

）
の

い
ず

れ
か

を
実

施
す

る
。

 
  

最
大

粒
径

≦
53

㎜
：

 
砂

置
換

法
（

JI
S 
A 
12

14
） 

 最
大

粒
径

＞
53

㎜
：

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

18
5 

突
砂

法
 

【
砂

質
土

】
 

・
路

体
：

次
の

密
度

へ
の

締
固

め
が

可
能

な
範

囲
の

含
水

比
に

お
い

て
、
最

大
乾

燥
密

度
の

90
％

以
上
（

締
固

め
試

験
（

JI
S 
A 
12

10
）

A・
B法

）
。

 
・

路
床

及
び

構
造

物
取

付
け

部
：

次
の

密
度

へ
の

締
固

め
が

可
能

な
範

囲
の

含
水

比
に

お
い

て
、

最
大

乾
燥

密
度

の
95

％
以

上
（

締
固

め
試

験
（

JI
S 

A 
12

10
）

A・
B法

）
も

し
く

は
90

％
以

上
（

締
固

め
試

験
（

JI
S 

A 
12

10
）

C・
D・

E法
）

 
た

だ
し

、
JI

S 
A 

12
10

 C
・

D・
E法

で
の

管
理

は
、

標
準

の
施

工
仕

様
よ

り
も

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
な

転
圧

方
法
（

例
え

ば
、

標
準

よ
り

も
転

圧
力

の
大

き
な

機
械

を
使

用
す

る
場

合
や

1層
あ

た
り

の
仕

上
り

厚
を

薄
く

す
る

場
合

）
に

適
用

す
る

。
 

【
粘

性
土

】
 

・
路

体
：

自
然

含
水

比
ま

た
は

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
ー

が
確

保
で

き
る

含
水

比
に

お
い

て
、
空

気
間

隙
率

Va
が

2％
≦

Va
≦

10
％

ま
た

は
飽

和
度

Sr
が

85
％

≦
Sr

≦
95

％
。

 
・

路
床

及
び

構
造

物
取

付
け

部
：

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
ー

が
確

保
で

き
る

含
水

比
に

お
い

て
、

空
気

間
隙

率
Va

が
2％

≦
Va

≦
8％

 
た

だ
し

、
締

固
め

管
理

が
可

能
な

場
合

は
、

砂
質

土
の

基
準

を
適

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
そ

の
他

、
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

 

路
体

の
場

合
、

1,
00

0m
3 に

つ
き

1回
の

割
合

で
行

う
。

た
だ

し
、5

,0
00

m3
未

満
の

工
事
は

、1
工

事
当

た
り

3回
以

上
。 

路
床

及
び

構
造

物
取

付
け

部
の

場
合

、
50

0m
3に

つ
き

1回
の

割
合

で
行

う
。
た

だ
し

、
1,

50
0m

3未
満

の
工

事
は

1工
事

当
た

り
3回

以
上

。
 

1回
の

試
験

に
つ

き
3孔

で
測

定
し

、
3孔

の
最

低
値

で
判

定
を

行
う

。
 

 

 

 

ま
た

は
、

 
「
RI

計
器

を
用

い
た

盛
土

の
締

固
め

管
理

要
領

（
案

）
」

 

【
砂

質
土

】
 

・
路

体
：

次
の

密
度

へ
の

締
固

め
が

可
能

な
範

囲
の

含
水

比
に

お
い

て
、
1管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
92

％
以

上
（

締
固

め
試

験
（

JI
S 

A 
12

10
）
A・

B法
）

。
 

・
路

床
及

び
構

造
物

取
付

け
部

：
次

の
密

度
へ

の
締

固
め

が
可

能
な

範
囲

の
含

水
比

に
お

い
て

、
1管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
97

％
以

上
（

締
固

め
試

験
（

JI
S 

A 
12

10
）
A・

B法
）
も

し
く

は
92

％
以

上
（

締
固

め
試

験
（

JI
S 
A 
12

10
）

C・
D・

E法
）

。
 

た
だ

し
、

JI
S 

A 
12

10
 C

・
D・

E法
で

の
管

理
は

、
標

準
の

施
工

仕
様

よ
り

も
締

固
め

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

大
き

な
転

圧
方

法
（

例
え

ば
、

標
準

よ
り

も
転

圧
力

の
大

き
な

機
械

を
使

用
す

る
場

合
や

1層
あ

た
り

の
仕

上
り

厚
を

薄
く

す
る

場
合

）
に

適
用

す
る

。
 

【
粘

性
土

】
 

・
路

体
、

路
床

及
び

構
造

物
取

付
け

部
：

自
然

含
水

比
ま

た
は

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
ー

が
確

保
で

き
る

含
水

比
に

お
い

て
、
1管

理
単

位
の

現
場

空
気

間
隙

率
の

平
均

値
が

8％
以

下
。

 
た

だ
し

、
締

固
め

管
理

が
可

能
な

場
合

は
、

砂
質

土
の

基
準

を
適

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 ま

た
は

、
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下
「

管
理

単
位

」
）
に

分
割

し
て

管
理

単
位

ご
と

に
管

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。

路
体
・
路

床
と

も
、
1日

の
1層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理
単

位
の

面
積

は
1,

50
0m

2を
標

準
と

し
、
1

日
の

施
工

面
積

が
2,

00
0m

2以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。
1管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を
以

下
に

示
す

。
 

・
50

0m
2未

満
：

5点
 

・
50

0m
2以

上
10

00
m2

未
満

：
10

点
 

・
10

00
m2

以
上

20
00

m2
未

満
：

15
点

 

・
最

大
粒

径
＜

10
0㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く
下

回
っ

て
い

る
点

が
存

在
し

た
場

合
は

、
監

督
職

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 

ま
た

は
、

 
「
TS

・
GN

SS
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
」

に
よ

る
 

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

1．
盛

土
を

管
理

す
る

単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
毎

に
管

理
を

行
う

。
 

2．
1日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

1管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
 

3．
土

取
り

場
の

状
況

や
土

質
状

況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
4
 

 

道 路 土 工
 

施 工 

必 須 

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
21

0 
 

路
床

仕
上

げ
後

全
幅

、
全

区
間

に
つ

い
て

実
施

す
る

。
 た

だ
し

、
現

道
打

換
工

事
、
仮

設
用

道
路

維
持

工
事

は
除

く
。 

荷
重

車
に

つ
い

て
は

、
施

工
時

に
用

い
た

転
圧

機
械

と
同

等
以

上
の

締
固

め
効

果
を

持
つ

ロ
ー

ラ
や

ト
ラ

ッ
ク

等
を

用
い

る
も

の
と

す
る

。
 

 

 

そ の 他 

平
板

載
荷

試
験

 
JI

S 
A 

12
15

 
 

 
各

車
線

ご
と

に
延

長
40

mに
つ

い
て

1ヶ
所

の
割

で
行

う
。
 

 
・

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
路

盤
に

適
用

す
る

。
 

  
 

現
場

CB
R試

験
 

JI
S 

A 
12

22
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

各
車

線
ご

と
に

延
長

40
mに

つ
い

て
1回

の
割

で
行

う
。

 
 

   
 

含
水

比
試

験
 

JI
S 

A 
12

03
 

路
体

の
場

合
、
1,

00
0m

3に
つ

き
1回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
5,

00
0m

3未
満

の
工

事
は

、
1工

事
当

た
り

3回
以

上
。

 
路

床
の

場
合

、
50

0m
3に

つ
き

1回
の

割
合

で
行

う
。
た

だ
し

、
1,

50
0m

3未
満

の
工

事
は

1工
事

当
た

り
3回

以
上

。
 

 

    
 

コ
ー

ン
指

数
の

測
定

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[1
]-

21
6 

必
要

に
応

じ
て

実
施

。
 

（
例

）
ト

ラ
フ

ィ
カ

ビ
リ

テ
ィ

が
悪

い
時

 
   

 

た
わ

み
量

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[1
]-

22
7 

（
ﾍﾞ

ﾝｹ
ﾞﾙ

ﾏﾝ
ﾋﾞ

ｰﾑ
）

 

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
で

の
不

良
箇

所
に

つ
い

て
実

施
 

   
 

球
体

落
下

試
験

 
付

表
 

D＝
6.

3c
m以

下
 

路
体

は
1,

00
0m

3 毎
に

1回
、

路
床

は
50

0m
3 毎

に
1回

主
付

近
3箇

所
か

ら
資

料
を

採
取

し
、

平
均

値
で

示
す

。
た

だ
し

、
土

量
が

5,
00

0m
3 未

満
の

工
事

は
、

1工
事

当
た

り
3

回
以

上
、

1,
00

0m
3 未

満
の

工
事

は
、

1回
以

上
行

う
。

 
 

・
未

風
化

火
山

灰
な

ど
の

突
固

め
曲

線
で

最
大

乾
燥

密
度

が
得

ら
れ

な
い

土
に

適
用

す
る

。
 

 

衝
撃

加
速

度
試

験
 

付
表

 
密

度
管

理
と

し
て

用
い

る
場

合
は

目
標

と
な

る
締

固
め

度
に

対
応

す
る

衝
撃

加
速

度
。

上
記

以
外

で
、

締
固

め
曲

線
で

最
大

乾
燥

密
度

が
得

ら
れ

な
い

土
の

場
合

は
基

準
と

な
る

衝
撃

加
速

度
以

上
と

す
る

。
 

路
体

は
1,

00
0m

3 毎
に

1回
、
路

床
は

50
0m

3 毎
に

1回
行

う
。

1回
の

測
定

個
数

は
10

個
と

し
、
上

限
・
下

限
の

各
2個

を
取

り
除

き
6個

の
平

均
値

と
す

る
。

た
だ

し
、

土
量

が
5,

00
0m

3 未
満

の
工

事
は

、
1工

事
当

た
り

3回
以

上
、

1,
00

0m
3 未

満
の

工
事

は
、

1回
以

上
行

う
。

 
 

・
現

場
密

度
の

測
定

及
び

球
体

落
下

試
験

の
代

わ
り

に
用

い
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

 

衝
撃

加
速

度
試

験
 

付
表

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

路
体

は
1,

00
0m

3毎
に

1回
、

主
付

近
3箇

所
か

ら
資

料
を

採
取

し
、

平
均

値
で

示
す

。
但

し
、

土
量

が
5,

00
0m

3未
満

の
工

事
は

、
1工

事
当

た
り

3回
以

上
、

1,
00

0m
3未

満
の

工
事

は
1回

以
上

行
う

。
 

 

セ
メ

ン
ト

や
石

灰
な

ど
の

固
化

材
に

よ
り

改
良

し
た

路
体

盛
土

の
強

度
試

験
と

し
て

適
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

 

2
5
 

 

捨 石 工
 

施 工 

必 須 

岩
石

の
見

掛
比

重
 

JI
S 

A 
50

06
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

原
則

と
し

て
産

地
毎

に
当

初
及

び
岩

質
の

変
化

時
。

 
 

・
50

0m
3 以

下
は

監
督

職
員

承
諾

を
得

て
省

略
で

き
る

。
 

・
参

考
値

：
 

・
硬

石
 

：
約

2.
7g

／
cm

3 ～
2.

5g
／

cm
3  

 
・

準
硬

石
：

約
2.

5g
／

cm
3 ～

2g
／

cm
3  

 
・

軟
石

 
：

約
2g

／
cm

3 未
満

 
 

○
 

岩
石

の
吸

水
率

 
JI

S 
A 

50
06

 
・
50

0m
3 以

下
は

監
督

職
員

承
諾

を
得

て
省

略
で

き
る

。
 

・
参

考
値

：
 

 
・

硬
石

 
：
5％

未
満

 
 

・
準

硬
石

：
5％

以
上

15
％

未
満

 
 

・
軟

石
 

：
15

％
以

上
 

 

○
 

岩
石

の
圧

縮
強

さ
 

JI
S 

A 
50

06
 

・
50

0m
3 以

下
は

監
督

職
員

承
諾

を
得

て
省

略
で

き
る

。
 

・
参

考
値

：
 

 
・

硬
石

：
49

03
N／

c㎡
以

上
 

 
・

準
硬

石
：

98
0.

66
N／

c㎡
以

上
49

03
N／

c㎡
未

満
 

 
・

軟
石

：
98

0.
66

N／
c㎡

未
満

 
 

○
 

そ の 他 

岩
石

の
形

状
 

JI
S 

A 
50

06
 

う
す

っ
ぺ

ら
な

も
の

、
細

長
い

も
の

で
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 
5,

00
0m

3 に
つ

き
1回

の
割

で
行

う
。

 
た

だ
し

、
5,

00
0m

3 以
下

の
も

の
は

1工
事

2回
実

施
す

る
。 

      

50
0m

3 以
下

は
監

督
職

員
承

諾
を

得
て

省
略

で
き

る
。

 

○
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
6
 

 

コ ン ク リ
 

|
 

ト ダ ム
 

材 料 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

必 須 

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
抑

制
対

策
 

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に

つ
い

て
」

（
平

成
14

年
7月

31
日

付
け

国
官

技
第

11
2号

、
国

港
環

第
35

号
、

国
空

建
第

78
号

）
」

 
 

同
左

 
骨

材
試

験
を

行
う

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
6ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

○
 

そ の 他 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
09

 
JI

S 
A 

11
10

 
JI

S 
A 

50
05

 
JI

S 
A 

50
11

-1
～

4 
JI

S 
A 

50
21

  
 

絶
乾

密
度

：
2.

5以
上

 
吸

水
率

：
[2

01
3年

制
定

]コ
ン

ク
リ

ー
ト

標
準

示
方

書
ダ

ム
コ

ン
ク

リ
ー

ト
編

に
よ

る
。

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
JI

S 
A 

50
05

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

砕
砂

及
び

砕
石

）
 

JI
S 

A 
50

11
-1

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
1部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
 

JI
S 

A 
50

11
-2

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
2部

：
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

 
JI

S 
A 

50
11

-3
(コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
3部

：
銅

ス
ラ

グ
骨

材
) 

 
JI

S 
A 

50
11

-4
(コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
4部

：
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
) 

 
JI

S 
A 

50
21

(ｺ
ﾝｸ

ﾘｰ
ﾄ用

再
生

骨
材

H 

○
 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 
JI

S 
A 

50
05

 
JI

S 
A 

50
21

  

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 
 

○
 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
 

JI
S 

R 
52

01
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 
JI

S 
R 

52
13

（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

 
 

 

○
 

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
 

JI
S 

R 
52

02
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 
JI

S 
R 

52
13

（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

 

 
 

○
 

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
 

JI
S 

A 
11

05
 

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
90

％
以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。
 

  

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
・

濃
い

場
合

は
、

JI
S 

A 
11

42
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

 
○
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

 
JI

S 
A 

11
42

 
圧

縮
強

度
の

90
％

以
上

 
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色
よ

り
濃

い
場

合
。

 
  

 
 

○
 

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
 

JI
S 

A 
11

03
 

 
粗

骨
材
：

1.
0％

以
下

。
た

だ
し

、
砕

石
の

場
合

、
微

粒
分

量
試

験
で

失
わ

れ
る

も
の

が
砕

石
粉

の
と

き
に

は
、

3.
0％

以
下

。
  

細
骨

材
：

 
・
7.

0％
以

下
。
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

3.
0％

以
下

。
 

・
砕

砂
の

場
合

、
微

粒
分

量
試

験
で

失
わ

れ
る

も
の

が
砕

石
粉

で
あ

っ
て

、
粘

土
、
シ

ル
ト

な
ど

を
含

ま
な

い
と

き
に

は
9.

0％
以

下
。

た
だ

し
、

同
様

の
場

合
で

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5.
0％

以
下

。
 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
（

山
砂

の
場

合
は

、
工

事
中

1回
／

週
以

上
）

 

 
 

○
 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

JI
S 

A 
11

37
 

細
骨

材
：

1.
0％

以
下

 
粗

骨
材

：
0.

25
％

以
下

 
  

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
 

 
 

 

○
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

 
JI

S 
A 

11
22

 
JI

S 
A 

50
05

 
細

骨
材

：
10

％
以

下
 

粗
骨

材
：

12
％
以

下
 

  

砂
、
砂

利
：

工
事

開
始

前
、
工

事
中

1回
／

6ヶ
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
砕

砂
、

砕
石

：
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1回
／

年
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。
 

○
 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

 
JI

S 
A 

11
21

 
40

％
以

下
 

  

工
事

開
始

前
、
工

事
中

１
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
 

 
 

○
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
6
 

 

コ ン ク リ
 

|
 

ト ダ ム
 

材 料 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

そ の 他 

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
 

 
上

水
道

水
及

び
上

水
道

水
以

外
の

水
の

場
合

：
 

JI
S 

A 
53

08
附

属
書

C 

懸
濁

物
質

の
量

：
2g

／
L以

下
 

溶
解

性
蒸

発
残

留
物

の
量

：
1g

／
L以

下
 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

20
0p

pm
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：

始
発

は
30

分
以

内
、

終
結

は
60

分
以

内
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7及

び
28

日
で

90
％

以
上

 
      

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
年

以
上

及
び

水
質

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
 

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、

上
水

道
を

使
用

し
て

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。
 

○
 

回
収

水
の

場
合

：
 

JI
S 

A 
53

08
附

属
書

C 
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
20

0p
pm

以
下

 
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

30
分

以
内

、
終

結
は

60
分

以
内

 
モ

ル
タ

ル
の

圧
縮

強
度

比
：

材
齢

7及
び

28
日

で
90

％
以

上
 

        

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
年

以
上

及
び

水
質

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
ス

ラ
ッ

ジ
水

の
濃

度
は

１
回

／
日

 

そ
の

原
水

は
上

水
道

水
及

び
上

水
道

水
以

外
の

水
の

規
定

に
適

合
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

○
 

製 造 （ プ ラ ン ト ） （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ たﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

そ の 他 

計
量

設
備

の
計

量
精

度
 

 
水

：
±

1％
以

内
 

セ
メ

ン
ト

：
±

1％
以

内
 

骨
材

 
：

±
3％

以
内

 
混

和
材

：
±

2％
以

内
 

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
の

場
合

は
±

1％
以

内
）

 
混

和
剤

：
±

3％
以

内
 

   

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

、
印

字
記

録
に

よ
り

確
認

を
行

う
。

 

○
 

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
 

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

 
 
JI

S 
A 

11
19

 
 
JI

S 
A 

86
03

-1
 

  
JI

S 
A 

86
03

-2
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
 

公
称

容
量

の
場

合
 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

の
モ

ル
タ

ル
量

の
偏

差
率

：
0.

8％
以

下
  

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

の
粗

骨
材

量
の

偏
差

率
：

5％
以

下
 

 
圧

縮
強

度
の

偏
差

率
：

7.
5％

以
下

 
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
空

気
量

の
偏

差
率

：
10

％
以

下
 

 
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
（

ス
ラ

ン
プ

）
の

偏
差

率
：

15
％

以
下

 
  

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
。

 
 

 

○
 

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
 

土
木

学
会

規
準

JS
CE

-I
 

50
2-

20
13

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0.
8％

以
下

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5％
以

下
 

圧
縮

強
度

差
：

7.
5％

以
下

 
空

気
量

差
：

1％
以

下
 

ス
ラ

ン
プ

差
：

3㎝
以

下
 

   

 

○
 

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
11

 
設

計
図

書
に

よ
る

 
         

2回
／

日
以

上
 

     

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

 

 

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
25

 
1回

／
日

以
上
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
6
 

 

コ ン ク リ
 

|
 

ト ダ ム
 

施 工 

必 須 

塩
化

物
総

量
規

制
 

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」

 
原

則
0.

3㎏
／

m3
以

下
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

設
が

午
前

と
午

後
に

ま
た

が
る

場
合

は
、

午
前

に
1回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

1／
2以

下
の

場
合

は
、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
（

1
試

験
の

測
定

回
数

は
3回

と
す

る
）
試

験
の

判
定

は
3回

の
測

定
値

の
平

均
値

。
 

・
小

規
模

工
種

※
で

1工
種

当
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

未
満

の
場

合
は

1工
種

1回
以

上
の

試
験

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

以
上

の
場

合
は

、
50

m3
ご

と
に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「

海
砂

の
塩

化
物

イ
オ

ン
含

有
率

試
験

方
法

」
（

JS
CE

-C
50

2-
20

18
,5

03
-2

01
8）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

 
 ※

小
規

模
工

種
と

は
、

以
下

の
工

種
を

除
く

工
種

と
す

る
。

（
橋

台
、

橋
脚

、
杭

類
（

場
所

打
杭

、
井

筒
基

礎
等

）
、

橋
梁

上
部

工
（

桁
、
床

版
、
高

欄
等

）
、
擁

壁
工
（

高
さ

1m
以

上
）
、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2.

0m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

工
種

及
び

特
記

仕
様

書
で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

 
 

 

単
位

水
量

測
定

 
「

レ
デ

ィ
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
単

位
水

量
測

定
要

領
（

案
）

（
平

成
16

年
3月

8日
事

務
連

絡
）

」
 

1）
測

定
し

た
単

位
水

量
が

、
配

合
設

計
±

15
kg

／
m3
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

そ
の

ま
ま

施
工

し
て

よ
い

。
 

2）
測

定
し

た
単

位
水

量
が

、
配

合
設

計
±

15
g／

m3
を

超
え

±
20

kg
／
m3
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生

コ
ン

製
造

者
に

改
善

を
指

示
し

、
そ

の
運

搬
車

の
生

コ
ン

は
打

設
す

る
。

そ
の

後
、

配
合

設
計

±
15

kg
／
m3
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
3台

毎
に

1回
、

単
位

水
量

の
測

定
を

行
う

。
 

な
お

、
「

15
kg

/m
3以

内
で

安
定

す
る

ま
で

」
と

は
、

2回
連

続
し

て
15

kg
/m

3以
内

の
値

を
観

測
す

る
こ

と
を

い
う

。
 

3）
配

合
設

計
±

20
kg

／
m3
の

指
示

値
を

越
え

る
場

合
は

、
生

コ
ン

を
打

込
ま

ず
に

、
持

ち
帰

ら
せ

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生

コ
ン

製
造

業
者

に
改

善
を

指
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

後
の

配
合

設
計

±
15

kg
/m

3以
内

に
な

る
ま

で
全

運
搬

車
の

測
定

を
行

う
。

 
な

お
、
測

定
値

が
管

理
値

ま
た

は
指

示
値

を
超

え
た

場
合

は
1回

に
限

り
再

試
験

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

再
試

験
を

実
施

し
た

場
合

は
2回

の
測

定
結

果
の

う
ち

、
配

合
設

計
と

の
差

の
絶

対
値

の
小

さ
い

方
の

値
で

評
価

し
て

よ
い

。
 

 

10
0m

3／
日

以
上

の
場

合
；

 
2回

／
日

（
午

前
1回

、
午

後
1回

）
以

上
、

重
要

構
造

物
の

場
合

は
重

要
度

に
応

じ
て

10
0m

3～
15

0m
3ご

と
に

1
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

と
し

、
測

定
回

数
は

多
い

方
を

採
用

す
る

。
 

示
方

配
合

の
単

位
水

量
の

上
限

値
は

、
粗

骨
材

の
最

大
寸

法
が

20
mm

～
25

mm
の

場
合

は
17

5k
g／

m3
、

40
mm

の
場

合
は

16
5k

g／
m3

を
基

本
と

す
る

。
 

 

ス
ラ

ン
プ

試
験

 
JI

S 
A 

11
01

 
ス

ラ
ン

プ
5㎝

以
上

8㎝
未

満
 ：

許
容

差
±

1.
5㎝

 
ス

ラ
ン

プ
8㎝

以
上

18
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2.

5㎝
 

・
荷

卸
し

時
 

・
1回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

の
応

じ
て

20
 m

3～
15

0m
3ご

と
に

1回
、

及
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。
 

 

・
小

規
模

工
種

※
で

1工
種

当
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

未
満

の
場

合
は

1工
種

1回
以

上
の

試
験

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
1工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

50
m3

以
上

の
場

合
は

、
50

m3
ご

と
に
1回

の
試

験
を

行
う

。
 

 ※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
（

橋
台

、
橋

脚
、

杭
類

（
場

所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）

、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、
高

欄
等

）
、
擁

壁
工
（

高
さ

1m
以

上
）
、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2.

0m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

工
種

及
び

特
記

仕
様

書
で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

 

 

空
気

量
測

定
 

JI
S 

A 
11

16
 

JI
S 

A 
11

18
 

JI
S 

A 
11

28
 

±
1.

5％
（

許
容

差
）

 
 

・
荷

卸
し

時
 

1回
／

日
ま

た
は

構
造

物
の

重
要

度
と

工
事

の
規

模
に

応
じ

て
20

m3
～
15

0m
3 ご

と
に

1回
、

及
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。
 

 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

08
 

(a
)圧

縮
強

度
の

試
験

値
が

、
設

計
基

準
強

度
の

80
％

を
1／

20
以

上
の

確
率

で
下

回
ら

な
い

。
 

(b
)圧

縮
強

度
の

試
験

値
が

、
設

計
基

準
強

度
を

1／
4以

上
の

確
率

で
下

回
ら

な
い

。
 

1回
3ヶ

 
1.

1ブ
ロ

ッ
ク

1リ
フ

ト
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

量
50

0m
3 未

満
の

場
合

1ブ
ロ

ッ
ク

1リ
フ

ト
当

り
1回

の
割

で
行

う
。

な
お

、
1ブ

ロ
ッ

ク
1リ

フ
ト

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
量

が
15

0m
3

以
下

の
場

合
及

び
数

種
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

配
合

か
ら

構
成

さ
れ

る
場

合
は

監
督

職
員

と
協

議
す

る
も

の
と

す
る

。
 

2.
1ブ

ロ
ッ

ク
1リ

フ
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

量
50

0m
3 以

上
の

場
合

1ブ
ロ

ッ
ク

1リ
フ

ト
当

り
2回

の
割

で
行

う
。
な

お
、

数
種

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
配

合
か

ら
構

成
さ

れ
る

場
合

は
監

督
職

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

 
3.

ピ
ア

、
埋

設
物

周
辺

及
び

減
勢

工
な

ど
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
、

打
設

日
1日

に
つ

き
2回

の
割

で
行

う
。

 
4.

上
記

に
示

す
基

準
は

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

が
安

定
し

た
場

合
の

標
準

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
打

ち
込

み
初

期
段

階
に

お
い

て
は

、
2～

3時
間

に
1回

の
割

合
で

行
う

。
 

 

 

温
度

測
定

（
気

温
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

）
 

温
度

計
に

よ
る

。
 

 
 

1回
供

試
体

作
成

時
各

ブ
ロ

ッ
ク

打
込

み
開

始
時

終
了

時
。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
6
 

 

コ ン ク リ
 

|
 

ト ダ ム
 

施 工 

そ の 他 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
単

位
容

積
質

量
試

験
 

JI
S 

A 
11

16
 

設
計

図
書

に
よ

る
 

1回
2ヶ

 
当

初
及

び
品

質
に

異
常

が
認

め
ら

れ
る

場
合

に
行

う
。

 
 

参
考

値
：

2.
3t

／
m3
以

上
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
洗

い
分

析
試

験
 

JI
S 

A 
11

12
 

1回
 

当
初

及
び

品
質

に
異

常
が

認
め

ら
れ

る
場

合
に

行
う

。
 

 

 
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ブ

リ
ー

ジ
ン

グ
試

験
 

JI
S 

A 
11

23
 

1回
1ヶ

 
当

初
及

び
品

質
に

異
常

が
認

め
ら

れ
る

場
合

に
行

う
。

 
 

 
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
引

張
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

13
 

1回
3ヶ

 
当

初
及

び
品

質
に

異
常

が
認

め
ら

れ
る

場
合

に
行

う
。

 
 

 
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
曲

げ
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

06
 

1回
3ヶ

 
当

初
及

び
品

質
に

異
常

が
認

め
ら

れ
る

場
合

に
行

う
。

 
 

 
 

 

 

2
7
 

  

覆 工 コ ン ク リ ｜ ト
 

材 料 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

必 須 

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
抑

制
対

策
 

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に

つ
い

て
」

（
平

成
14

年
7月

31
日

付
け

国
官

技
第

11
2号

、
国

港
環

第
35

号
、

国
空

建
第

78
号

）
」

 
 

同
左

 
骨

材
試

験
を

行
う

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
6ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

○
 

そ の 他 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 
JI

S 
A 

50
05

 
JI

S 
A 

50
11

-1
～

4 
JI

S 
A 

50
21

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 
 

○
 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
09

 
JI

S 
A 

11
10

 
JI

S 
A 

50
05

 
JI

S 
A 

50
11

-1
～

4 
JI

S 
A 

50
21

 

絶
乾

密
度

：
2.

5以
上

 
細

骨
材

の
吸

水
率

：
3.

5％
以

下
 

粗
骨

材
の

吸
水

率
：

3.
0％

以
下

 
（

砕
砂

・
砕

石
、

高
炉

ス
ラ

グ
骨

材
、

フ
ェ

ロ
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

細
骨

材
、
銅

ス
ラ

グ
細

骨
材

の
規

格
値

に
つ

い
て

は
適

用
を

参
照

） 
    

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
JI

S 
A 

50
05

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

砕
砂

及
び

砕
石

）
 

JI
S 

A 
50

11
-1

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
1部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
 

JI
S 

A 
50

11
-2

（
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
2部

：
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

 
JI

S 
A 

50
11

-3
(コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
3部

：
銅

ス
ラ

グ
骨

材
) 

 
JI

S 
A 

50
11

-4
(コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
4部

：
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
) 

 
JI

S 
A 

50
21

(ｺ
ﾝｸ

ﾘｰ
ﾄ用

再
生

骨
材

H)
 

○
 

（ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ） 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

 
JI

S 
A 

11
21

 
JI

S 
A 

50
05

 
砕

石
 
40

％
以

下
 

砂
利

 
30

％
以

下
 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
た

だ
し

、
砂

利
の

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 

 

○
 

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
 

JI
S 

A 
11

03
 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
53

08
 

粗
骨

材
 

砕
石

 
3.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
粒

形
判

定
実

績
率

が
58

％
以

上
の

場
合

は
5.

0％
以

下
）

  
ス

ラ
グ

粗
骨

材
 

5.
0％

以
下

  
そ

れ
以

外
（

砂
利

等
）

 
1.

0％
以

下
  

細
骨

材
 

砕
砂

 
9.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5.
0％

以
下

）
  

ス
ラ

グ
細

骨
材

 
7.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5.
0％

以
下

）
  

そ
れ

以
外
（

砂
等

）
 

5.
0％

以
下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

3.
0％

以
下

）
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
（

山
砂

の
場

合
は

、
工

事
中

1回
／

週
以

上
）

 

 
 

○
 

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
 

JI
S 

A 
11

05
 

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
90

％
以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
濃

い
場

合
は

、
JI

S 
A 

11
42

「
有

機
不

純
物

を
含

む
細

骨
材

の
モ

ル
タ

ル
圧

縮
強

度
に

よ
る

試
験

方
法

」
に

よ
る

。
 

○
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

 
JI

S 
A 

11
42

 
圧

縮
強

度
の

90
％

以
上

 
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色
よ

り
濃

い
場

合
。

 
 

 
 

○
 

 

2-231



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
7
 

 

覆 工 コ ン ク リ ｜ ト
 

材 料 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

そ の 他 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

JI
S 

A 
11

37
 

細
骨

材
：

1.
0％

以
下

 
粗

骨
材

：
0.

25
％

以
下

 
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

 
 

○
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

 
JI

S 
A 

11
22

 
JI

S 
A 

50
05

 
細

骨
材

：
10

％
以

下
 

粗
骨

材
：

12
％
以

下
 

 

砂
、
砂

利
：

工
事

開
始

前
、
工

事
中

1回
／

6ヶ
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
砕

砂
、

砕
石

：
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1回
／

年
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。
 

○
 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
 

JI
S 

R 
52

01
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 
JI

S 
R 

52
13

（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

 
 

 
 

○
 

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
 

JI
S 

R 
52

02
 

 
 

○
 

（ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ） 

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
 

 
 

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
場

合
：

 
JI

S 
A 

53
08

附
属

書
C 

懸
濁

物
質

の
量

：
2g

／
L以

下
 

溶
解

性
蒸

発
残

留
物

の
量

：
1g

／
L以

下
 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

20
0p

pm
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：

始
発

は
30

分
以

内
、

終
結

は
60

分
以

内
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7及

び
28

日
で

90
％

以
上

 
 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
及

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、

上
水

道
を

使
用

し
て

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。
 

○
 

回
収

水
の

場
合

：
 

JI
S 

A 
53

08
附

属
書

C 
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
20

0p
pm

以
下

 
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

30
分

以
内

、
終

結
は

60
分

以
内

 
モ

ル
タ

ル
の

圧
縮

強
度

比
：

材
齢

7及
び

28
日

で
90

％
以

上
 

 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
及

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

ス
ラ

ッ
ジ

水
の
濃

度
は

１
回

／
日

 

そ
の

原
水

は
上

水
道

水
及

び
上

水
道

水
以

外
の

水
の

規
定

に
適

合
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

○
 

製 造 （ プ ラ ン ト ） （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

そ の 他 

計
量

設
備

の
計

量
精

度
 

 
水

：
±

1％
以

内
 

セ
メ

ン
ト

：
±

1％
以

内
 

骨
材

 
：

±
3％

以
内

 
混

和
材

：
±

2％
以

内
 

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
の

場
合

は
±

1％
以

内
）

 
混

和
剤

：
±

3％
以

内
 

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
6ヶ

月
以

上
 

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
場

合
、

印
字

記
録

に
よ

り
確

認
を

行
う

。
 

○
 

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
 

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

 
 
JI

S 
A 

11
19

 
 
JI

S 
A 

86
03

-1
 

  
JI

S 
A 

86
03

-2
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
 

公
称

容
量

の
場

合
：

 
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
の

モ
ル

タ
ル

量
の

偏
差

率
：

0.
8％

以
下

  
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
の

粗
骨

材
量

の
偏

差
率

：
5％

以
下

 
 

圧
縮

強
度

の
偏

差
率

：
7.

5％
以

下
 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

空
気

量
の

偏
差

率
：

10
％

以
下

 
 

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

（
ス

ラ
ン

プ
）

の
偏

差
率

：
15

％
以

下
 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
。

 
 

 

○
 

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
 

土
木

学
会

規
準

JS
CE

-I
 

50
2-

20
13

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0.
8％

以
下

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5％
以

下
 

圧
縮

強
度

差
：

7.
5％

以
下

 
空

気
量

差
：

1％
以

下
 

ス
ラ

ン
プ

差
：

3㎝
以

下
 

  

○
 

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
11

 
設

計
図

書
に

よ
る

 
     

2回
／

日
以

上
 

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

○
 

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
25

 
設

計
図

書
に

よ
る

 
     

1回
／

日
以

上
 

○
 

2-232



 

工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
7
 

 

覆 工 コ ン ク リ ｜ ト
 

施 工 

必 須 

ス
ラ

ン
プ

試
験

 
JI

S 
A 

11
01

 
ス

ラ
ン

プ
5㎝

以
上

8㎝
未

満
 ：

許
容

差
±

1.
5㎝

 
ス

ラ
ン

プ
8㎝

以
上

18
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2.

5㎝
 

・
荷

卸
し

時
 

1回
／

日
以

上
ま

た
は

構
造

物
の

重
要

度
と

工
事

の
規

模
に

応
じ

て
20

～
15

0m
3ご

と
に

1回
、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
 

 

 

単
位

水
量

測
定

 
「

レ
デ

ィ
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
単

位
水

量
測

定
要

領
（

案
）

（
平

成
16

年
3月

8日
事

務
連

絡
）

」
 

1）
測

定
し

た
単

位
水

量
が

、
配

合
設

計
±

15
kg

／
m3
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

そ
の

ま
ま

施
工

し
て

よ
い

。
 

2）
測

定
し

た
単

位
水

量
が

、
配

合
設

計
±

15
g／

m3
を

超
え

±
20

kg
／
m3
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生

コ
ン

製
造

者
に

改
善

を
指

示
し

、
そ

の
運

搬
車

の
生

コ
ン

は
打

設
す

る
。

そ
の

後
、

配
合

設
計

±
15

kg
／
m3
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
3台

毎
に

1回
、

単
位

水
量

の
測

定
を

行
う

。
 

な
お

、
「

15
kg

/m
3以

内
で

安
定

す
る

ま
で

」
と

は
、

2回
連

続
し

て
15

kg
/m

3以
内

の
値

を
観

測
す

る
こ

と
を

い
う

。
 

3）
配

合
設

計
±

20
kg

／
m3
の

指
示

値
を

越
え

る
場

合
は

、
生

コ
ン

を
打

込
ま

ず
に

、
持

ち
帰

ら
せ

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生

コ
ン

製
造

業
者

に
改

善
を

指
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

後
の

配
合

設
計

±
15

kg
/m

3以
内

に
な

る
ま

で
全

運
搬

車
の

測
定

を
行

う
。

 
な

お
、
測

定
値

が
管

理
値

ま
た

は
指

示
値

を
超

え
た

場
合

は
1回

に
限

り
再

試
験

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

再
試

験
を

実
施

し
た

場
合

は
2回

の
測

定
結

果
の

う
ち

、
配

合
設

計
と

の
差

の
絶

対
値

の
小

さ
い

方
の

値
で

評
価

し
て

よ
い

。
 

 

10
0m

3／
日

以
上

の
場

合
；

 
2回

／
日

（
午

前
1回

、
午

後
1回

）
以

上
、

重
要

構
造

物
の

場
合

は
重

要
度

に
応

じ
て

10
0m

3～
15

0m
3ご

と
に

1
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

と
し

、
測

定
回

数
は

多
い

方
を

採
用

す
る

。
 

示
方

配
合

の
単

位
水

量
の

上
限

値
は

、
粗

骨
材

の
最

大
寸

法
が

20
mm

～
25

mm
の

場
合

は
17

5k
g／

m3
、

40
mm

の
場

合
は

16
5k

g／
m3

を
基

本
と

す
る

。
 

 
（ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ） 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

08
 

1回
の

試
験

結
果

は
指

定
し

た
呼

び
強

度
の

85
％

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 
3回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

（
1回

の
試

験
結

果
は

、
3個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

）
 

・
荷

卸
し

時
 

1回
／

日
以

上
、

構
造

物
の

重
要

度
と

工
事

の
規

模
に

応
じ

て
20

m3
～
15

0m
3ご

と
に

1回
、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
。
な

お
、
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

打
設

場
所

で
採

取
し

、
1回

に
つ

き
6個

（
σ

7…
3個

、
σ

28
…

3個
）

と
す

る
。

 

 

 

塩
化

物
総

量
規

制
 

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」

 
原

則
0.

3㎏
／

m3
以

下
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

設
が

午
前

と
午

後
に

ま
た

が
る

場
合

は
、

午
前

に
1回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

1／
2以

下
の

場
合

は
、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
（

1
試

験
の

測
定

回
数

は
3回

と
す

る
）
試

験
の

判
定

は
3回

の
測

定
値

の
平

均
値

。
 

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「

海
砂

の
塩

化
物

イ
オ

ン
含

有
率

試
験

方
法

」
（

JS
CE

-C
50

2-
20

18
,5

03
-2

01
8）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

 
 

空
気

量
測

定
 

JI
S 

A 
11

16
 

JI
S 

A 
11

18
 

JI
S 

A 
11

28
 

±
1.

5％
（

許
容

差
）

 
・

荷
卸

し
時

 
1回

／
日

以
上

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

20
m3

～
15

0m
3 ご

と
に

1回
、

及
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。
 

 

 

そ の 他 

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

07
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

品
質

に
異

常
が

認
め

ら
れ

た
場

合
に

行
う

。
 

  

 
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
洗

い
分

析
試

験
 

JI
S 

A 
11

12
 

1回
 

品
質

に
異

常
が

認
め

ら
れ

た
場

合
に

行
う

。
 

 
 

 
 

施 工 後 試 験 

必 須 

ひ
び

割
れ

調
査

 
   

ス
ケ

ー
ル

に
よ

る
測

定
 

   

0.
2m

m 
  

本
数

 
総

延
長

 
最

大
ひ

び
割

れ
幅

等
 

ひ
び

割
れ

幅
が

0.
2㎜

以
上

の
場

合
は

、
「

ひ
び

割
れ

発
生

状
況

の
調

査
」

を
実

施
す

る
。

 
  

 

テ
ス

ト
ハ

ン
マ

ー
に

よ
る

強
度

推
定

調
査

 
JS

CE
-G

 5
04

-2
01

3 
 

設
計

基
準

強
度

 
強

度
が

同
じ

ブ
ロ

ッ
ク

を
1構

造
物

の
単

位
と

し
、

各
単

位
に

つ
き

3ヶ
所

の
調

査
を

実
施

。
ま

た
、
調

査
の

結
果

、
平

均
値

が
設

計
基

準
強

度
を

下
回

っ
た

場
合

と
、

1回
の

試
験

結
果

が
設

計
基

準
強

度
の

85
％

以
下

と
な

っ
た

場
合

は
、

そ
の

箇
所

の
周

辺
に

お
い

て
、

再
調

査
を

5ヶ
所

実
施

。
 

材
齢

28
日

～
91

日
の

間
に

試
験

を
行

う
。

 
 

再
調

査
の

平
均

強
度

が
、

所
定

の
強

度
が

得
ら

れ
な

い
場

合
、

も
し

く
は

1
ヶ

所
の

強
度

が
設

計
強

度
の

85
％

を
下

回
っ

た
場

合
は

、
コ

ア
に

よ
る

強
度

試
験

を
行

う
。

 
工

期
等

に
よ

り
、
基

準
期

間
内

に
調

査
を

行
え

な
い

場
合

は
監

督
職

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

07
 

設
計

基
準

強
度

 
所

定
の

強
度

を
得

ら
れ

な
い

箇
所

付
近

に
お

い
て

、
原

位
置

の
コ

ア
を

採
取

。
 

コ
ア

採
取

位
置

、
供

試
体

の
抜

き
取

り
寸

法
等

の
決

定
に

際
し

て
は

、
設

置
さ

れ
た

鉄
筋

を
損

傷
さ

せ
な

い
よ

う
十

分
な

検
討

を
行

う
。

 
圧

縮
強

度
試

験
の

平
均

強
度

が
所

定
の

強
度

が
得

ら
れ

な
い

場
合

、
も

し
く

は
1ヶ

所
の

強
度

が
設

計
強

度
の

85
％

を
下

回
っ

た
場

合
は

、
監

督
職

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
8
 

 

吹 付 け コ ン ク リ ｜ ト
 

材 料 

必 須 

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
反

応
抑

制
対

策
 

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に

つ
い

て
」

（
平

成
14

年
7月

31
日

付
け

国
官

技
第

11
2号

、
国

港
環

第
35

号
、

国
空

建
第

78
号

）
 

 

同
左

 
骨

材
試

験
を

行
う

場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
6ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

 

○
 

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 
   

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
細

骨
材

は
採

取
箇

所
ま

た
は

、
品

質
の

変
更

が
あ

る
ご

と
に
1回

。
 

た
だ

し
、
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
一

材
料

の
場

合
は

省
略

で
き

る
。
粗

骨
材

は
採

取
箇

所
ま

た
は

、
品

質
の

変
更

が
あ

る
ご

と
に

1回
。

 
  

 
 

 

骨
材

の
単

位
容

積
質

量
試

験
 

JI
S 

A 
11

04
 

  

 

○
 

（ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ） 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
09

 
JI

S 
A 

11
10

 
絶

乾
密

度
：

2.
5以

上
 

細
骨

材
の

吸
水

率
：

3.
5％

以
下

 
粗

骨
材

の
吸

水
率

：
3.

0％
以

下
 

 

 
 

○
 

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
 

JI
S 

A 
11

03
 

JI
S 

A 
50

05
 

JI
S 

A 
53

08
 

粗
骨

材
 

砕
石

 
3.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
粒

形
判

定
実

績
率

が
58

％
以

上
の

場
合

は
5.

0％
以

下
）

  
ス

ラ
グ

粗
骨

材
 

5.
0％

以
下

  
そ

れ
以

外
（

砂
利

等
）

 
1.

0％
以

下
  

細
骨

材
 

砕
砂

 
9.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5.
0％

以
下

）
  

ス
ラ

グ
細

骨
材

 
7.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5.
0％

以
下

）
  

そ
れ

以
外
（

砂
等

）
 

5.
0％

以
下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

3.
0％

以
下

）
 

  

 

○
 

 

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
 

JI
S 

A 
11

05
 

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
90

％
以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。
 

 

濃
い

場
合

は
、

JI
S 

A 
11

42
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

 
○
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

 
JI

S 
A 

11
42

 
圧

縮
強

度
の

90
％

以
上

 
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色
よ

り
濃

い
場

合
。

 
 

 
 

○
 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

JI
S 

A 
11

37
 

細
骨

材
：

1.
0％

以
下

 
粗

骨
材

：
0.

25
％

以
下

 
 

細
骨

材
は

採
取

箇
所

ま
た

は
、
品

質
の

変
更

が
あ

る
ご

と
に
1回

。
 

た
だ

し
、
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
一

材
料

の
場

合
は

省
略

で
き

る
。
粗

骨
材

は
採

取
箇

所
ま

た
は

、
品

質
の

変
更

が
あ

る
ご

と
に

1回
。

 
 

 
 

 
 

○
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

 
JI

S 
A 

11
22

 
細

骨
材

：
10

％
以

下
 

粗
骨

材
：

12
％
以

下
 

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。
 

○
 

粗
骨

材
の

粒
形

判
定

実
績

率
試

験
 

JI
S 

A 
50

05
 

55
％

以
上

 
粗

骨
材

は
採

取
箇

所
ま

た
は

、
品

質
の

変
更

が
あ

る
ご

と
に
1回

。
 

 

 
 

○
 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
 

JI
S 

R 
52

01
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 
JI

S 
R 

52
13

（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

  

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

 
 

 

○
 

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
 

JI
S 

R 
52

02
 

 

○
 

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
 

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
場

合
：

 
JI

S 
A 

53
08

附
属

書
C 

懸
濁

物
質

の
量

：
2g

／
L以

下
 

溶
解

性
蒸

発
残

留
物

の
量

：
1g

／
L以

下
 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

20
0p

pm
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：

始
発

は
30

分
以

内
、

終
結

は
60

分
以

内
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7及

び
28

日
で

90
％

以
上

 
   

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
及

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

上
水

道
を

使
用

し
て

い
る

場
合

は
試

験
に

換
え

、
上

水
道

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。
 

○
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

2
8
 

 

吹 付 け コ ン ク リ ｜ ト
 

材 料 

そ の 他 

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
 

回
収

水
の

場
合

：
 

JI
S 

A 
53

08
附

属
書

C 
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
20

0p
pm

以
下

 
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

30
分

以
内

、
終

結
は

60
分

以
内

 
モ

ル
タ

ル
の

圧
縮

強
度

比
：

材
齢

7及
び

28
日

で
90

％
以

上
 

 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
及

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

ス
ラ

ッ
ジ

水
の

濃
度

は
１

回
／

日
 

そ
の

原
水

は
上

水
道

水
及

び
上

水
道

水
以

外
の

水
の

規
定

に
適

合
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

○
 

製 造 （ プ ラ ン ト ） （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク

リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

そ の 他 

計
量

設
備

の
計

量
精

度
 

 
水

：
±

1％
以

内
 

セ
メ

ン
ト

：
±

1％
以

内
 

骨
材

 
：

±
3％

以
内

 
混

和
材

：
±

2％
以

内
 

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
の

場
合

は
±

1％
以

内
）

 
混

和
剤

：
±

3％
以

内
 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
6ヶ

月
以

上
 

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
場

合
、

印
字

記
録

に
よ

り
確

認
を

行
う

。
 

○
 

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
 

 
 

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

 
 
JI

S 
A 

11
19

 
 
JI

S 
A 

86
03

-1
 

  
JI

S 
A 

86
03

-2
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
 

公
称

容
量

の
場

合
 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
モ

ル
タ

ル
量

の
偏

差
率

：
0.

8％
以

下
  

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
粗

骨
材

量
の

偏
差

率
：

5％
以

下
 

 
圧

縮
強

度
の

偏
差

率
：

7.
5％

以
下

 
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

空
気

量
の

偏
差

率
：

10
％

以
下

 
 

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

（
ス

ラ
ン

プ
）

の
偏

差
率

：
15

％
以

下
 

 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

1回
／

年
以

上
。

 
 

 

○
 

（ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ） 

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
 

土
木

学
会

規
準

JS
CE

-I
 

50
2-

20
13

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0.
8％

以
下

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5％
以

下
 

圧
縮

強
度

差
：

7.
5％

以
下

 
空

気
量

差
：

1％
以

下
 

ス
ラ

ン
プ

差
：

3㎝
以

下
 

 

○
 

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
11

 
  

設
計

図
書

に
よ

る
 

2回
／

日
以

上
 

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

 
○
 

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
25

 
  

1回
／

日
以

上
。

 

○
 

施 工 

必 須 

塩
化

物
総

量
規

制
 

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」

 
原

則
0.

3㎏
／

m3
以

下
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

設
が

午
前

と
午

後
に

ま
た

が
る

場
合

は
、

午
前

に
1回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

1／
2以

下
の

場
合

は
、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
（

1
試

験
の

測
定

回
数

は
3回

と
す

る
）
試

験
の

判
定

は
3回

の
測

定
値

の
平

均
値

。
 

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「

海
砂

の
塩

化
物

イ
オ

ン
含

有
率

試
験

方
法

」
（

JS
CE

-C
50

2-
20

18
,5

03
-2

01
8）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

 
  

 

吹
付

け
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

初
期

強
度
（

引
抜

き
せ

ん
断

強
度

）
 

引
抜

き
方

法
に

よ
る

吹
付

け
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

初
期

強
度

試
験

方
法

（
JS

CE
-G

56
1-

20
10

）
 

1日
強

度
で

5N
/m

m2
以

上
 

ト
ン

ネ
ル

施
工

長
40

mご
と

に
1回

 
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

08
 

土
木

学
会

規
準

JS
CE

 
F5

61
-2

01
3 

1回
の

試
験

結
果

は
指

定
し

た
呼

び
強

度
の

85
％

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 
3回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

（
1回

の
試

験
結

果
は

、
3個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

）
 

ト
ン

ネ
ル

施
工

長
40

m毎
に
1回

 
材

齢
7日

,2
8日

（
2×

3
＝
6供

試
体

）
な

お
、

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

は
現

場
に

配
置

さ
れ

た
型

枠
に

工
事

で
使

用
す

る
の

と
同

じ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

吹
付

け
、
現

場
で

7日
間

及
び

28
日

間
放

置
後

、
φ
5

㎝
の

コ
ア

を
切

り
取

り
キ

ャ
ッ

ピ
ン

グ
を

行
う

。
1回

に
6

本
（

σ
7…

3本
、

σ
28

…
3本

、
）

と
す

る
。

 

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「

海
砂

の
塩

化
物

イ
オ

ン
含

有
率

試
験

方
法

」
（

JS
CE

-C
50

2-
20

18
,5

03
-2

01
8）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

 
 

そ の 他 

ス
ラ

ン
プ

試
験

 
JI

S 
A 

11
01

 
ス

ラ
ン

プ
5㎝

以
上

8㎝
未

満
 ：

許
容

差
±

1.
5㎝

 
ス

ラ
ン

プ
8㎝

以
上

18
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2.

5㎝
 

・
荷

卸
し

時
 

1回
／

日
以

上
、

構
造

物
の

重
要

度
と

工
事

の
規

模
に

応
じ

て
20

m3
～

15
0m

3 ご
と

に
1回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
。

 
 

。
 

 

空
気

量
測

定
 

JI
S 

A 
11

16
 

JI
S 

A 
11

18
 

JI
S 

A 
11

28
 

±
1.

5％
（

許
容

差
）

 
・

荷
卸

し
時

 
1回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

20
 m

3 ～
15

0m
3 ご

と
に

1回
、

及
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。
 

  

 

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

07
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
品

質
に

異
常

が
認

め
ら

れ
た

場
合

に
行

う
。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

2
9
 

 

ロ ッ ク ボ ル ト
 

材 料 

そ の 他 

外
観

検
査

（
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
）

 
・

目
視

 
・

寸
法

計
測

 
   

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
材

質
は

製
造

会
社

の
試

験
に

よ
る

。
 

 
 

○
 

施 工 

必 須 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
試

験
 

JI
S 

A 
11

08
 

1)
施

工
開

始
前

に
1回

 
2)

施
工

中
は

、
ト

ン
ネ

ル
施

工
延

長
50

mご
と

に
1回

 
3)

製
造

工
場

ま
た

は
品

質
の

変
更

が
あ

る
ご

と
に

1回
 

 
 

 

（ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ） 

モ
ル

タ
ル

の
フ

ロ
ー

値
試

験
 

JI
S 

R 
52

01
 

1)
施

工
開

始
前

に
1回

 
2)

施
工

中
ま

た
は

必
要

の
都

度
 

3)
製

造
工

場
ま

た
は

品
質

の
変

更
が

あ
る

ご
と

に
1回

 

 
 

 

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

の
引

抜
き

試
験

 
参

考
資

料
「

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

の
引

抜
試

験
」

に
よ

る
 

 
掘

削
の

初
期

段
階

は
20

mご
と

に
、
そ

の
後

は
50

mご
と

に
実

施
、
1断

面
当

た
り

3本
均

等
に

行
う
（

た
だ

し
、
坑

口
部

で
は

両
側

壁
各

1本
）

。
 

 
 

 

 

3
0
 

 

路 上 再 生 路 盤 工
 

材 料 

必 須 

修
正

CB
R試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
5 

修
正

CB
R2

0％
以

上
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0m
2以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
,3

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

,1
00

0m
3 未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

 

土
の

粒
度

試
験

 
JI

S 
A 

12
04

 
舗

装
再

生
便

覧
参

照
 

表
-3

.2
.8

 路
上

再
生

路
盤

用
素

材
の

望
ま

し
い

粒
度

範
囲

に
よ

る
 

当
初

及
び

材
料

の
変

化
時

 
 

 
 

 

土
の

含
水

比
試

験
 

JI
S 

A 
12

03
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

 
 

 

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
 

JI
S 

A 
12

05
 

塑
性

指
数

PI
：
9以

下
 

 
 

 
 

そ の 他 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
 

JI
S 

R 
52

01
 

JI
S 

R 
52

10
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

11
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

12
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

 
JI

S 
R 

52
13

（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ

セ
メ

ン
ト

）
 

JI
S 

R 
52

14
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）
 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1回

／
月

以
上

 
 

 
 

○
 

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
 

JI
S 

R 
52

02
 

 
 

○
 

施 工 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
18

5 
 砂

置
換

法
（

JI
S 
A 
12

14
） 

 砂
置

換
法

は
、

最
大

粒
径

が
53

mm
以

下
の

場
合

の
み

適
用

で
き

る
 

 

基
準

密
度

の
93

％
以

上
。

 
X1

0 
95

％
以

上
 

X6
 9

5.
5％

以
上

 
X3

 9
6.

5％
以

上
 

 

・
締

固
め

度
は

、
個

々
の

測
定

値
が

基
準

密
度

の
93

％
以

上
を

満
足

す
る

も
の

と
し

、
か

つ
平

均
値

に
つ

い
て

以
下

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
 

・
締

固
め

度
は

、
10

個
の

測
定

値
の

平
均

値
X1

0が
規

格
値

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、
10

個
の

測
定

値
が

得
が

た
い

場
合

は
3個

の
測

定
値

の
平

均
値

X3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X3

が
規

格
値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3個
の

デ
ー

タ
を

加
え

た
平

均
値

X6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

 
・
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
を

超
え

る
場

合
は

、
10

,0
00

㎡
以

下
を

1ロ
ッ

ト
と

し
、

1ロ
ッ

ト
あ

た
り

10
個

（
10

孔
）

で
測

定
す

る
。

 
（

例
）

 
 
3,

00
1～

10
,0

00
㎡

：
10

個
 

 
10

,0
01

㎡
以

上
の

場
合

、
10

,0
00

㎡
毎

に
10

個
追

加
し

、
測

定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
 

 
例

え
ば

12
,0

00
㎡

の
場

合
：
6,

00
0㎡

／
1ロ

ッ
ト

毎
に

10
個

、
合

計
20

個
 

 
な

お
、
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
以

下
の

場
合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1工
事

あ
た

り
3個

（
3孔

）
以

上
で

測
定

す
る

。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

3
0
 

 

路 上 再 生 路 盤 工
 

施 工 

必 須 

土
の

一
軸

圧
縮

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

68
  

   

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

当
初

及
び

材
料

の
変

化
時

 
 

 
 

 

CA
Eの

一
軸

圧
縮

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

69
  

   

CA
Eの

一
軸

圧
縮

試
験

と
は

、
路

上
再

生
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
乳

剤
安

定
処

理
路

盤
材

料
の

一
軸

圧
縮

試
験

を
指

す
。

 

 

含
水

比
試

験
 

JI
S 

A 
12

03
 

   

1～
2回

／
日

 
 

 

 

 

3
1
 

 

路 上 表 層 再 生 工 工
 

材 料 

必 須 

旧
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
針

入
度

 
JI

S 
K 

22
07

 
 

 
  

当
初

及
び

材
料

の
変

化
時

 
十

分
な

デ
ー

タ
が

あ
る

場
合

や
事

前
調

査
時

の
デ

ー
タ

が
利

用
で

き
る

場
合

に
は

そ
れ

ら
を

用
い

て
も

よ
い

。
 

    

 

旧
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
の

軟
化

点
 

 
 

  
 

既
設

表
層

混
合

物
の

密
度

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[3
]-

91
 

 
 

  
 

既
設

表
層

混
合

物
の

最
大

比
重

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

22
9 

 
 

  
 

既
設

表
層

混
合

物
の

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分

析
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
23

8 
 

 
 

  
 

既
設

表
層

混
合

物
の

ふ
る

い
分

け
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[2

]-
14

 
 

 
 

 

新
規

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
 

「
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
」

に
準

じ
る

。
 

 

同
左

 
 

 

○
 

施 工 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[3

]-
91

  
 

基
準

密
度

の
96

％
以

上
 

X1
0 

98
％

以
上

 
X6

  
98

％
以

上
 

X3
  

98
.5

％
以

上
 

 

・
締

固
め

度
は

、
個

々
の

測
定

値
が

基
準

密
度

の
96

％
以

上
を

満
足

す
る

も
の

と
し

、
か

つ
平

均
値

に
つ

い
て

以
下

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
 

・
締

固
め

度
は

、
10

個
の

測
定

値
の

平
均

値
X1

0が
規

格
値

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、
10

個
の

測
定

値
が

得
が

た
い

場
合

は
3個

の
測

定
値

の
平

均
値

X3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X3

が
規

格
値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3個
の

デ
ー

タ
を

加
え

た
平

均
値

X6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

 
・
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
を

超
え

る
場

合
は

、
10

,0
00

㎡
以

下
を

1ロ
ッ

ト
と

し
、

1ロ
ッ

ト
あ

た
り

10
個

（
10

孔
）

で
測

定
す

る
。

 
 （

例
）

 
 
3,

00
1～

10
,0

00
㎡

：
10

個
 

 
10

,0
01

㎡
以

上
の

場
合

、
10

,0
00

㎡
毎

に
10

個
追

加
し

、
測

定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
 

 
例

え
ば

12
,0

00
㎡

の
場

合
：
6,

00
0㎡

／
1ロ

ッ
ト

毎
に

10
個

、
合

計
20

個
 

 
な

お
、
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
以

下
の

場
合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1工
事

あ
た

り
3個

（
3孔

）
以

上
で

測
定

す
る

。
 

空
隙

率
に

よ
る

管
理

で
も

よ
い

。
 

 

 

温
度

測
定

 
温

度
計

に
よ

る
。

 
   

11
0℃

以
上

 
随

時
 

測
定

値
の

記
録

は
、

1日
4回

（
午

前
・

午
後

各
2回

）
 

  
 

か
き

ほ
ぐ

し
深

さ
 

「
舗

装
再

生
便

覧
」

 付
録
-8

に
準

じ
る

。
 

  

－
0.

7c
m以

内
 

1,
00

0㎡
毎
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 
 

3
1
 

路 上 表 層 再 生 工 工
 
 

 

施 工 

そ の 他 

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

14
  

2.
36

mm
ふ

る
い

：
±

12
％

以
内

 
適

宜
 

 
目

標
値

を
設

定
し

た
場

合
の

み
実

施
す

る
。

 
 

 

粒
度

（
75

μ
mフ

ル
イ

）
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[2

]-
14

  
 

75
μ
mふ

る
い

：
±

5％
以

内
 

 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分

析
試

験
 

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[4
]-

23
8 

 
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
量

：
±

0.
9％

以
内

 

 

3
2
 

 

排 水 性 舗 装 工
 

・
 

透 水 性 舗 装 工
 

材 料 

必 須 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
02

 
「

舗
装

施
工

便
覧

」
3-

3-
2(

3)
に

よ
る

。
 

  

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前
 

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
 工

面
積

で
1,

00
0㎡

以
上

10
00

0㎡
未

満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
50

0t
以

上
、

30
00

ｔ
未

満
(コ

ン
ク

リ
ー

ト
で

は
40

0m
3 以

上
,1

00
0m

3 未
満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

 

○
 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 
JI

S 
A 

11
09

 
JI

S 
A 

11
10

 
砕

石
・

玉
砕

、
製

鋼
ス

ラ
グ

（
SS

）
 

 
 表

乾
比

重
：

2.
45

以
上

 
 
 吸

水
率

 
：
3.

0％
以

下
 

 

○
 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

JI
S 

A 
11

37
 

粘
土

、
粘

土
塊

量
：

0.
25

％
以

下
 

  
○
 

粗
骨

材
の

形
状

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

45
 

細
長

、
あ

る
い

は
偏

平
な

石
片

：
10

％
以

下
 

  
○
 

フ
ィ

ラ
ー

の
粒

度
試

験
 

JI
S 

A 
50

08
 

「
舗

装
施

工
便

覧
」

3-
3-

2(
4)

に
よ

る
。

 
   

○
 

フ
ィ

ラ
ー

の
水

分
試

験
 

JI
S 

A 
50

08
 

1％
以

下
 

  
○
 

フ
ィ

ラ
ー

の
塑

性
指

数
試

験
 

JI
S 

A 
12

05
 

4以
下

 
  

○
 

フ
ィ

ラ
ー

の
フ

ロ
ー

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

65
 

50
％

以
下

 
   

○
 

製
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[2

]-
77

 
水

浸
膨

張
比

：
2.

0％
以

下
 

   

○
 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

 
JI

S 
A 

11
21

 
砕

石
・

玉
砕

、
製

鋼
ス

ラ
グ

（
SS

）
：

30
％

以
下

 
  

○
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

 
  

JI
S 

A 
11

22
 

損
失

量
：

12
％
以

下
 

   

○
 

針
入

度
試

験
 

JI
S 

K 
22

07
 

40
(1

／
10

mm
）

以
上

 
  

○
 

軟
化

点
試

験
 

 
JI

S 
K 

22
07

 
 

80
.0

℃
以

上
 

  
○
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

3
2
 

 

排 水 性 舗 装 工
 

・
 

透 水 性 舗 装 工
 

材 料 

そ の 他 

伸
度

試
験

 
JI

S 
K 

22
07

 
50

cm
以

上
（

15
℃

）
 

  

 
・

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

10
,0

00
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

 基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3,
00

0t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
・

小
規

模
工

事
は

管
理

結
果

を
施

工
管

理
に

反
映

で
き

る
規

模
の

工
事

を
い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 
①

施
工

面
積

で
1,

00
0㎡

以
上

10
00

0㎡
未

満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
50

0t
以

上
,3

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

,1
00

0m
3 未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

 

○
 

引
火

点
試

験
 

JI
S 

K 
22

65
-1

 
JI

S 
K 

22
65

-2
 

JI
S 

K 
22

65
-3

 
JI

S 
K 

22
65

-4
 

26
0℃

以
上

 
    

○
 

薄
膜

加
熱

質
量

変
化

率
 

JI
S 

K 
22

07
 

0.
6％

以
下

 
  

○
 

薄
膜

加
熱

針
入

度
残

留
率

 
JI

S 
K 

22
07

 
65

％
以

上
 

  
○
 

タ
フ

ネ
ス

・
テ

ナ
シ

テ
ィ

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

24
4 

タ
フ

ネ
ス

：
20

N・
m 

   

○
 

密
度

試
験

 
JI

S 
K 

22
07

 
   

○
 

プ ラ ン ト 

必 須 

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

14
 

2.
36

mm
ふ

る
い

：
±

12
％

以
内

基
準

粒
度

 
   

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

定
期

的
ま

た
は

随
時

。
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
 

印
字

記
録

の
場

合
：
全

数
ま

た
は

抽
出
・
ふ

る
い

分
け

試
験
 1

～
2回

／
日

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
10

,0
00

㎡
あ

る
い

は
使

用
す

る
 基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3,

00
0t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日
連

続
す

る
場

合
で

、
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

1,
00

0㎡
以

上
10

00
0㎡

未
満

 
②

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

50
0t

以
上
,3

00
0ｔ

未
満

(コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
は

40
0m

3 以
上

,1
00

0m
3 未

満
)。

 
た

だ
し

、
以

下
に

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

も
小

規
模

工
事

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

1)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

10
0t

以
上

の
も

の
 

  

○
 

粒
度

（
75

μ
mフ

ル
イ

）
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[2

]-
14

 
75

μ
mふ

る
い

：
±

5％
以

内
基

準
粒

度
 

   

○
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分

析
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
23

8 
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
：

±
0.

9％
以

内
 

   

○
 

温
度

測
定
（

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
・
骨

材
・
混

合
物

） 
  

温
度

計
に

よ
る

。
 

配
合

設
計

で
決

定
し

た
混

合
温

度
。

 
随

時
 

○
 

そ の 他 

水
浸

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

 
  

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[3

]-
57

 
  

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

の
耐

剥
離

性
の

確
認

 
 

○
 

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[3
]-

39
 

  

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
流

動
性

の
確

認
 

○
 

ラ
ベ

リ
ン

グ
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[3

]-
17

 
  

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
摩

耗
性

の
確

認
 

  
○
 

カ
ン

タ
ブ

ロ
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[3

]-
11

1 
  

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

骨
材

飛
散

抵
抗

性
の

確
認

 

○
 

舗 設 現 場 

必 須 

温
度

測
定

（
初

転
圧

前
）

 
温

度
計

に
よ

る
。

 
   

随
時

 
測

定
値

の
記

録
は

、
1日

4回
（

午
前

・
午

後
各

2回
）

 
   

 

現
場

透
水

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[1
]-

12
2 

 
X 1

0 
  

10
00

mL
／
15

se
c以

上
 

X1
0 

  
30

0m
L／

15
se

c以
上

（
歩

道
箇

所
）

 
1,

00
0㎡

ご
と

。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

3
2
 

 

排 水 性 舗 装 工
 

・
 

透 水 性 舗 装 工
 

舗 設 現 場 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

                       

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[3

]-
97

 
基

準
密

度
の

94
％

以
上

。
 

X1
0 

96
％

以
上

 
X6

  
96

％
以

上
 

X3
  

96
.5

％
以

上
 

歩
道

箇
所

：
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

・
締

固
め

度
は

、
個

々
の

測
定

値
が

基
準

密
度

の
94

％
以

上
を

満
足

す
る

も
の

と
し

、
か

つ
平

均
値

に
つ

い
て

以
下

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
 

・
締

固
め

度
は

、
10

個
の

測
定

値
の

平
均

値
X1

0が
規

格
値

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、
10

個
の

測
定

値
が

得
が

た
い

場
合

は
3個

の
測

定
値

の
平

均
値

X3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X3

が
規

格
値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3個
の

デ
ー

タ
を

加
え

た
平

均
値

X6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

 
・
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
を

超
え

る
場

合
は

、
10

,0
00

㎡
以

下
を

1ロ
ッ

ト
と

し
、

1ロ
ッ

ト
あ

た
り

10
個

（
10

孔
）

で
測

定
す

る
。

 
 （

例
）

 
 
3,

00
1～

10
,0

00
㎡

：
10

個
 

 
10

,0
01

㎡
以

上
の

場
合

、
10

,0
00

㎡
毎

に
10

個
追

加
し

、
測

定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
 

 
例

え
ば

12
,0

00
㎡

の
場

合
：
6,

00
0㎡

／
1ロ

ッ
ト

毎
に

10
個

、
合

計
20

個
 

 
な

お
、
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
以

下
の

場
合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1工
事

あ
た

り
3個

（
3孔

）
以

上
で

測
定

す
る

。
 

   

 

外
観

検
査

（
混

合
物

）
 

目
視

 
 

 
随

時
 

 
 

 

 

 

3
3
 

 

プ ラ ン ト 再 生 舗 装 工
 

材 料 

必 須 

再
生

骨
材

 
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
抽

出
後

の
骨

材
粒

度
 

  

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[2

]-
14

 
 

 
再

生
骨

材
使

用
量

50
0ｔ

ご
と

に
1回

。
 

 
    

 

○
 

再
生

骨
材

 
旧

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

含
有

量
 

  

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
23

8 
3.

8％
以

上
 

   
 

○
 

再
生

骨
材

 
旧

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

針
入

度
 

マ
ー

シ
ャ

ル
安

定
度

試
験

に
よ

る
再

生
骨

材
の

旧
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
性

状
判

定
方

法
 

20
(1

／
10

mm
)以

上
（

25
℃

）
 

再
生

混
合

物
製

造
日

ご
と

に
1回

。
 

1日
の

再
生

骨
材

使
用

量
が

50
0ｔ

を
超

え
る

場
合

は
2

回
。

 
1日

の
再

生
骨

材
使

用
量

が
10

0ｔ
未

満
の

場
合

は
、
再

生
骨

材
を

使
用

し
な

い
日

を
除

い
て

2日
に

1回
と

す
る

。
 

 

      

○
 

再
生

骨
材

 
洗

い
試

験
で

失
わ

れ
る

量
 

舗
装

再
生

便
覧

 
5％

以
下

 
再

生
骨

材
使

用
量

50
0ｔ

ご
と

に
1回

。
 

洗
い

試
験

で
失

わ
れ

る
量

と
は

、
試

料
の

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

再
生

骨
材

の
水

洗
前

の
75

μ
mふ

る
い

に
と

ど
ま

る
も

の
と

、
水

洗
後

の
75

μ
mふ

る
い

に
と

ど
ま

る
も

の
を

気
乾

も
し

く
は
60

℃
以

下
の

炉
乾

燥
し

、
そ

の
質

量
の

差
か

ら
も

と
め

る
。

 
 

○
 

再
生

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
 

JI
S 

K 
22

07
 

JI
S 

K 
22

07
石

油
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
規

格
 

2回
以

上
及

び
材

料
の

変
化

 
    

            
 

○
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

3
3
 

 

プ ラ ン ト 再 生 舗 装 工
 

プ ラ ン ト 

必 須 

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[2
]-

14
 

 

2.
36

mm
ふ

る
い

：
±

12
％

以
内

 
再

ア
ス

処
理

の
場

合
、

2.
36

㎜
：

±
15

％
以

内
 

印
字

記
録

に
よ

る
場

合
は

、
舗

装
再

生
便

覧
表

-2
.9

.5
に

よ
る

 

抽
出

ふ
る

い
分

け
試

験
の

場
合

：
1～

2回
／

日
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

定
期

的
ま

た
は

随
時

。
 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
る

と
き

。
 

印
字

記
録

の
場

合
：

全
数

 

 
 

○
 

粒
度

（
75

μ
mフ

ル
イ

）
 

75
μ

mふ
る

い
：

±
5％

以
内

 
再

ア
ス

処
理

の
場

合
、

75
μ

m：
±

6％
以

内
 

印
字

記
録

に
よ

る
場

合
は

、
舗

装
再

生
便

覧
表

-2
.9

.5
に

よ
る

。
 

 
 

○
 

再
生

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[4

]-
23

8 
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
量

：
±

0.
9％

以
内

 
再

ア
ス

処
理

の
場

合
、

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
：

±
1.

2％
以

内
 

印
字

記
録

に
よ

る
場

合
は

舗
装

再
生

便
覧

表
-2

.9
.5

に
よ

る
。

 

 
 

○
 

そ の 他 

水
浸

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[3
]-

57
  

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
同

左
 

耐
水

性
の

確
認

 
 

○
 

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[3
]-

39
  

耐
流

動
性

の
確

認
 

 
○
 

ラ
ベ

リ
ン

グ
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[3

]-
17

  
耐

磨
耗

性
の

確
認

 
 

○
 

舗 設 現 場 

必 須 

外
観

検
査

（
混

合
物

）
 

目
視

 
 

 
  

随
時

 
 

 

 

温
度

測
定

（
初

転
圧

前
）

 
温

度
計

に
よ

る
。

 
 

 
  

測
定

値
の

記
録

は
、

1日
4回

（
午

前
・

午
後

各
2回

）
 

 

現
場

密
度

の
測

定
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[3

]-
91

 
基

準
密

度
の

94
％

以
上

。
 

X1
0 

96
％

以
上

 
X6

  
96

％
以

上
 

X3
  

96
.5

％
以

上
 

  再
ア

ス
処

理
の

場
合

、
基

準
密

度
の

93
％

以
上

。
 

X1
0 

95
％

以
上

 
X6

  
95

.5
％

以
上

 
X3

  
96

.5
％

以
上

 
 

・
締

固
め

度
は

、
個

々
の

測
定

値
が

基
準

密
度

の
94

％
以

上
（

再
ア

ス
処

理
の

場
合

は
基

準
密

度
の

93
％

以
上

）
を

満
足

す
る

も
の

と
し

、
か

つ
平

均
値

に
つ

い
て

以
下

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
 

・
締

固
め

度
は

、
10

個
の

測
定

値
の

平
均

値
X1

0が
規

格
値

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、
10

個
の

測
定

値
が

得
が

た
い

場
合

は
3個

の
測

定
値

の
平

均
値

X3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X3

が
規

格
値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3個
の

デ
ー

タ
を

加
え

た
平

均
値

X6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

 
・
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
を

超
え

る
場

合
は

、
10

,0
00

㎡
以

下
を

1ロ
ッ

ト
と

し
、

1ロ
ッ

ト
あ

た
り

10
個

（
10

孔
）

で
測

定
す

る
。

 
 （

例
）

 
 
3,

00
1～

10
,0

00
㎡

：
10

個
 

 
10

,0
01

㎡
以

上
の

場
合

、
10

,0
00

㎡
毎

に
10

個
追

加
し

、
測

定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
 

 
例

え
ば

12
,0

00
㎡

の
場

合
：
6,

00
0㎡

／
1ロ

ッ
ト

毎
に

10
個

、
合

計
20

個
 

 
な

お
、
1工

事
あ

た
り

3,
00

0㎡
以

下
の

場
合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1工
事

あ
た

り
3個

（
3孔

）
以

上
で

測
定

す
る

。
 

 

 
 

 

3
4
 

 

工 場 製 作 工
 

材 料 

必 須 

外
観

・
規

格
 

（
主

部
材

）
 

現
物

照
合

、
帳

票
確

認
 

 
現

場
と

ミ
ル

シ
ー

ト
の

整
合

性
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

 
規

格
、

品
質

が
ミ

ル
シ

ー
ト

で
確

認
出

来
る

こ
と

。
 

   

 

○
 

機
械

試
験
（

Ｊ
Ｉ

Ｓ
マ

ー
ク

表
示

品
以

外
か

つ
ミ

ル
シ

ー
ト

照
合

不
可

な
主

部
材

）
 

   

JI
Sに

よ
る

 
JI

Sに
よ

る
 

 
JI

Sに
よ

る
 

 
試

験
対

象
と

す
る

材
料

は
監

督
職

員
と

協
議

の
う

え
選

定
す

る
。

 

 
（ 鋼 橋 用 鋼 材 ） 

外
観

検
査

 
（

付
属

部
材

）
 

目
視

及
び

計
測
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

 

3
5
 

 

ガ ス 切 断 工
 

施 工 

必 須 

表
面

粗
さ

 
 

目
視

 
主

要
部

材
の

最
大

表
面

粗
さ

 
50

μ
m以

下
 

二
次

部
材

の
最

大
表

面
粗

さ
 

10
0μ

m以
下

（
た

だ
し

、
切

削
に

よ
る

場
合

は
50

μ
m以

下
）

 
    

 
 

最
大

表
面

粗
さ

と
は

、
JI

S 
B 

06
01

(2
01

3)
に

規
定

す
る

最
大

高
さ

粗
さ

RZ
と

す
る

。
 

 

 

ノ
ッ

チ
深

さ
 

・
目

視
 

・
計

測
 

主
要

部
材

：
ノ

ッ
チ

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
 

二
次

部
材

：
1m

m以
下

 
     

 
 

ノ
ッ

チ
深

さ
と

は
、

ノ
ッ

チ
上

縁
か

ら
谷

ま
で

の
深

さ
を

示
す

。
 

 

ス
ラ

グ
 

  

目
視

 
塊

状
の

ス
ラ

グ
が

点
在

し
、

付
着

し
て

い
る

が
、

痕
跡

を
残

さ
ず

容
易

に
は

く
離

す
る

も
の

。
 

    

 
 

 

上
縁

の
溶

け
 

わ
ず

か
に

丸
み

を
お

び
て

い
る

が
、

滑
ら

か
な

状
態

の
も

の
。

 
     

 
 

 

そ の 他 

平
面

度
 

目
視

 
     

設
計

図
書

に
よ

る
（

日
本

溶
接

協
会

規
格

「
ガ

ス
切

断
面

の
品

質
基

準
」

に
基

づ
く

）
 

  

 
 

 

ベ
ベ

ル
精

度
 

   

計
測

器
に

よ
る

計
測

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
真

直
度

 
   

 

3
6
 

 

溶 接 工
 

施 工 

必 須 

引
張

試
験

：
開

先
溶

接
 

    

JI
S 

Z 
22

41
 

引
張

強
さ

が
母

材
の

規
格

値
以

上
。

 
   

試
験

片
の

形
状

：
JI

S 
Z 

31
21

 
1号

 
試

験
片

の
個

数
：

2 
・

溶
接

方
法

は
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

・
鋼

部
材

編
20

.8
.4

溶
接

施
工

法
 

図
-2

0.
8.

1開
先

溶
接

試
験

溶
接

方
法

に
よ

る
。

 
・

な
お

、
過

去
に

同
等

も
し

く
は

そ
れ

以
上

の
条

件
で

溶
接

施
工

試
験

を
行

い
、

か
つ

施
工

経
験

を
も

つ
工

場
で

は
、

そ
の

時
の

試
験

報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

、
溶

接
施

工
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

○
 

型
曲

げ
試

験
（

19
mm

未
満

裏
曲

げ
）
（

19
mm

以
上

側
曲

げ
）

：
開

先
溶

接
 

    

JI
S 

Z 
31

22
 

亀
裂

が
生

じ
て

は
な

ら
な

い
。

 
た

だ
し

、
亀

裂
の

発
生

原
因

が
ブ

ロ
ー

ホ
ー

ル
ま

た
は

ス
ラ

グ
巻

き
込

み
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
、
か

つ
、
亀

裂
の

長
さ

が
3m

m以
下

の
場

合
は

許
容

す
る

も
の

と
す

る
。

 
  

試
験

片
の

形
状

：
JI

S 
Z 

31
22

 
試

験
片

の
個

数
：

2 

○
 

衝
撃

試
験

：
開

先
溶

接
 

      

JI
S 

Z 
22

42
 

溶
接

金
属

及
び

溶
接

熱
影

響
部

で
母

材
の

要
求

値
以

上
（

そ
れ

ぞ
れ

の
3個

の
平

均
値

）
。

 
     

試
験

片
の

形
状

：
JI

S 
Z 

22
42

 
Vノ

ッ
チ

 
試

験
片

の
採

取
位

置
：

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」
Ⅱ

鋼
橋
・
鋼

部
材

編
20

.8
.4

溶
接

施
工

法
 

図
-2

0.
8.

2衝
撃

試
験

片
 

試
験

片
の

個
数

：
各

部
位

に
つ

き
3 

○
 

マ
ク

ロ
試

験
：

開
先

溶
接

 
     

JI
S 

G 
05

53
に

準
じ

る
。

 
欠

陥
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

    

試
験

片
の

個
数

：
1 

○
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

3
6
 

 

溶 接 工
 

施 工 

必 須 

非
破

壊
試

験
：

開
先

溶
接

 
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

・
鋼

部
材

編
20

.8
.6

外
部

き
ず

検
査

 
20

.8
.7

内
部

き
ず

検
査

の
規

定
に

よ
る

 

同
左

 
試

験
編

の
個

数
：

試
験

編
継

手
全

長
 

・
溶

接
方

法
は

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
・

鋼
部

材
編

20
.8

.4
溶

接
施

工
法

 
図

-2
0.

8.
1開

先
溶

接
試

験
溶

接
方

法
に

よ
る

。
 

・
な

お
、

過
去

に
同

等
も

し
く

は
そ

れ
以

上
の

条
件

で
溶

接
施

工
試

験
を

行
い

、
か

つ
施

工
経

験
を

も
つ

工
場

で
は

、
そ

の
時

の
試

験
報

告
書

に
よ

っ
て

判
断

し
、

溶
接

施
工

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 （

非
破

壊
試

験
を

行
う

者
の

資
格

）
 

・
磁

粉
探

傷
試

験
ま

た
は

浸
透

探
傷

試
験

を
行

う
者

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
試

験
の

種
類

に
対

応
し

た
JI

S 
Z 

23
05

（
非

破
壊

試
験

－
技

術
者

の
資

格
及

び
認

証
）

に
規

定
す

る
レ

ベ
ル

2以
上

の
資

格
を

有
し

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

・
放

射
線

透
過

試
験

を
行

う
場

合
は

、
放

射
線

透
過

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
2以

上
の

資
格

と
す

る
。

 
・

超
音

波
自

動
探

傷
試

験
を

行
う

場
合

は
、

超
音

波
探

傷
試

験
に

お
け

る
レ

ベ
ル

3の
資

格
と

す
る

。
 

・
手

探
傷

に
よ

る
超

音
波

探
傷

試
験

を
行

う
場

合
は

、
超

音
波

探
傷

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
2以

上
の

資
格

と
す

る
。

 

○
 

マ
ク

ロ
試

験
：

す
み

肉
溶

接
 

JI
S 

G 
05

53
に

準
じ

る
。

 
欠

陥
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

試
験

片
の

形
状
：
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

・
鋼

橋
編

20
.8

.4
溶

接
施

工
法

 
図

-2
0.

8.
3す

み
肉

溶
接

試
験

（
マ

ク
ロ

試
験

）
溶

接
方

法
及

び
試

験
片

の
形

状
 

試
験

片
の

個
数

：
1 

・
溶

接
方

法
は

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
・

鋼
部

材
編

20
.8

.4
溶

接
施

工
法

 
図

-2
0.

8.
3す

み
肉

溶
接

試
験
（

マ
ク

ロ
試

験
）
溶

接
方

法
及

び
試

験
片

の
形

状
に

よ
る

。 
・

な
お

、
過

去
に

同
等

も
し

く
は

そ
れ

以
上

の
条

件
で

溶
接

施
工

試
験

を
行

い
、

か
つ

施
工

経
験

を
も

つ
工

場
で

は
、

そ
の

時
の

試
験

報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

、
溶

接
施

工
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

○
 

引
張

試
験

：
ス

タ
ッ

ド
溶

接
 

JI
S 

Z 
22

41
 

降
伏

点
は

 2
35

N／
mm

2以
上

、
引

張
強

さ
は

 4
00

～
55

0N
／
mm

2、
伸

び
は

20
％

以
上

と
す

る
。
た

だ
し

溶
接

で
切

れ
て

は
い

け
な

い
。 

試
験

片
の

形
状

：
JI

S 
B 

11
98

 
試

験
片

の
個

数
：

3 
な

お
、

過
去

に
同

等
も

し
く

は
そ

れ
以

上
の

条
件

で
溶

接
施

工
試

験
を

行
い

、
か

つ
施

工
経

験
を

も
つ

工
場

で
は

、
そ

の
時

の
試

験
報

告
書

に
よ

っ
て

判
断

し
溶

接
施

工
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

  

○
 

曲
げ

試
験

：
ス

タ
ッ

ド
溶

接
 

JI
S 

Z 
31

45
 

溶
接

部
に

亀
裂

を
生

じ
て

は
な

ら
な

い
。

 
試

験
片

の
形

状
：

JI
S 

Z 
31

45
 

試
験

片
の

個
数

：
3 

○
 

突
合

せ
溶

接
継

手
の

内
部

欠
陥

に
対

す
る

検
査

 
JI

S 
Z 

31
04

 
JI

S 
Z 

30
60

 
試

験
で

検
出

さ
れ

た
き

ず
寸

法
は

、
設

計
上

許
容

さ
れ

る
寸

法
以

下
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

た
だ

し
、

寸
法

に
よ

ら
ず

表
面

に
開

口
し

た
割

れ
等

の
面

状
き

ず
は

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

な
お

、
放

射
線

透
過

試
験

に
よ

る
場

合
に

お
い

て
、

板
厚

が
25

mm
以

下
の

試
験

の
結

果
に

つ
い

て
は

、
以

下
を

満
た

す
場

合
に

は
合

格
と

し
て

よ
い

。
 

・
引

張
応

力
を

受
け

る
溶

接
部

は
、

JI
S 
Z 
31

04
附

属
書

4（
透

過
写

真
に

よ
る

き
ず

の
像

の
分

類
方

法
）

に
示

す
2類

以
上

と
す

る
。
 

・
圧

縮
応

力
を

受
け

る
溶

接
部

は
、

JI
S 
Z 
31

04
附

属
書

4（
透

過
写

真
に

よ
る

き
ず

の
像

の
分

類
方

法
）

に
示

す
3類

以
上

と
す

る
。
 

 

放
射

線
透

過
試

験
の

場
合

は
JI

S 
Z 

31
04

に
よ

る
。

 
超

音
波

探
傷

試
験

（
手

探
傷

）
の

場
合

は
JI

S 
Z 
30

60
に

よ
る

。
 

・
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

・
鋼

部
材

編
 
表

-
解

 
20

.8
.6

及
び

表
-
解

20
.8

.7
に

各
継

手
の

強
度

等
級

を
満

た
す

上
で

の
内

部
き

ず
寸

法
の

許
容

値
が

示
さ

れ
て

い
る

。
な

お
、

表
-解

20
.8

.6
及

び
表

-解
20

.8
.7

に
示

さ
れ

て
い

な
い

強
度

等
級

を
低

減
さ

せ
た

場
合

な
ど

の
継

手
の

内
部

き
ず

寸
法

の
許

容
値

は
、

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
・

鋼
部

材
編

 8
.3

.2
継

手
の

強
度

等
級

に
示

さ
れ

て
い

る
。

 
 （

非
破

壊
試

験
を

行
う

者
の

資
格

）
 

・
放

射
線

透
過

試
験

を
行

う
場

合
は

、
放

射
線

透
過

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
2以

上
の

資
格

と
す

る
。

 
・

超
音

波
自

動
探

傷
試

験
を

行
う

場
合

は
、

超
音

波
探

傷
試

験
に

お
け

る
レ

ベ
ル

3の
資

格
と

す
る

。
 

・
手

探
傷

に
よ

る
超

音
波

探
傷

試
験

を
行

う
場

合
は

、
超

音
波

探
傷

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
2
以

上
の

資
格

と
す

る
。

 

○
 

外
観

検
査

（
割

れ
）

 
・

目
視

 
     

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た
上

で
目

視
検

査
す

る
。
目

視
は

全
延

長
実

施
す

る
。
た

だ
し

、
判

定
が

困
難

な
場

合
は

、
磁

粉
探

傷
試

験
ま

た
は

浸
透

探
傷

試
験

を
用

い
る

 

磁
粉

探
傷

試
験

ま
た

は
浸

透
探

傷
試

験
を

行
う

者
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

試
験

の
種

類
に

対
応

し
た

JI
S 

Z 
23

05
（

非
破

壊
試

験
－

技
術

者
の

資
格

及
び

認
証

）
に

規
定

す
る

レ
ベ

ル
2以

上
の

資
格

を
有

し
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
 

 

外
観

形
状

検
査

（
ビ

ー
ド

表
面

の
ピ

ッ
ト

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
目

視
及

び
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計
測

 
断

面
に

考
慮

す
る

突
合

せ
溶

接
継

手
、
十

字
溶

接
継

手
、
T溶

接
継

手
、

角
溶

接
継

手
に

は
、

ビ
ー

ド
表

面
に

ピ
ッ

ト
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
そ

の
他

の
す

み
肉

溶
接

及
び

部
分

溶
込

み
開

先
溶

接
に

は
、
1継

手
に

つ
き

3個
ま

た
は

継
手

長
さ

1m
に

つ
き

3個
ま

で
を

許
容

す
る

も
の

と
す

る
。
た

だ
し

、
ピ

ッ
ト

の
大

き
さ

が
1m

m以
下

の
場

合
は

、
3個

を
1個

と
し

て
計

算
す

る
。

 
 

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た
上

で
、
目

視
確

認
に

よ
り

疑
わ

し
い

箇
所

を
測

定
す

る
。
目

視
は

全
延

長
実

施
す

る
。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

3
6
 

 

溶 接 工
 

施 工 

必 須 

外
観

形
状

検
査

（
ビ

ー
ド

表
面

の
凹

凸
）

 
・

目
視

及
び

ノ
ギ

ス
等

に
よ

る
計

測
 

 

ビ
ー

ド
表

面
の

凹
凸

は
、

ビ
ー

ド
長

さ
25

mm
の

範
囲

で
3m

m以
下

。
 

  

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た
上

で
、
目

視
確

認
に

よ
り

疑
わ

し
い

箇
所

を
測

定
す

る
。
目

視
は

全
延

長
実

施
す

る
。

 
 

 

 

 

外
観

形
状

検
査

（
ア

ン
ダ

ー
カ

ッ
ト

）
 

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
・

鋼
部

材
編
20

.8
.6

外
部

き
ず

検
査

の
規

定
に

よ
る

 
  

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
・

鋼
部

材
編
 表

-解
 2

0.
8.

4及
び

表
-解

20
.8

.5
に

各
継

手
の

強
度

等
級

を
満

た
す

う
え

で
の

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
の

許
容

値
が

示
さ

れ
て

い
る

。
表

-解
20

.8
.4

及
び

表
-解

20
.8

.5
に

示
さ

れ
て

い
な

い
継

手
の

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
の

許
容

値
は

、
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

・
鋼

部
材

編
 8

.3
.2

継
手

の
強

度
等

級
に

示
さ

れ
て

い
る

。
 

 

外
観

検
査

（
オ

ー
バ

ー
ラ

ッ
プ

）
 

・
目

視
 

 
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 
   

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た
上

で
目

視
検

査
す

る
。

 
 

 
 

 

外
観

形
状

検
査

（
す

み
肉

溶
接

サ
イ

ズ
）

 
 

・
目

視
及

び
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計
測

 
す

み
肉

溶
接

の
サ

イ
ズ

及
び

の
ど

厚
は

、
指

定
す

み
肉

サ
イ

ズ
及

び
の

ど
厚

を
下

回
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

だ
だ

し
、
1溶

接
線

の
両

端
各

50
mm

を
除

く
部

分
で

は
、
溶

接
長

さ
の
10

％
ま

で
の

範
囲

で
、
サ

イ
ズ

及
び

の
ど

厚
と

も
に

 
―

1.
0m

m
の

誤
差

を
認

め
る

。
 

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た
上

で
、
目

視
確

認
に

よ
り

疑
わ

し
い

箇
所

を
測

定
す

る
。
目

視
は

全
延

長
実

施
す

る
。

 
 

 

 

外
観

形
状

検
査

（
余

盛
高

さ
）

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

設
計

図
書

に
特

に
仕

上
げ

の
指

定
の

な
い

開
先

溶
接

は
，

以
下

に
示

す
範

囲
内

の
余

盛
り

は
仕

上
げ

な
く

て
よ

い
。

余
盛

高
さ

が
以

下
に

示
す

値
を

超
え

る
場

合
は

、
ビ

ー
ド

形
状

、
特

に
止

端
部

を
滑

ら
か

に
仕

上
げ

る
も

の
と

す
る

。
 

 ビ
ー

ド
幅

(B
[m

m]
)余

盛
高

さ
(h

[m
m]

) 
B＜

15
  

：
 

 
h≦

3 
15

≦
B＜

25
  

：
 

 
h≦

4 
25

≦
B 

 
 

：
 
  

h≦
（

4／
25

）
・

B 

 

 

外
観

形
状

検
査

（
ア

ー
ク

ス
タ

ッ
ド

）
 

 
 

・
余

盛
り

形
状

の
不

整
：

余
盛

り
は

全
周

に
わ

た
り

包
囲

し
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

な
お

、
余

盛
り

は
高

さ
1m

m、
幅

0.
5m

m以
上

 
・

割
れ

及
び

ス
ラ

グ
巻

込
み

：
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 
・

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
：

鋭
い

切
欠

状
の

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
仕

上
げ

量
が

0.
5m

m以
内

に
納

ま
る

も
の

は
仕

上
げ

て
合

格
と

す
る

。
 

・
ス

タ
ッ

ド
ジ

ベ
ル

の
仕

上
り

高
さ

：
（

設
計

値
±

2m
m）

を
超

え
て

は
な

ら
な

い
。

 

 
 

 

 

そ の 他 

ハ
ン

マ
ー

打
撃

試
験

 
ハ

ン
マ

ー
打

撃
 

割
れ

等
の

欠
陥

を
生

じ
な

い
も

の
を

合
格

。
 

外
観

検
査

の
結

果
が

不
合

格
と

な
っ

た
ス

タ
ッ

ド
ジ

ベ
ル

に
つ

い
て

全
数

。
 

外
観

検
査

の
結

果
が

合
格

の
ス

タ
ッ

ド
ジ

ベ
ル

の
中

か
ら
1％

に
つ

い
て

抜
取

り
曲

げ
検

査
を

行
な

う
も

の
と

す
る

。
 

 

・
余

盛
が

包
囲

し
て

い
な

い
ス

タ
ッ

ド
ジ

ベ
ル

は
、

そ
の

方
向

と
反

対
の

15
°

の
角

度
ま

で
曲

げ
る

も
の

と
す

る
。

 
・
15

°
曲

げ
て

も
欠

陥
の

生
じ

な
い

も
の

は
、

元
に

戻
す

こ
と

な
く

、
曲

げ
た

ま
ま

に
し

て
お

く
も

の
と

す
る

。
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工
 

種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

3
7
 

 

中
層
混
合
処

理
 

※
全
面
改
良

の
場

合
に
適
用
。

混
合

処
理
改
良
体

（
コ

ラ
ム
）
を
造

成
す

る
工
法
に
は

適
用

し
な
い
 

材 料
 

必
 

須
 

土
の

含
水

比
試

験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3 

設
計
図
書
に
よ
る
。
 

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た

と
き

。
 

配
合

を
定

め
る

た
め

の
試

験
で

あ
る

。
 

 
 

土
の

湿
潤

密
度

試
験
 

J
I
S
 
G
 
0
1
9
1 

 
 

 
 

テ
ー

ブ
ル

フ
ロ

ー
試

験
 

J
I
S
 
R
 
5
2
0
1 

 
 

 
 

土
の

一
軸

圧
縮

試
験
 

 
(
改

良
体

の
強

度
) 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6 

 
 

 
 

そ
 

の
 

他
 

土
粒

子
の

密
度

試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
0
2 

設
計
図
書
に
よ
る
。
 

土
質
の
変
化
し
た
と
き
必
要

に
応

じ
て
実

施
す

る
。
 

 
 

 
 

土
の
粒

度
試

験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
0
4 

 
 
 

 
 

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5 

 
 
 

 
 

土
の

一
軸

圧
縮

試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6 

 
 
 

 
 

土
の

圧
密

試
験
 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
7 

 
 
 

 
 

土
懸

濁
液

の
p
H
試

験
 

J
G
S
 
0
2
1
1 

有
機
質
土
の
場
合
は
必
要
に

応
じ

て
実
施

す
る
 

 
 

 
 

土
の

強
熱

減
量

試
験
 

J
G
S
 
0
2
2
1 

 
 

 
 

施 工
 

必
 

須
 

深
度

方
向

の
品

質
確

認
（

均
質

性
）
 

試
料
採
取
器
ま
た
は
 

ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
の
目

視
確
認
 

採
取
し
た
試
料
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
反
応
試
験
に
よ
る

均
質
性
の
目
視
確
認
 

1
,
0
0
0
m
3
～

4
,
0
0
0
m
3
に
つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
 

試
料
採
取
器
ま
た
は
ボ
ー
リ

ン
グ

コ
ア
で

採
取

さ
れ

た

改
良
体
上
、
中
、
下
に
お
い

て
連

続
さ
れ

て
改

良
さ

れ

て
い
る
こ
と
を
フ
ェ
ノ
ー
ル

フ
タ

レ
イ
ン

反
応

試
験

に

よ
り
均
質
性
を
目
視
確
認
す

る
。
 

現
場
の
条
件
、
規
模
等
に
よ

り
上

記
に
よ

り
が

た
い

場

合
は
監
督
員
の
指
示
に
よ
る

。
 

1
.
実

施
頻

度
は

、
監

督
職

員
と

の
協

議
に

よ
る

。
 

2
.
ボ

ー
リ

ン
グ

等
に

よ
り

供
試

体
を

採
取

す
る

。
 

 
 

土
の

一
軸

圧
縮

試
験
 

 
(
改

良
体

の
強

度
) 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6 

①
各
供
試
体
の
試
験
結
果
は
改
良
地
盤
設
計
強
度
の

8
5
％
以
上
。
 

②
1
回
の
試
験
結
果
は
改
良
地
盤
設
計
強
度
以
上
。
 

な
お
、

1
回
の
試
験
と
は

3
個
の
供
試
体
の
試
験
値
の
平
均
値
で

表
し
た
も
の
 

1
,
0
0
0
m
3
～

4
,
0
0
0
m
3
に
つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
 

試
験
は
改
良
体
に
つ
い
て
上

、
中

、
下
そ

れ
ぞ

れ
1
供

試
体
で

1
回
と
す
る
。

 

現
場
の
条
件
、
規
模
等
に
よ

り
上

記
に
よ

り
が

た
い

場

合
は
監
督
員
の
指
示
に
よ
る

。
 

実
施

頻
度

は
、

監
督

職
員

と
の

協
議

に
よ

る
。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

3
8
 

 

モ ル タ ル
 

材 料 

必 須 

骨
材

の
比

重
及

び
吸

水
率

の
測

定
 

骨
材

の
粒

度
測

定
 

骨
材

の
単

位
容

積
質

量
の

測
定

 
 

JI
S 

A 
11

09
 

細
骨

材
の

比
重

及
び

吸
水

率
試

験
方

法
 

JI
S 

A 
11

02
 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
JI

S 
A 

11
04

 
骨

材
の

単
位

容
積

質
試

験
方

法
 

 

 
20

0㎡
に

1回
。
た

だ
し

、
採

取
地

の
変

わ
っ

た
場

合
は

そ
の

都
度

測
定

す
る

。
 

レ
ミ

コ
ン

に
つ

い
て

は
製

造
会

社
の

試
験

成
績

表
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

様
式

(1
9)

の
一

覧
表

に
と

り
ま

と
め

る
。

 

 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
的

性
質

の
測

定
 

セ
メ

ン
ト

の
化

学
的

性
質

の
測

定
 

 

JI
S 

R 
52

01
 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
方

法
 

JI
S 

R 
52

02
 

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
試

験
方

法
 

 

 
セ

メ
ン

ト
製

造
会

社
の

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

 

 

骨
材

の
表

面
水

率
の

測
定

 
JI

S 
A 

11
11

 
細

骨
材

の
表

面
水

率
試

験
方

法
 

 

 
1日

1回
測

定
す

る
。

(1
回

に
つ

き
2個

) 
様

式
(2

0)
の

一
覧

表
に

と
り

ま
と

め
る

。
 

 

3
9
 

 

場 所 打 ち 杭 工
 

施 工 

必 須 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
 

「
JI

S 
A 

11
08

 コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
」

に
よ

る
(場

所
打

ち
杭

に
打

設
時

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

ア
ジ

テ
ー

タ
カ

ー
よ

り
採

取
し

供
試

体
を

作
成

す
る

) 
   

 
場

所
打

ち
杭

5本
ご

と
の

1本
か

ら
3個

の
供

試
体

を
採

取
し

測
定

す
る

。
 

(φ
10

0×
20

0)
 

 

 

 

4
0
 

 

凍 上 抑 制 層
 

材 料 

必 須 

突
固

め
に

よ
る

土
の

締
固

め
試

験
 

 
JI

S 
A 

12
10

 
付

表
 

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
採

取
地

毎
に

1回
行

う
。

 
生

産
者

等
の

試
験

成
績

結
果

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 
様

式
(1

1)
 

 

 

 

そ の 他 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 
骨

材
の

洗
い

試
験

 
火

山
灰

洗
い

試
験

 
火

山
灰

強
熱

減
量

試
験

 

舗
装

試
験

法
便

覧
 

付
表

 
付

表
 

付
表

 
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
採

取
地

毎
に

1回
行

う
。

 
生

産
者

等
の

試
験

成
績

結
果

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 
様

式
(1

1)
 

 

 

火
山

灰
の

凍
上

試
験

 
JG

S0
17

2-
20

03
 

凍
上

性
判

定
の

た
め

の
土

の
凍

上
試

験
方

法
 

道
路

土
工

排
水

工
指

針
 

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
1,

00
0ｍ

3 及
び

そ
の

端
数

毎
に

1回
行

う
。

様
式

(1
1)

 
 

 

 

施 工 

必 須 

現
場

密
度

の
測

定
 

付
表

 
90

％
以

上
 

50
0ｍ

3 毎
に

1回
行

う
。

 
様

式
(5

)又
は

様
式

(2
) 

  

 

 

そ の 他 

ふ
る

い
分

け
試

験
 

舗
装

試
験

法
便

覧
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
50

0ｍ
3 毎

に
1回

行
う

。
 

様
式

(1
2)

 
ふ

る
い

分
け

試
験

は
、
砂

、
火

山
灰

に
つ

い
て

は
必

要
と

し
な

い
。 

 
 

骨
材

の
洗

い
試

験
 

 
付

表
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

4
0
 

 

凍 上 抑 制 層
 

施 工 

そ の 他 

球
体

落
下

試
験

 
付

表
 

火
山

灰
 

D＝
6.

0㎝
以

下
 

砂
(シ

ル
ト

分
2％

未
満

) 
D＝

9.
7c

m以
下

 
秒
(シ

ル
ト

分
2％

以
上

) 
D＝

8.
3c

m以
下

 
  

50
0ｍ

3 毎
に

1回
行

う
。

 
た

だ
し

、
1回

の
測

定
値

は
10

個
と

し
、

上
限

、
下

限
の

各
2個

を
取

り
除

き
6個

の
平

均
値

と
す

る
。

 
様

式
(5

)又
は

様
式

(2
) 

 

球
体

落
下

試
験

は
、

砂
、

火
山

灰
等

に
適

用
す

る
。

な
お

、
試

験
施

工
に

よ
り

D値
を

定
め

る
場

合
は

、
こ

の
規

格
値

を
適

用
し

な
い

。
 

 
 

コ
ー

ン
指

数
の

測
定

 
舗

装
試

験
法

便
覧

 
 

コ
ー

ン
指

数
が

15
㎏

／
c㎡

以
下

又
は

同
程

度
以

下
の

支
持

力
が

得
ら

れ
な

い
と

視
認

さ
れ

る
部

分
は

監
督

職
員

と
協

議
の

上
、

コ
ー

ン
指

数
の

測
定

(1
,0

00
ｍ

3 に
2回

)
を

行
う

。
 

   

 

 

4
1
 

 

橋 梁
 

無 収 縮 モ ル タ ル 

必 須 

圧
縮

強
度

試
験

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
標

準
示

方
書

 
土

木
学

会
基

準
 

(J
SC

E-
G5

41
) 

「
充

填
モ

ル
タ

ル
の

圧
縮

強
度

試
験

方
法

」
 

  

標
準

養
生

20
℃

で
σ

3:
25

0㎏
／

c㎡
、

σ
28

＝
45

0k
g／

c㎡
以

上
と

す
る

。
 

(供
試

体
3本

の
平

均
値

) 
 

1日
1回

と
し

、
1回

に
つ

き
σ
3、

σ
28

強
度

各
3本

作
成

す
る

。
 

 

 

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

試
験

 
(J

ロ
一

ト
に

よ
る

流
下

値
) 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

標
準

示
方

書
 

土
木

学
会

基
準

 
(J

SC
E-

F5
41

) 
「

充
填

モ
ル

タ
ル

の
流

動
性

試
験

方
法

」
 

  

練
り

混
ぜ

完
了

か
ら

3分
以

内
の

値
を

基
準

と
し

、
 

セ
メ

ン
ト

系
 

8±
2秒

 
鉄

粉
系

 
10

±
3秒

 

1日
2回

(午
前

、
午

後
各

1回
)以

上
測

定
。

 
 

 

ブ
リ

ー
ジ

ン
グ

試
験

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
標

準
示

方
書

 
土

木
学

会
基

準
 

(J
SC

E-
F5

42
) 

「
充

填
モ

ル
タ

ル
の

ブ
リ

ー
ジ

ン
グ

率
及

び
膨

張
率

試
験

方
法

」
 

   

練
り

混
ぜ

2時
間

後
の

ブ
リ

ー
ジ

ン
グ

率
 

2％
以

下
 

   

製
造

会
社

の
試

験
成

績
表

に
よ

る
。

 
 

 

膨
張

収
縮

試
験

 
材

令
7日

で
収

縮
を

示
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

製
造

会
社

の
試

験
成

績
表

に
よ

る
。

 
 

 

凝
結

時
間

試
験

法
 

AS
TM

-C
40

3T
 

「
ブ

ロ
ク

タ
ー

貫
入

抵
抗

針
を

用
い

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

凝
結

試
験

方
法

」
に

準
拠

す
る

。
 

付
5-

8 
   

1時
間

以
上

10
時

間
以

内
。

 
製

造
会

社
の

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

 

 

付
着

強
度

試
験

 
付
5-

8 
      

材
令

28
日

で
最

大
荷

重
に

つ
い

て
30

kg
／

c㎡
以

上
。

 
製

造
会

社
の

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

施
工
管
理
基
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

試
験
(
測
定
)
基
準
 

管
 
理
 
方
 
法
 

4
2
 

 

ポ ス テ ン Ｐ Ｃ け た
 

コ ン ク リ ー ト 

必 須 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
材

料
練

り
混

ぜ
時

、
打

設
後

の
コ

ン
ク

リ
ー

 
ト

の
諸

試
験

 
  

1.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

よ
る

。
 

 
5．

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
品

質
管

理
に

よ
る

。
 

5．
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

管
理

に
よ

る
。

 
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
PS

導
入

可
能

圧
縮

強
度

 
 

JI
S 

A 
11

08
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
法

（
供

試
体

は
け

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
一

状
態

で
養

生
す

る
）

 
   

10
編
5章

4節
に

よ
る

 
け

た
1本

当
り

1回
、

1回
に

つ
き

供
試

体
3本

作
成

す
る

。
 

様
式

(2
0)

及
び

(2
8)

の
管

理
図

に
記

入
す

る
。

 
 

 

セ メ ン ト 

必 須 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
的

性
質

の
測

定
 

JI
S 

R 
52

01
 

セ
メ

ン
ト

の
物

理
的

試
験

方
法

 
   

JI
S 

R 
52

01
 

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

に
よ

る
 

 

セ
メ

ン
ト

製
造

会
社

の
試

験
成

績
表

に
よ

る
。

 
 

  
  

 
セ

メ
ン

ト
の

化
学

的
性

質
の

測
定

 
JI

S 
R 

 
52

02
ポ

ル
ト

ラ
ン

ド
セ

メ
ン

ト
の

化
学

分
析

試
験

方
法

 
   

グ ラ ウ ト 

必 須 

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

 
土

木
学

会
「

PC
グ

ラ
ウ

ト
試

験
方

法
」

 
 

10
編
5章

4節
に

よ
る

 
寒

中
1）

ダ
ク

ト
周

辺
温

度
…

注
入

前
5℃

以
上

 
寒

中
2）

グ
ラ

ウ
ト

温
度

…
注

入
時

10
℃

～
20

℃
注

入
後

5日
間

5℃
以

上
 

   

5バ
ッ

チ
毎

に
1回

1日
5

バ
ッ

チ
に

満
た

な
い

と
き

は
1回

／
1日

 
 

様
式

(2
7)

の
一

覧
表

に
記

入
す

る
。

 
 

Ｊ
Ａ

ロ
ー

ト
の

使
用

を
標

準
と

す
る

。
 

 

 

温
度

 
 ブ

リ
ー

ジ
ン

グ
率

 
膨

張
率

 
10

編
5章

4節
に

よ
る

 
 

グ
ラ

ウ
ト

工
事

開
始

前
及

び
グ

ラ
ウ

ト
工

事
中

に
1日

／
1回

（
3個

／
回

） 
   

  

圧
縮

強
度

 
土

木
学

会
「

PC
グ

ラ
ウ

ト
試

験
方

法
」

 
JI

S 
A 

11
08

 

 
グ

ラ
ウ

ト
工

事
開

始
前

及
び

グ
ラ

ウ
ト

工
事

中
に
1日

／
1回

（
6個

／
回

） 
   

ブ レ ス ト レ ッ シ ン グ 

必 須 

ブ
レ

ス
ト

レ
ッ

シ
ン

グ
管

理
 

荷
重

計
の

示
度

と
PC

鋼
材

の
伸

び
 

1.
各

ケ
ー

ブ
ル

の
推

定
値

に
対

す
る

標
準

偏
差

5％
 

 2.
1主

げ
た

当
り

の
PC

鋼
材

数
に

よ
る

許
容

誤
差

 
  
4 

  
  

:5
.O

％
 

  
6 

  
  

:4
.1

％
 

  
10

以
上

:3
.2

％
 

 

PC
導

入
時

各
ケ

ー
ブ

ル
ご

と
に

測
定

す
る

。
主

桁
、

横
桁

及
び

床
版

緊
張

管
理

は
ケ

ー
ブ

ル
全

数
と

す
る

。
 

様
式

(2
8)

(2
9)

の
管

理
表

に
記

入
す

る
。

主
桁

、
横

桁
の

緊
張

管
理

結
果

は
全

数
、

床
版

の
緊

張
管

理
結

果
は

1／
10

を
報

告
す

る
こ

と
。
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工 種
 

種 別
 

試
験
 

区
分
 

試
 
験
 
項
 
目
 

試
験
方
法
 

規
 
格
 
値
 

試
 
験
 
基
 
準
 

摘
 
 
要
 

試
験
成
績
表
等
に

よ
る
確
認
 

4
3
 

 

区 画 線
 

区 画 線 

必 須 

塗
料

等
の

吐
出

量
試

験
 

20
×
30

cm
角

の
ブ

リ
キ

板
に

よ
り

試
験

片
を

現
場

採
取

し
て

吐
出

量
分

の
質

量
測

定
を

行
う

。
測

定
方

法
は

付
一

4「
区

画
線

試
験

施
工

要
領

」
に

よ
る

。
 

   

 
区

画
線

の
種

類
別

実
延

長
10

㎞
毎

に
1枚

の
試

験
片

を
採

取
、
測

定
を

行
う

回
試

験
片

裏
面

に
は

日
時

、
採

取
箇

所
、

区
画

線
別

、
気

温
、

塗
料

温
度

測
定

値
を

記
入

す
る

。
 

吐
出

量
は

任
意

の
様

式
に

取
り

ま
と

め
る

。
 

 

 

施
工

速
度

の
測

定
 

低
速

タ
コ

メ
ー

タ
ー

記
録

紙
に

よ
る

。
 

   

 
全

施
工

延
長

分
に

つ
い

て
記

録
す

る
（

タ
コ

メ
ー

タ
ー

記
録

紙
を

提
出

す
る

。
）

 

4
4
 

 

側 こ う 構 造 物 工
 

 

必 須 

圧
縮

強
度

試
験

 
コ

ア
を

採
取

す
る

か
、

又
は

製
品

製
造

に
用

い
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
1日

3
回

以
上

、
1回

に
1個

の
標

準
供

試
体

を
作

り
、

製
品

と
同

じ
条

件
で

養
生

し
た

も
の

で
行

う
。

（
試

料
は

試
験

の
と

き
ま

で
2時

間
以

上
水

中
に

つ
け

て
お

く
。

）
 

   

仕
様

書
に

よ
る

。
 

納
入

時
強

度
は

1,
00

0個
又

は
そ

の
端

数
を

1組
と

し
、

1
組

に
つ

い
て

任
意

に
抜

取
っ

た
3個

の
コ

ア
ー

又
は

標
準

供
試

体
に

つ
い

て
行

い
、

3個
と

も
合

格
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
1個

又
は

2個
だ

け
合

格
し

な
い

と
き

は
再

試
験

を
行

う
こ

と
が

出
来

る
。

再
試

験
は

そ
の

組
か

ら
更

に
3

個
の

試
料

を
と

っ
て

行
い

、
全

数
合

格
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

任
意

の
様

式
に

取
り

ま
と

め
る

。
 

 

4
5
 

 

コ ン ク リ ｜ ト ブ ロ ッ ク
 

材 料 

必 須 

連
節

ブ
口

ッ
ク

 
圧

縮
強

度
試

験
 

 
仕

様
書

に
よ

る
。

 
 

3,
00

0個
及

び
そ

の
端

数
を

1組
と

し
、
1組

は
任

意
の

3個
と

す
る

回
強

度
は

1組
3個

と
も

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
た

だ
し

、
1個

又
は

2個
だ

け
合

格
し

な
い

場
合

は
再

試
験

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。
再

試
験

は
そ

の
組

か
ら

更
に

任
意

の
3個

の
試

料
を

と
っ

て
行

い
全

数
合

格
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

   

圧
縮

強
度

試
験

は
長

方
形

の
ブ

ロ
ッ

ク
の

場
合

、
連

結
穴

の
部

分
を

避
け

て
幅

15
cm

、
長

さ
15

cm
以

上
の

鋼
板

で
正

確
に

挟
ん

で
（

鋼
板

の
15

㎝
辺

を
ブ

ロ
ッ

ク
の

長
手

方
向

の
縁

に
合

わ
せ

）
加

圧
し

標
準

供
試

体
の

圧
縮

強
度

に
換

算
す

る
も

の
と

す
る

。
そ

の
場

合
2時

間
以

上
清

水
中

に
浸

し
、

飽
水

さ
せ

て
試

験
す

る
。

そ
の

他
の

形
状

ブ
ロ

ッ
ク

は
上

記
に

準
ず

る
。

準
用

で
き

な
い

場
合

は
コ

ア
ー

を
採

取
す

る
か

又
は

ブ
ロ

ッ
ク

製
造

に
用

い
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
標

準
供

試
体

（
製

品
と

同
じ

条
件

で
養

生
）

を
作

り
試

験
す

る
。

 
  

 
法

枠
ブ

ロ
ッ

ク
 

1,
00

0個
及

び
そ

の
端

数
を

1組
と

し
、
1組

は
任

意
の

3個
と

す
る

。
強

度
は

1組
3個

と
も

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
た

だ
し

、
1個

又
は

2個
だ

け
合

格
し

な
い

場
合

は
再

試
験

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。
再

試
験

は
そ

の
組

か
ら

更
に

任
意

の
3個

の
試

料
を

と
っ

て
行

い
全

数
合

格
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

   
根

固
消

波
ブ

口
ッ

グ
（

小
口

止
及

び
法

留
ブ

口
ッ

ク
合

む
）

 
20

0個
及

び
そ

の
端

数
を

1組
と

し
、
1組

は
任

意
の

3個
と

す
る

。
強

度
は

1組
3個

と
も

合
格

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
た

だ
し

、
1個

又
は

2個
だ

け
合

格
し

な
い

場
合

は
再

試
験

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。
再

試
験

は
そ

の
組

か
ら

更
に

任
意

の
3個

の
試

料
を

と
っ

て
行

い
全

数
合

格
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

   

圧
縮

強
度

試
験

は
コ

ア
ー

を
採

取
す

る
か

又
は

ブ
ロ

ッ
ク

製
造

に
用

い
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
標

準
供

試
体

（
製

品
と

同
じ

条
件

で
養

生
）

を
作

り
試

験
す

る
。
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〔参考資料〕 

ロックボルトの引抜試験 

（1） 計測の目的 

ロックボルトの定着効果を確認することを目的とする。 

（2） 計測の要領 

ロックボルトの引抜試験方法に従って行う。 

実施時期は施工後 3日経過後とし、最大引抜荷重は 100KN とする。 

（3） 結果の報告 

計測結果は図 4-1 の要領で整理する。 

（4） 試験後のボルトの処置 

引抜試験の結果が荷重変位曲線図 4-1 の A 領域に留まっている状態の場合には、試験後のボルト

はそのままとし、これを補うボルトは打設しないものとする。 

   図の B 領域に入る場合には、その他のボルトの状況を判断して施工が悪いと思われるものについ

ては、試験したボルトを補うボルトを打設する。また地山条件によると思われる場合には地中変位

や、ロックボルトの軸力分布等を勘案して、ロックボルトの設計を修正する。 

 

図 4-1 ロックボルト引抜試験 

（ロックボルトの引抜試験方法） 

この方法は ISRM の提案する方法に準拠したものである。 

（Intemationa1 Society for Rock Mechanics, Commission on Standardization of Laboratory and 

Fie1dTests , Comi11eeon Fie1d Tests Document No.2.1974） 

（1） 引抜試験準備 

ロックボルト打設後に、載荷時にボルトに曲げを発生しないように図 4-2 のように反カプレー

トをボルト軸に直角にセットし、地山との間は早強石膏をはりつける。 

（2） 引抜試験 
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引抜試験は、図 4-3 のようにセンターホールジャッキを用い、油圧ポンプで 10KN 毎の段階載

荷を行って、ダイヤルゲージでボルトの伸びを読み取る。 

（3） 全面接着式ボルトの場合の注意事項 

（イ）吹付コンクリートが施工されている時は、コンクリートを取りこわして岩盤面を露出させる

か、あるいはあらかじめ引抜試験用のロックボルトに、吹付コンクリートの付着の影響を無く

すよう布等を巻いて設置して試験を行うのが望ましい。ロックボルトに歪みゲージを貼付けて

引抜試験の結果が得られている場合には、その結果を活用することにより、特に吹付コンクリ

ートを取り壊す必要がない場合もある。 

（口）反力は、ロックボルトの定着効果としてピラミッド形を考慮する場合には、できるだけ孔等

は大きいものを用い、ボルト周辺岩盤壁面を拘束しないこと。 

（ハ）ロックボルトの付着のみを考慮する場合は、反力をできるだけロックボルトに近づけること。 

 

 

図 4-2 反力座の設置 

 

図 4-3 引抜試験概要図 

. 
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